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■
市
民
活
動
補
助
事
業
と
は
？

　

下
野
市
自
治
基
本
条
例
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
的
に
、

市
民
団
体
が
、
地
域
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に

自
主
的
に
取
り
組
む
市
民
活
動
等
の
事
業
を
推

進
す
る
た
め
の
公
募
型
補
助
制
度
で
す
。

　

申
請
の
あ
っ
た
事
業
は
、
選
考
会
（
会
長=

白
鷗
大
学
結
城
史
隆
教
授
）
に
お
い
て
公
益
性

や
発
展
性
等
を
審
査
し
、
定
め
ら
れ
た
基
準
を

満
た
し
た
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
平
成
26
年
度
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
補
助
決
定
事
業
は
、
11
事
業
で

す
。
昨
年
度
か
ら
4
事
業
増
加
し
て
お
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る
市
民
活
動
が
活
発

に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
内
容
は
、
健
康
増
進
、

環
境
保
全
、
防
犯
活
動
、
文
化
振
興
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

第1次市民活動補助事業決定

平
成
26
年
度　

第
1
次
市
民
活
動
補
助
事
業
が
決
定
し
ま
し
た

下野市グリーンタウンコミュニティ推進協議会
地域安全マップ作成講座の様子

選考会の様子
申請団体（右）が、選考委員（左）に説明

下野市郷土芸能お囃子保存会
イベントでのお囃子の様子

■平成26年度　市民活動補助事業　一覧

No. 事業名（団体名） 事業概要 種類

1 いのちのおはなし
（えがおのたまご）

　１人の母親として、また、性に関わる専門家として、自分が
大切、そして自分以外の友人も大切であることを子ども達に伝
えるため団体を立ちあげた。市内の幼稚園、学校を対象に出産
等に関する体験型の出前授業を行い、命の大切さを伝えていく
活動を行っていく。

新規

2

下野市郷土芸能
お囃子保存合同事業
（下野市郷土芸能
お囃子保存会）

　栄町と薬師寺とのお囃子会が合同練習を実施することによ
り、お囃子の技術向上とともに、子どもたちへ郷土芸能の技術
継承を行っていく。また、練習を受けた子どもたちが、市内で
開催されるイベントでお囃子を披露することにより、地域の活
性化を図っていく。

継続

3 フォークダンス初心者教室
（フォークダンス愛好会）

　家に閉じこもりがちになっている高齢者の生きがいづくりや
健康の維持増進のため、講師を招き、月２回のフォークダンス
初心者教室を開催していく。

新規

4
男女共同参画社会づくり

啓発事業
（とちぎつばさの会下野市部）

　男女の本質的平等の理念に立って、男女共同参画社会の実現
を目指し、生涯学習情報センターまつりへ参加し、ゲーム等を
通して男女共同参画を考えるきっかけづくりを行っていく。ま
た、男女共同参画に関する講演会、シンポジウム、若い人が参
加しやすいカフェトークを開催していく。

継続継続
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下
野
市
内
で
実
施
さ
れ
る
自
主
的
な
事
業
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

通
し
て
、
地
域
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
行
う
、

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る
よ

う
な
市
民
活
動
が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
環
境
保
全
、
防
災
活
動
、
子
育
て
支
援
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
活

動
で
す
。

■
募
集
説
明
会　

7
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

※
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
対
象
と
な
る
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31

日
の
間
に
実
施
さ
れ
る
事
業
が
補
助
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
補
助
事
業
の
決
定
前
に

事
業
が
完
了
す
る
場
合
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　

申
請
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
8
月
1

日
㈮
〜
29
日
㈮
に
総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁

舎
２
階
）
の
窓
口
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
メ
ー
ル
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
は
不
可
）

※
提
出
書
類
の
様
式
等
は
、
総
合
政
策
課
窓
口
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

　

☎（
40
）５
５
５
０

第1次市民活動補助事業決定

No. 事業名（団体名） 事業概要 種類

5 （仮称）しもつけマーケット
（シモティ）

　地域の活性化、地域住民の世代を超えた幅広い交流、地域商
業の認知向上を目指し、地域住民による地域住民のためのイベ
ント（仮称）しもつけマーケットを開催し、市内を中心とした
商店、アーティスト、農作物生産者等の出店協力によって、物販、
ワークショップ、展示、発表等を行っていく。

新規

6 おこと体験ワークショップ
事業（箏・樹陽会）

　伝統音楽文化の継承のため、主に小中学生を対象に箏（こと）
の体験ワークショップを開催する。箏（こと）の歴史や楽器の
説明などを取り入れながら、箏（こと）の音色の美しさを実際
に体験してもらう。

新規

7

いしばしイベントめぐり
スタンプラリー

（石橋地区イベントめぐり
実行委員会）

　「かかしまつり」、「しもつけかんぴょうフェスティバル」、「グ
リムの森でなぞなぞ探検」を巡るスタンプラリーを実施し、３
つのイベントの一体的な開催と連携による相乗効果により、地
域愛や地域活動への参加意識を育てるとともに、地域情報を外
に向け発信していく。

継続

8
ジャコウアゲハ（蝶）の

保護事業
（下野市自然に親しむ会）

　ジャコウアゲハの餌であるウマノスズクサを適正に管理する
ことにより、絶滅の危機にあるジャコウアゲハの数を増加させ、
市内の自然を豊かにしていく。また、吉田西小学校のビオトー
プにウマノスズクサを移植し、児童達にジャコウアゲハを観察
する機会を提供し、自然を大切にする心を育む活動を行ってい
く。

新規

9

「地域防犯講座・フィール
ドワーク」・「地域安全マッ

プ作成講座」
（下野市グリーンタウンコ
ミュニティ推進協議会）

　子どもの危険予知能力、危険回避能力の向上に効果のある「地
域安全マップづくり」の普及促進を図り、昨年度に養成した作
成指導者等が、グリーンタウン地区の子ども向けの「地域防犯
講座」、「地域安全マップ作成講座」を開催していく。

継続

10 プチサンタ親子で楽しむ会
（プチサンタ（親子会））

　下野市内及び近隣市町に在住の乳幼児、小学生の親子を中心
に、障がいの有無にかかわらず互いに声掛け合いができる地域
づくりを目指し、食育に関する講話の開催や保護者が子育て等
の悩みについて相談し合える場の提供を行っていく。

継続

11 けやきサポーター
（けやきサポーター）

　地域ぐるみで市内の障がい児童の活動を見守り、支えていく
ため、けやき通園者の保護者を中心に会を立ち上げた。けやき
通園者以外の障がい児と保護者、地域ボランティア、けやき職
員等を広く募集し、障がい児童向けの「ダンス教室」、保護者
の交流の場としての「学習会」、療育に対する情報提供の場と
しての「発達育児相談」を行っていく。

新規

平
成
26
年
度
市
民
活
動
補
助
事
業

第
２
次
募
集
を
実
施
し
ま
す
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臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金のご案内

臨 時 福 祉 給 付 金・
子育て世帯臨時特例給付金のご案内

　

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
へ
は
、
申

請
書
を
７
月
15
日
以
降
に
郵
送
に
て
送
付
し

ま
す
。
申
請
書
が
届
き
次
第
、
期
限
内
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
共
通
事
項

■
申
請
期
間

　

７
月
15
日
㈫
〜
平
成
27
年
１
月
15
日
㈭

■
申
請
方
法

　

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
郵
送

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意

・  

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票
が
下
野

市
に
あ
る
方
が
対
象
で
す
（
他
市
町
村
の
場

合
は
、
そ
の
市
町
村
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。）。

・  

申
請
受
付
後
に
審
査
を
行
い
、
順
次
支
給
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
審
査
の
結
果
、
支
給
の

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ご
不
明
な
点
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
２

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

・
厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
３
７
）１
９
２

　

 http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

■
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
？

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
消
費
税
率
が
8
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
所
得
の
低
い
方
々
へ
の

負
担
の
影
響
に
鑑
み
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措

置
と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
給
付
対
象
者

　

平
成
26
年
度
分
市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
な
い
方
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課

税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保

護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

■
給
付
額

○ 

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き　

１
万
円

○ 

給
付
対
象
者
の
中
で
左
記
に
該
当
す
る
方
は

５
千
円
を
加
算

・  

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
等
の
受
給
者
な
ど

・  

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等
の
受

給
者
な
ど

（
例
）
給
付
対
象
の
要
件
を
満
た
す
、
本
人
、
父
、

母
、
妻
、
子
の
５
人
世
帯
で
父
が
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
。

↓
５
人
×
１
万
円
＝
５
０
，
０
０
０
円

　

父
が
加
算
対
象
で　

＋
５
，
０
０
０
円

　

合
計
５
５
，
０
０
０
円
の
支
給

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
と
は
？

　

子
育
て
世
帯
の
家
計
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、

消
費
の
下
支
え
を
図
る
た
め
に
、
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
に
、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

■
給
付
対
象
者

①
と
②
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す
方

① 

平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付

※
を
受
給

② 

平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限

限
度
額
未
満
（
左
表
参
照
）

※ 

特
例
給
付
と
は
、
児
童
１
人
当
た
り
月
額
一

律
５
，
０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

※ 

平
成
26
年
1
月
1
日
に
生
ま
れ
た
児
童
、
平

成
26
年
1
月
1
日
に
国
外
か
ら
転
入
し
た
児

童
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
２
月
分
の
児
童
手

当
・
特
例
給
付
を
受
け
る
方
を
含
み
ま
す
。

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金
■児童手当　所得制限限度額

扶養親族
等の数

所得制限
限度額 （収入額の目安）

０人 622 万円 833.3 万円

１人 660 万円 875.6 万円

２人 698 万円 917.8 万円

３人 736 万円 960.0 万円

４人 774 万円 1002.1 万円

５人 812 万円 1042.1 万円
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臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金のご案内

■
対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手

当
・
特
例
給
付
の
対
象
と
な
る
児
童
。

　

た
だ
し
、
次
の
児
童
は
対
象
外
で
す
。

・  

右
ペ
ー
ジ
の
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
対
象

と
な
る
児
童

・  

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
に
あ
た
る
児
童

・  

平
成
26
年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

は
対
象
外
で
す
。

○
注
意
点

・  

右
記
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対
象
児
童

で
あ
れ
ば
、
平
成
26
年
3
月
に
中
学
校
を
卒

業
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
対
象
児
童

に
含
み
ま
す
。

・  

平
成
26
年
１
月
１
日
以
後
に
亡
く
な
ら
れ
た

児
童
は
対
象
外
で
す
。

■
支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
０
，
０
０
０
円

■
ご
注
意

・  

申
請
期
間
な
ど
は
、
各
市
区
町
村
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
下
野
市
以
外
が
申
請
先
と
な
る

方
は
、
事
前
に
そ
の
市
区
町
村
に
問
い
合
わ

せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・  「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
場
合
は
、
右
ペ
ー
ジ
の
申
請
が

必
要
で
す
。

子育て世帯臨時特例給付金 臨時福祉給付金

児童手当受給者が平成26年 1
月 1日時点で「下野市」に住
んでいた（住民基本台帳に記録
されていた）

平成26年1月1日時点で「下
野市」に住んでいた（住民基本
台帳に記録されていた）

（ご自身は）平成26年 1月分
の児童手当の受給者であり、か
つ、平成25年中の所得が、「児
童手当の所得制限限度額（4
ページ参照）」に満たない

平成26年1月1日時点で「生
活保護」を受けていなかった

（ご自身は）平成 26年度分の
住民税（均等割）が課税されて
いない

（ご自身はどなたかに）扶養さ
れている

「臨時福祉給付金」の支給対象です
※１人につき１万円を給付します

「子育て世帯臨時特例給付金」
の支給対象です

※１人につき１万円を給付します

（ご自身を）扶養
している人は、平
成26年度分の住
民税 ( 均等割 ) が
課税されていない

平成 26 年 1 月分の児童手当
の対象となる児童が、臨時福祉
給付金の対象者でない

平成 26 年 1 月分の児童手当
の対象となる児童が、1 月 1
日時点で生活保護を受給してい
ない

1月 1日時点で住民
登録のあった市町村
にお尋ねください

給
付
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

給
付
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※ 

た
だ
し
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

場
合
、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

1 月 1 日時点で住民
登録のあった市町村
にお尋ねください

対象者診断チャート

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえいいえ

■公務員の方へ
　公務員の方の申請は、平成26年7月15日㈫から受付を開始します。
　勤務先から交付された、児童手当（特例給付）受給状況証明書及び申請
書を郵送（こども福祉課宛）または下記窓口にてお手続きください。
■公務員の方の受付窓口
　こども福祉課（石橋庁舎１階）・市民課国分寺窓口（国分寺庁舎１階）・
市民課南河内窓口（南河内図書館２階）
■公務員の方の郵送先
　〒 329-0594　下野市石橋 552 番地 4　下野市役所　こども福祉課

公務員の方には
市役所から

通知が行きませんので、
お忘れないよう

お手続きください。
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下
野
市
で
は
、
市
の
知
名
度

や
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
「
特
産

品
」「
文
化
財
等
地
域
資
源
」

を
「
下
野
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

認
定
し
ま
す
。

　

現
在
、
特
産
品
９
品
、
文
化

財
等
地
域
資
源
10
件
を
認
定
し
、

市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
に
続
く
下
野

ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
下
野
市
」が
も
っ
と
愛
さ
れ
る
よ
う
に

第
３
回
下
野
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
を
募
集
し
ま
す

「
商
品
に
付
加
価
値
を
付
け
た
い
！
」「
下

野
市
の
名
所
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」

と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
認
定
証
交
付
式
に
つ
い
て

　

第
３
回
下
野
市
産
業
祭
（
11
月
９
日
）

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
行
う
予
定

■
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
取
り
扱
い

　

認
定
証
を
交
付
し
、「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
へ
の
掲
載
」「
市
内
外
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
展
」「
道
の
駅
、
観
光
協
会
等
で
の

Ｐ
Ｒ
や
販
売
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
認
定
期
間

①
特
産
品　

平
成
30
年
３
月
ま
で

②
文
化
財
等
地
域
資
源　

無
期
限

■
応
募
方
法　

申
請
書
（
特
産
品
）
及
び

推
薦
書
（
文
化
財
等
地
域
資
源
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
商
工
観
光
課
へ
直
接
持

参
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
応
募
締
切　

８
月
５
日
㈫

■
申
請
書
・
推
薦
書
配
布
場
所

　

商
工
観
光
課
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）、

国
分
寺
庁
舎
・
石
橋
庁
舎
市
民
課
窓
口

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.city.shim

otsuke.
lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

☎（
48
）２
１
１
２

下野ブランド

どういったものがブランドになるの？
①特産品
・ 下野らしさ（市内で生産された素材を活用
しているかなど）
・独自性・希少性
・ 信頼性・安全性（一定の品質を有している
かなど）
・ 市場性・将来性（生産・販路拡大等に意欲
的な取組みを行っているかなど）

②文化財等地域資源
・ 下野らしさ（下野ならではの自然・歴史・
伝統・文化等に根ざしているかなど）
・独自性・希少性
・ 信頼性・普遍性（誰もが立ち入ることができ、
満足度が高いかなど）
・ 将来性・話題性（下野市のイメージ向上が
見込まれるかなど）

どういった審査がされるの？
・１次選考（９月予定）
　下野ブランド推進本部専門部会によ
る書類審査
　　　　⬇
・２次選考
　下野ブランド認定協議会による審査
　　１次審査通過者による
　　プレゼンテーション実施
　　　　⬇
・最終決定（10 月予定）
　下野ブランド推進本部による決定
　　　　⬇
・認定証交付（11 月予定）

市民サポーター募集

　下野市を盛りあげたい！と考えている方
なら、どなたでもサポーターになれます。
特典として会員証、ピンバッジ、年に１度
名刺を配付します。
　登録・年会費は無料です。
　詳しくは市ホームページまたは商工観光
課までお問い合わせください。

どういったものがブランドの対象なの？
①特産品
　一次産品、加工品、工芸品等
　下野市で生産、製造、加工されたもの及び
本市の生産物を材料として製造、加工された
もの
②文化財等地域資源
　歴史的遺産、文化的な行事・祭事・芸術・芸能・
施設、観光資源、自然、景観及び取組等
　本市に存するものまたは伝承されているもの
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下
野
市
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

平
成
27
年
４
月
採
用

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
採
用

を
予
定
す
る
市
職
員
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
試

験
案
内
で
受
験
資
格
や
申
込
方

法
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
試
験
案
内
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
各
市
民
課
窓
口

に
て
配
付
し
て
い
ま
す
。

■
試
験
案
内
・
申
込
書
の

　

請
求
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

試
験
案
内
及
び
申
込
書
を
請
求

く
だ
さ
い
。

◇
直
接
請
求
す
る
場
合

　

総
務
課
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

で
配
付
し
ま
す
。

◇
郵
送
請
求
す
る
場
合

　

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼

付
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
２
）

を
同
封
の
う
え
、
市
役
所
総
務

課
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
す
る
封
筒
の
表

に
は
「
下
野
市
職
員
採
用
試
験

案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
ネ
ッ
ト
請
求
す
る
場
合

　

下
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

http://w
w
w
.city.shim

otsu
ke.lg.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
試

験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
や
る
気
の
あ
る
皆
様
を
歓
迎

し
て
い
ま
す

　
「
下
野
市
職
員
人
材
育
成
基
本

方
針
」
の
も
と
、
下
野
市
で
は
、

新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
職
員
像

と
し
て
、

〇
時
代
や
状
況
の
変
化
を
読
み

取
り
な
が
ら
仕
事
を
進
め
る
職

員〇
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員

〇
市
民
と
連
携
し
て
地
域
づ
く

り
の
で
き
る
職
員
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

皆
様
の
お
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

－

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地

　

総
務
課
☎（
40
）５
５
５
１

下野市職員採用試験のご案内

職　　種 受験資格
採用
予定
人数

申し込み 第１次試験 第２次試験

一般事務

昭和 59 年 4 月 2 日から
平成 9 年 4 月 1 日までに
生まれた方で高等学校卒
業（平成 27 年 3 月卒業
見込み者を含む。）以上
の学歴を有する方

8名
程度

申込期間
7 月 7 日㈪
～ 8月 8日㈮
※土・日は除く
ただし、電子申
請は 8 月 1 日㈮
午後 5時まで

受付時間
午前 8時 30 分～
午後5時15分

申込場所
総務課人事給与
グループ（国分
寺庁舎 2階）

方　　法
直接または郵送
（8 月 8 日㈮まで
の消印有効）
電子申請は 8月 1
日㈮午後 5 時ま
で

期　　日
9 月 21 日㈰

試験会場
白鷗大学
　本キャンパス

試験内容
公務員として必
要な一般知識及
び知能について、
択一式による筆
記試験をどの職
種にも共通して
行います。

合格発表
10 月上旬
国分寺庁舎玄関
前及び市ホーム
ページに合格者
の受験番号を掲
示するとともに
合格者へ通知し
ます。

期日、試験会場
第 1 次試験合格
者に通知します。

試験内容
作文試験
口述試験
適性検査

合格発表
11月中旬までに、
市ホームページ
に合格者の受験
番号を掲示する
とともに受験者
に通知します。

一般事務
（身体障がい者）

同上の受験資格を有し、
身体障害者手帳の交付を
受けている方

1名
程度

土木技師

昭和59年4月2日から平成9
年4月1日までに生まれた
方で、高等学校卒業（平
成27年3月卒業見込み者を
含む。）以上の学歴を有し、
土木工学に関する課程を
修めた方または修める見
込みの方

2名
程度

保健師

昭和 59 年 4 月 2 日から
平成 5 年 4 月 1 日までに
生まれた方で、保健師資
格を有する方または平成
27 年 3 月までに保健師資
格取得見込みの方

1名
程度

※採用予定者数は、26 年度の退職者の状況によって採用人数を変更することがあります。
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島
倉
セ
ツ
さ
ん
が

藍
綬
褒
章
を
受
章

　

平
成
26
年
春
の
褒
章
に
お
い

て
、
元
民
生
委
員
児
童
委
員
の

島
倉
セ
ツ
氏
が
、
長
年
に
わ
た

り
社
会
福
祉
の
推
進
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
藍
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
島

倉
氏
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
、
昭
和
61
年
12
月
か
ら

平
成
25
年
11
月
ま
で
、
27
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉

向
上
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
石
橋
地
区
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
や
下

野
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
こ
の

た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ホ
タ
ル
観
賞
の
集
い
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

５
月
31
日
、
友
愛
館
に
お

い
て
ホ
タ
ル
観
賞
の
集
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
柴
地
区
環
境
保
全
会

が
主
催
と
な
り
、
ホ
タ
ル
の

養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

ホ
タ
ル
・
カ
ワ
セ
ミ
の
会
と

東
方
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
の
３
団
体
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
に
つ
い
て
の
説
明

が
さ
れ
た
ほ
か
、
来
場
者
に

ホ
タ
ル
が
配
ら
れ
、
幻
想
的

な
小
さ
な
光
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
最
後
に
は
ミ
ニ
打

ち
上
げ
花
火
が
行
わ
れ
ひ
と

足
早
い
夏
の
訪
れ
と
な
り
ま

し
た
。

退
任
民
生
委
員
さ
ん
に

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
長
年
に
わ
た
り
活
動
さ
れ
、

昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
に
よ

り
退
任
さ
れ
た
須
永
和
子
氏

（
柴
）と
伊
澤
俊
子
氏（
石
橋
）

が
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

を
受
賞
さ
れ
、
こ
の
た
び
広

瀬
市
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

須
永
氏
は
平
成
6
年
6
月

か
ら
19
年
6
月
間
、
伊
澤
氏

は
平
成
10
年
か
ら
15
年
間
と

長
き
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉

の
担
い
手
と
し
て
社
会
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
多
大
な
功
績
が

認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

お
い
し
い
お
米
が
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て

〜
田
植
え
体
験
〜

　

５
月
17
日
、
生
産
者
と
消

費
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
米

の
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で

を
体
験
し
て
貰
お
う
と
市
農

業
公
社
主
催
の
「
田
植
え
体

験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
な
ど
約
90
人
の
参
加

者
は
、
最
初
は
慣
れ
な
い
田

ん
ぼ
の
泥
の
感
触
に
戸
惑
っ

て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
お

よ
そ
１
時
間
で
作
業
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
は
、「
初

め
て
の
田
植
え
は
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
や
っ
て
み
た
い
。

今
日
植
え
た
苗
が
お
い
し
い

お
米
に
な
っ
て
欲
し
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　

今
回
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
秋
（
９
月
頃
）
に
開
催

さ
れ
る
「
稲
刈
り
体
験
」
に

も
参
加
す
る
予
定
で
す
。
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髙
藤
直
寿
選
手
後
援
会

　

６
月
１
日
、
下
野
市
出
身
で

柔
道
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
髙
藤
直
寿
選
手
（
東
海
大
）

の
後
援
会
設
立
総
会
が
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
髙
藤
選
手
を
招
い

て
の
壮
行
会
や
大
会
の
応
援
な

ど
、
髙
藤
選
手
が
日
本
代
表
と

し
て
大
会
に
出
場
し
、
活
躍
で

き
る
よ
う
応
援
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

後
援
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ

た
市
体
育
協
会
の
秋
山
幸
男
市

議
は
「
髙
藤
選
手
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
活
躍
で
き
る

よ
う
な
環
境
整
備
に
努
め
、
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
し
た
い
」
と
こ
れ
か

ら
の
活
躍
に
期
待
を
込
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
髙
藤
選
手
は
「
下
野

市
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
で
あ

り
、
大
好
き
な
場
所
。
応
援
し

て
く
れ
る
人
た
ち
を
元
気
づ
け

ら
れ
る
よ
う
頑
張
る
」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　

後
援
会
員
の
募
集
に
つ
い
て

は
23
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ア
パ
レ
ス
自
主
防
災

会
が
防
災
訓
練
を
実
施

　

ダ
イ
ア
パ
レ
ス
自
主
防
災

会
（
玉
暉
昌
良
会
長
）
が
５

月
25
日
に
、
祇
園
小
学
校
に

お
い
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
石
橋
消
防
署
署

員
と
獨
協
医
科
大
学
学
生
の

連
携
指
導
に
よ
る
普
通
救
命

訓
練
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作

講
習
を
行
っ
た
後
、
消
火
器

の
使
い
方
や
煙
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
繰

り
返
し
訓
練
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
の
声
が
多
数

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
直
後
の
混
乱

し
た
状
況
で
も
調
理
不
要
で

食
べ
ら
れ
る
緊
急
食
と
し
て

㈱
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン

と
大
塚
食
品
㈱
か
ら
寄
付
を

受
け
た
「
ラ
イ
ス
72
Ｈ
」
と

「
ボ
ン
カ
レ
ー
72
Ｈ
」の
セ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

【
市
民
協
働
】
下
野
市
ト
ウ
サ

ワ
ト
ラ
ノ
オ
保
存
会
総
会
及
び

観
察
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

下
野
市
に
生
息
す
る
絶
滅

危
惧
種
の
多
年
草
「
ト
ウ

サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
」
に
つ
い
て
、

５
月
28
日
、
下
野
市
ト
ウ
サ

ワ
ト
ラ
ノ
オ
保
存
会
総
会
が

東
根
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
保
全

地
に
お
い
て
ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ

ノ
オ
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

観
察
会
で
は
、
小
山
北
桜

高
等
学
校
の
小
林
先
生
か
ら
、

ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
に
関
す

る
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
参

加
者
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
保
全
地
の
ト
ウ

サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
に
囲
ま
れ

て
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
広

瀬
市
長
、
地
元
東
根
自
治
会
、

小
山
北
桜
高
等
学
校
及
び
保

存
会
の
会
員
の
皆
様
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
工
事
の
起

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

５
月
21
日
に
笹
原
地
内
に

お
い
て
、
新
庁
舎
建
設
工
事

の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
工
事

関
係
者
を
は
じ
め
、
庁
舎

建
設
委
員
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
委
員
、
地
権
者
な

ど
約
90
名
の
出
席
者
が
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、「
市
民
が
利
用
し
や

す
く
親
し
み
や
す
い
庁
舎
」、

「
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
」、

「
災
害
に
強
い
庁
舎
」
の
方

針
を
基
に
、
市
民
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
な
る
よ
う
、
平
成
28

年
春
の
完
成
を
め
ざ
し
、
工

事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
市

民
の
皆
様
に
は
、
工
事
期
間

中
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

存
じ
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Shimotsuke
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自治会長紹介

■問い合わせ先　生活安全課　☎（40）5555

石
橋
地
区

石橋上町１区 髙山　国好
石橋上町２区 清水　眞男
石橋上町３区 高倉　　久
寿町 金田　英昭
石町 萩野矢　正美
旭町 海老原　茂
本町１区 髙山　忠則
本町２区 廣沢　重芳
本町３区 石川　利光
本町４区 有野　一良
本町５区 木村　てる子
栄町１・２丁目 飯野　悦男
栄町３丁目 笠野　幸男
栄町４丁目１区 青木　重男
栄町４丁目２区 吉葉　武夫
栄町４丁目３区 若林　幹雄
栄町４丁目４区 下蔵　勝治
栄町４丁目５区 角田　充
栄町４丁目６区 岩永　博美
上大領 伊沢　一夫
中大領 渡辺　光義
東前原 石川　説雄
下大領 小平　一之
入の谷 布袋田　悦夫
下石橋１区 黒川　正雄
下石橋２区 吉田　宗司
富士見町 鈴木　勝
グンゼ社宅 横山　哲治
第一雇用団地 川中子　一恵
上古山１区 前　和雄
上古山２区 野口　武司
上古山３区 青柳　敏明
上原 武田　光市
下古山１区 古徳　勝
下古山２区 若松　健一郎
下古山３区 所　隆平
通古山１区 猪瀬　富夫
通古山２区 三輪　健治
通古山３区 青木　啓造
通古山４区 三浦　昭男
通古山５区 倉井　賢一
第二雇用団地 中野　みこと
若林北部１区 滝澤　芳夫
若林北部２区 金澤　勝敏
若林南 五月女　尚史
下長田 梅山　文男
上台 古谷　輝男
細谷 細井　幸宏
橋本南 安達　眞二
橋本北 上野　耕司

国
分
寺
地
区

駅前 荒山　栄
下町(1・2・3) 海老原　正知
仲町 岡本　鉄男
小金井上町 川俣　一由
関根井 野沢　芳雄
小金井北 髙田　昇
笹原 大越　勝夫
箕輪 若林　茂行
川東(1・2) 福田　好明
泉町 小貫　眞人
川北（南・北） 伊沢　正
川南 横山　義見
川西 伊沢　高男
南国分 山田　洋充
国分１ 近藤　雅道
国分２ 近藤　貞夫
国分３ 須川　政明
紫 白石　保夫
旭ケ丘 田村　信行
柴南１ 五月女　重生
柴南２ 五月女　一男
柴南３ 渡辺　喜一郎
柴南４ 市川　勇
柴南５ 古川　俐
柴南６ 諏訪　勇
柴北１ 田口　隆則
柴北２ 山家　卓
柴北３ 飯田　文吉
柴北４ 鈴木　勇
鈴苅町 桑原　紀之
日出町 日向野　正信
丸野町 小川　敏夫
駅東 清水　重人
医大前 野口　政人
烏ケ森１東 髙澤　茂
烏ケ森１西 松野　裕之
烏ケ森２ 小林　学
あづま町 小川　善吉

南
河
内
地
区

下原 島田　晴夫
西区 世取山　守
一丁目 木村　勝司
二丁目 村上　和男
三丁目 五月女　久一
四丁目 小野　宏
五丁目 髙山　健一
六丁目 矢島　昭
日生団地 高村　昌宏
成田 小池　正夫
町田上 宮﨑　賢一
町田下 清水　清和

南
河
内
地
区

谷地賀上 大山　勝
谷地賀下 豊田　俊一
下文狹 直井　格
東田中 小島　光正
西田中 庄司　豊
地久目喜 髙橋　芳忠
仁良川上 飯野　信義
仁良川下 菅原　正一
祇園町 舘野　浩祥
自治医大職員住宅 河﨑　友美
祇園一丁目北 佐伯　久夫
祇園一丁目 江田　修
祇園二丁目 野口　祐二
祇園ダイアパレス 玉暉　昌良
ミラパセオ自治医大 中村　義治
祇園三丁目南 黒川　冨美子
祇園三丁目エルメゾン 安田　朋子
祇園自治医大 中井　理絵
祇園三丁目東 三枝　隆行
アーバンコンフォート 堀口　隆三
祇園四丁目 早川　勝己
ＧＴ祇園五丁目 新井　裕子
緑一丁目 水澤　源博
緑二丁目 佐藤　清二
緑三丁目北 伊藤　浩子
緑三丁目南 渡辺　欣宥
緑四丁目北 会田　功
緑四丁目南 佐藤　晴光
緑五丁目 嵯峨　健太郎
緑五丁目南 木村　千里
緑六丁目 金井　博
ＧＴ緑六丁目 檜室　隆幸
本吉田北 国府田　重雄
本吉田南 田口　清
絹板 髙山　弘
絹板台 西原　芳雄
台坪山 神戸　大和
的場 秋山　泰重
上坪山 野口　一夫
東根 海老原　昭一
塚越 大塚　森雄
磯部 三ツ梨　公男
川島 大垣　稔
上吉田 市川　啓一
鯉沼 佐藤　邦男
三王山 広瀬　始
西坪山 百武　亘

地域で活躍している自治会長さんを紹介します
（敬称略）

平成26年度　自治会長

Shimotsuke
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私
が
下
野
市
の
国
際
交
流
員
に
な
っ
て

か
ら
、
も
う
３
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
日
本
に
住
め
ば
住
む
ほ
ど
、
日
本
の

文
化
や
日
常
生
活
、
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
よ
く
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ら

は
も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
と
共
通
す
る
と
こ
ろ

も
あ
れ
ば
、
違
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
私
の
最
後
の
記
事
で
は
、
ド
イ
ツ

と
日
本
の
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
面
白
い

（
可
笑
し
い
）
と
感
じ
た
こ
と
を
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

選
挙
カ
ー
、
行
列

　

ま
ず
、
選
挙
の
前
に
私
が
び
っ
く
り
し

た
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
実
は
、

選
挙
カ
ー
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
さ
れ
る

大
き
な
音
な
の
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
あ
り

え
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
救
急
車
の

音
は
ド
イ
ツ
よ
り
小
さ
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
で
も
驚
く
こ
と
は
、
よ
く
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
前
に
で
き
て
い
る
行
列

で
す
。
行
列
が
あ
る
か
ら
こ
そ
美
味
し
い

店
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
方
が
多
い
み
た
い

で
す
ね
。
ド
イ
ツ
人
は
一
般
的
に
日
本
人

よ
り
気
が
短
い
の
で
、
食
事
の
た
め
に
１

時
間
以
上
待
つ
こ
と
は
な
か
な
か
し
ま
せ

ん
。

お
箸
が
上
手
で
す
ね
！

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
人
が
毎
日
使
う
お

箸
に
つ
い
て
で
す
。
少
し
苦
労
し
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
で
も
お
箸
は
使
う
こ
と
は
で

き
ま
す
よ
ね
？
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
外
国

人
が
お
箸
を
使
う
と
「
お
上
手
で
す
ね
」

と
褒
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

ド
イ
ツ
で
も
中
華
料
理
な
ど
を
食
べ
る

際
に
お
箸
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

そ
こ
ま
で
難
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
は
い
、
チ
ー
ズ
！　

ピ
ー
ス
サ
イ
ン

　

あ
と
、
面
白
い
癖
が
日
本
で
つ
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
写
真
撮
影
の
時
の

ピ
ー
ス
サ
イ
ン
で
す
。
ド
イ
ツ
に
は
な
い

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
す
が
、
今
で
は
ピ
ー
ス

を
し
な
い
と
良
い
笑
顔
が
つ
く
れ
ま
せ
ん
。

国
際
交
流
員
リ
ン
の
「
び
っ
く
り
〜
ン
箱
」

第
26
回

ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
と

市
民
の
交
流
会

　
　

下
野
市
の
特
産
品
で
あ
る
か
ん
ぴ
ょ

う
を
使
っ
た
ふ
く
べ
細
工
作
り
を
し
な
が

ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　

８
月
20
日
㈬

　

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

　
（
午
後
1
時
30
分
受
付
開
始
）

■
場
所　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
一
人
一
作
品
）

■
持
ち
物　

絵
筆（
で
き
れ
ば
大
小
2
本
）

■
申
込
期
間　

７
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮

■
定
員　

10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

T
im
e
 to
 say g

o
o
d
b
ye

あ
っ
と
い
う
間
に
…

国内・国際交流

な
ぜ
で
し
ょ
う
ね
。

A
uf W

iedersehen!

！
…

　

他
に
も
面
白
い
違
い
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
た
か
？

　

実
は
、
最
後
に
な
っ
て
何
を
書
け
ば
よ

い
の
か
色
々
と
迷
い
ま
し
た
が
、
結
局
、

最
も
印
象
的
だ
っ
た
文
化
の
違
い
に
決
め

ま
し
た
。
違
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
国
際

交
流
は
面
白
い
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、A

uf W
iedersehen!

（
ア

ウ
フ
・
ヴ
ィ
ー
ダ
ー
ゼ
ー
ン
）
の
時
期
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
挨
拶
は
、「
し

も
つ
け
サ
タ
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う

ラ
ジ
オ
シ
ョ
ー
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
覚

え
て
い
ま
す
か
？
…
さ
よ
う
な
ら
と
い
う

意
味
で
す
。

　

下
野
市
で
働
く
中
で
、
と
て
も
楽
し
い

経
験
や
出
会
い
が
で
き
て
、
皆
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
や
国
際

交
流
協
会
の
方
々
、
特
に
ド
イ
ツ
語
講
座

の
生
徒
さ
ん
にD

ankeschön

（
ダ
ン
ケ

シ
ェ
ー
ン
「
あ
り
が
と
う
」）
と
言
い
た

い
で
す
。
自
分
が
気
づ
か
な
い
時
に
色
々

な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
皆
さ
ん
は
い
つ
も
優
し
く

付
き
合
っ
て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
の
国
際
交
流
員
も
同
じ
よ
う
に
歓
迎

し
て
く
だ
さ
い
！

　

そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら
！T

schüss!!

（
チ
ュ
ー
ス
）
リ
ン
・
ザ
ブ
リ
ー
ナ
で
し

た
！
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今
回
は
、
第
１
章
総
則
、
第
２
章
自
治

の
基
本
理
念
及
び
基
本
原
則
を
取
り
あ
げ

ま
す
。

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

①「
市
民
」と
は
？

②「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」と
は
？

③「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」と
は
？

〜
第
１
章
総
則
で
は
、
条
例
の
目
的
、
位

置
付
け
及
び
最
高
規
範
性
、
用
語
の
定
義

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
〜

○
条
例
の
目
的
（
第
１
条
）

　

こ
の
条
例
は
、
本
市
に
お
け
る
自
治
の

基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

市
民
、
議
会
及
び
市
の
役
割
及
び
責
務
並

び
に
自
治
の
基
本
原
則
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

〜
第
２
章
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
の
基
本
理
念
と
基
本
原
則
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
〜

○
自
治
の
基
本
理
念
（
第
４
条
）

①　

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
が
「
市
民
」
で
あ

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

〈
参
画
（
第
９
条
）〉

　

ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
加
し
、

行
動
す
る
こ
と

　

市
民
が
、
市
の
政
策
の
課
題
発
見

や
解
決
策
を
考
え
た
り
、
実
施
し
た
り
、

評
価
や
見
直
し
を
し
た
り
す
る
と
き

に
、
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
て
、

自
主
的
、
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

単
な
る
参
加
で
は
な
く
、
政
策
立

案
な
ど
の
意
思
形
成
過
程
に
加
わ
る

こ
と
で
、
幅
広
い
視
点
と
責
任
あ
る

発
言
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
市
民
は
行
政
と
情
報
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
や
行
政

の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

②　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
、
議
会
及
び
市
が
協
働
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま

す
。

〈
協
働
（
第
10
条
）〉

　

市
民
、
議
会
及
び
市
が
共
通
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

○
条
例
の
位
置
づ
け
（
第
２
条
）

　

条
例
ど
う
し
に
上
下
関
係
は
な
く
、
規

範
と
し
て
の
効
力
は
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、

自
治
基
本
条
例
が
下
野
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
最
高
規
範
性
を
持
つ
も
の
と
し

て
、
他
の
条
例
等
の
制
定
や
改
正
、
廃
止

を
行
う
と
き
に
は
、
整
合
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

○
市
民
（
第
３
条
第
１
号
）

　

市
内
に
住
む
人
、
働
く
人
、
学
ぶ
人
及

び
事
業
者

　

下
野
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者

（
住
民
）
に
加
え
、
市
内
に
通
勤
・
通
学

す
る
者
、
市
内
で
事
業
を
営
む
者
（
企
業
、

商
店
、
学
校
法
人
、
医
療
法
人
、
社
会
福

祉
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
）
と

幅
広
く
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
市
に
居
住
す
る
住
民
だ
け

で
な
く
、
本
市
で
働
く
人
、
学
ぶ
人
、
事

業
者
な
ど
幅
広
い
人
々
の
協
力
に
よ
り
、

地
域
の
課
題
解
決
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

割
及
び
責
任
を
対
等
な
立
場
で
、
協

力
し
て
活
動
す
る
こ
と

　

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
や
福
祉
、
安

全
、
環
境
保
全
、
文
化
、
教
育
等
の

地
域
課
題
の
解
決
な
ど
ま
ち
づ
く
り

の
共
通
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

市
民
・
議
会
・
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
責
務
を
認
識
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
や
資
源
等
を
活
か
し
つ

つ
対
等
な
立
場
で
、
協
力
・
連
携
し

て
よ
り
大
き
な
成
果
を
作
り
出
す
こ

と
を
い
い
ま
す
。

○
基
本
原
則
（
第
５
条
）

　

人
権
尊
重

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

誰
も
が
個
人
と
し
て
基
本
的
な
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
自
ら
の
個
性
と
能
力
が
十
分
発

揮
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

情
報
共
有

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
前
提
と

し
て
、
市
政
に
関
す
る
情
報
共
有
を
規
定

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障

し
て
い
ま
す
。

　

市
民
参
画

　

市
民
が
市
政
に
参
画
す
る
機
会
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
議
会
及
び
市
が

互
い
の
立
場
や
特
性
を
尊
重
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

自治基本条例

教
え
て
！ 

自
治
基
本
条
例

「
基
本
理
念
及
び
基
本
原
則
」

「
市
民
」
と
「
議
会
」
と
「
市
」
が
、

一
体
と
な
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
条
例
な
ん
だ
。

３
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
改
め
て
捉
え
直
し
て
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

作
ら
れ
た
基
本
と
な
る
ル
ー
ル
な
ん

だ
よ
。

ポイント

ポイントポイント
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市
が
提
供
す
る
、
福
祉
や
教
育
を
は
じ
め

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
税
が
主
な
財
源
の

一
つ
で
す
。
市
税
の
滞
納
は
、
市
の
財
政
を

圧
迫
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
、

納
期
内
に
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
大

多
数
の
方
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◆
県
内
一
斉
の
徴
収
強
化
月
間

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、

7
〜
8
月
を
「
市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間

２
０
１
４
夏
」
と
し
て
、
栃
木
県
滞
納
整
理

推
進
機
構
が
主
体
と
な
り
、
県
と
各
市
町
が

協
働
し
て
、
県
内
一
斉
に
徴
収
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

◆
事
情
が
あ
る
場
合
は
相
談
を

　

災
害
、
盗
難
、
事
業
の
廃
止
、
病
気
等
、
や

む
を
得
な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
、

納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
徴
収
の
猶
予
や
分
割
納
付
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
滞

納
に
な
る
前
に
税
務
課
に
納
税
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
税
金
を
納
め
忘
れ
る
と
・
・
・

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た
方

に
は
、
ま
ず
督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ

の
督
促
状
が
発
送
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て

10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
そ
の
税
金
を
完

納
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
市
は
滞
納
者
の

財
産
（
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
、
給
料
、

自
動
車
、
動
産
〈
電
化
製
品
や
美
術
品
、
貴

金
属
等
〉）
を
差
押
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

差
押
財
産
の
調
査
の
た
め
、
滞
納
者
の
自
宅

な
ど
の
捜
索
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
捜
索

時
に
発
見
さ
れ
た
財
産
は
、
差
押
え
さ
れ
ま
す
。

「
捜
索
」
と
は
、
税
を
徴
収
す
る
職
員
に
認
め

ら
れ
た
権
限
で
、
裁
判
所
の
令
状
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
行
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
差
押
え
た
自
動
車
を
運
行
、

使
用
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
（
国
税
徴
収
法

第
71
条
）
で
運
行
不
能
状
態
に
す
る
も
の
で
す
。

市
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

7
月
〜
8
月
は
市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

☎（
40
）５
５
５
４

市町村税徴収強化月間

Ｑ
．
う
っ
か
り
し
て
い
て
、
市
税
を
納

め
忘
れ
て
納
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

今
持
っ
て
い
る
納
付
書
で
納
め
ら
れ
ま

す
か
。

Ａ
．
手
持
ち
の
納
付
書
で
納
め
ら
れ
ま

す
。
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
、
お
手
持
ち

の
納
付
書
で
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
金
融
機
関
ま
た
は
、
下
野
市
役
所

各
庁
舎
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
期
限
が
過
ぎ
て
か
ら
納
付
す
る
場

合
に
は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
市
税
を
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付

し
な
い
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．
督
促
状
が
送
付
さ
れ
て
も
納
付
し

納
税
・
滞
納
処
分

Ｑ
＆
Ａ

な
い
場
合
は
、
納
税
を
し
て
い
る
方
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
財
産
を
差
押

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
財
産
の
差
押
え
を
さ
れ
た
場
合
、

ど
う
す
れ
ば
解
除
で
き
ま
す
か
。

Ａ
．
原
則
と
し
て
、
滞
納
税
額
を
完
納

し
な
い
限
り
差
押
え
は
解
除
さ
れ
ま
せ

ん
。

Ｑ
．
財
産
の
差
押
え
を
さ
れ
な
い
た
め

に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

Ａ
．
納
税
相
談
に
よ
っ
て
自
身
の
収
支

状
況
を
お
伺
い
し
、
滞
納
額
に
応
じ
、

分
割
（
原
則
と
し
て
納
期
限
か
ら
１
年

以
内
）
で
完
納
見
込
み
の
あ
る
場
合
な

ど
は
、
差
押
え
を
行
わ
な
い
で
す
む
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
納
税
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。

納税は便利で確実な口座振替
またはコンビニで

「通知を見落とした…」
「納付書をしまい忘れた…」など、
つい、うっかりで納付を忘れてしま
わないように、便利で確実な口座振
替をお勧めします。また「銀行や市
役所が開いている時間に納付に行け
ない…」等、忙しい方は、コンビニ
エンスストアで納付できます。（バー
コード付き納付書による納付で納期
限内に限る。）

徹底した財産調査と
積極的な差押えの実施に取り組みます

○財産調査
　勤務先・年金支払者への照会、売掛金
等、取引先への臨場調査・照会、預貯金、
生命保険、登記簿等の調査、家宅等の捜
索など
○差押え
　給与、年金、売掛金、預貯金、生命保
険、その他債権、家宅等の捜索による自
動車、動産、不動産など

便利で簡単！
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付
加
年
金
と
は
？

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意

加
入
被
保
険
者
が
定
額
保
険
料
に
付
加
保

険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。

（
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
や
、
そ
の
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
第
3
号
被
保
険
者
は

加
入
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
農
業
者
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
は
必
ず
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

　

な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る

方
は
、
い
つ
で
も
任
意
の
時
に
申
し
出
て
、

そ
の
納
付
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

そ
の
場
合
で
も
掛
け
捨
て
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

付
加
年
金
の
保
険
料
は
？

　

付
加
保
険
料
は
月
額
４
０
０
円
で
す
。

受
給
額
（
年
額
）
は
、
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
納
付
月
数
に
な
り
ま
す
。

付
加
年
金
に
加
入
す
る
に
は
？

　

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
年
金
手
帳

と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
各
庁
舎
市
民

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
年
金
ミ
ニ
知
識
》

カ
ラ
期
間
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
25
年
以
上
公
的
年
金
制
度
の
保
険
料

を
納
め
た
期
間
や
国
民
年
金
保
険
料
を
免

除
、
猶
予
さ
れ
た
期
間
が
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
25
年
に
は
、
年
金
額
に
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受
給
資
格
期
間
と
し

て
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
期
間
は
カ
ラ
期
間
（
合
算
対
象

期
間
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
主
な
カ
ラ

期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
昭
和
61
年
4
月
1
日
以
後
の
期
間

・  

日
本
人
で
あ
っ
て
、
海
外
に
居
住
し
て

い
た
期
間
の
う
ち
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
※

・  
平
成
3
年
3
月
ま
で
の
学
生
（
夜
間
制
、

通
信
制
を
除
き
、
年
金
法
上
に
規
定
さ

れ
た
各
種
学
校
を
含
む
）
で
あ
っ
て
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

※
・  

第
2
号
被
保
険
者
と
し
て
の
被
保
険
者

期
間
の
う
ち
、
20
歳
未
満
の
期
間
ま
た

（
例
）付
加
保
険
料
を
10
年
間（
１
２
０
月
）

納
付
し
た
場
合
、

付
加
保
険
料
（
納
付
額
）

　

４
０
０
円
×
10
年
（
１
２
０
月
）

　
　
　
　
　

＝
４
８
，
０
０
０
円

付
加
年
金
額
（
受
給
額
）

　

２
０
０
円
×
10
年
（
１
２
０
月
）

　
　
　
　
　

＝
２
４
，０
０
０
円
（
年
額
）

と
な
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
を
2
年
間
受
給
す
る
と
、
納

付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額
に
な
り

ま
す
。

※
右
記
の
付
加
年
金
額
は
、
65
歳
か
ら
受

給
し
た
場
合
の
年
金
額
で
す
。

付
加
年
金
に
加
入
す
る
際
の
注
意

・  

付
加
年
金
は
、
申
し
込
み
の
日
か
ら
加

入
と
な
り
ま
す
。

・  

国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、
付

加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

・  

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ

せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

・  

付
加
年
金
は
、
定
額
の
た
め
、
物
価
ス

ラ
イ
ド
（
増
額
・
減
額
）
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰

下
げ
請
求
し
た
場
合
は
、
付
加
年
金
も

減
額
率
・
増
額
率
に
応
じ
て
減
額
・
増

額
さ
れ
ま
す
。

は
60
歳
以
上
の
期
間

・  

任
意
加
入
し
た
が
、
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
期
間
※

○ 

昭
和
36
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
61
年
3

月
31
日
ま
で
の
期
間

・  

厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
及
び
共
済

組
合
の
加
入
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

・  

厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険
の
脱
退
手

当
金
を
受
け
た
期
間
ま
た
は
共
済
組
合

の
退
職
一
時
金
を
受
け
た
期
間
（
昭
和

61
年
4
月
か
ら
65
歳
に
達
す
る
日
の
前

月
ま
で
の
間
に
免
除
期
間
を
含
む
保
険

料
納
付
済
期
間
が
あ
る
人
に
限
る
）

・  

65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
日
本

国
籍
を
取
得
し
た
方
、
ま
た
は
永
住
許

可
が
さ
れ
た
方
の
取
得
・
許
可
前
の
期

間
で
あ
っ
て
昭
和
56
年
12
月
ま
で
の
在

日
期
間
※

・  

学
生
（
夜
間
制
、
通
信
制
、
各
種
学
校

を
除
く
）
で
あ
っ
て
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
※

※
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期
間
に
限
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
カ
ラ
期
間
と
な
る
期
間

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
カ
ラ
期
間
は
年
金
の
未
加
入
期

間
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
年
金
機
構
に
は

そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ご

本
人
の
申
し
出
に
基
づ
い
て
調
査
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

付
加
年
金
に
つ
い
て
の
ご
案
内

将
来
、
受
け
取
る
年
金
を
増
や
し
た
い
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児
童
扶
養
手
当

　

離
婚
・
死
亡
・
遺
棄
な
ど
の
理
由
で
父

ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。

◎
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人
は
？

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
児
童
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
定

程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童
）
を

監
護
し
て
い
る
父
、
母
、
ま
た
は
、
父
も

し
く
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

■
支
給
要
件

・  

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・  

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・  

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
に
あ
る

児
童

・  

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

・  

父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

・  

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

・  

父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

・  

婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・  

父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

合
致
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
年
度
更
新
は
８
月
の

た
め
、
新
た
に
所
得
限
度
額
以
下
に
な
る

場
合
は
、
７
月
中
に
新
規
の
認
定
請
求
書

を
提
出
し
、
審
査
の
う
え
認
定
さ
れ
れ
ば

８
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
支
給
月
額
は
、
年
金
特
例
水
準

の
段
階
的
な
解
消
の
た
め
、
平
成
27
年
４

月
分
か
ら
一
部
減
額
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◎ 

公
的
年
金
と
の
併
給
に
つ
い
て
平
成
26

年
12
月
よ
り
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
、公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る（
で

き
る
）
場
合
に
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
平
成
26
年
12
月
よ
り
、
児
童

扶
養
手
当
よ
り
も
低
額
の
公
的
年
金
等
を

受
給
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
分
の
手

当
を
支
給
で
き
る
よ
う
制
度
が
変
更
と
な

り
ま
す
。
現
在
、
国
で
準
備
を
進
め
て
い

る
段
階
の
た
め
、
申
請
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
決
ま
り
次
第
広
報
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

遺
児
手
当

　

両
親
ま
た
は
父
母
の
一
方
が
死
亡
し
て

遺
児
と
な
っ
た
義
務
教
育
終
了
前
（
中
学

■児童扶養手当の支給月額
（平成26年度　4月から）

対象
児童
数

全部
支給

一部
支給

1人 41,020円
所得に応じ
て41,010円
～ 9,680円

2人 46,020円
児童1人の
手当額に
5,000円加
算した額

3人～ 児童1人増すごとに
3,000円加算した額

◎
手
当
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
は
？

　

次
の
項
目
以
外
に
も
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
児
童
が
・
・
・

・  

父
ま
た
は
母
の
死
亡
で
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
ま
た
は
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

・  

児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
た
り
、
里

親
に
預
け
ら
れ
た
と
き

・  
父
ま
た
は
母
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き

■
父
、
母
ま
た
は
養
育
者
が
・
・
・

・  

公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き

・  

婚
姻
の
届
け
出
は
し
な
く
て
も
、
事
実

上
の
婚
姻
関
係
（
内
縁
関
係
な
ど
）
が

あ
る
と
き

■
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

受
給
資
格
者
ま
た
は
同
居
の
扶
養
義
務

者
（
受
給
資
格
者
の
父
母
・
祖
父
母
・
子
・

兄
弟
等
）
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
限
度

額
以
上
で
あ
る
場
合
は
、
所
得
制
限
に
よ

り
、
そ
の
年
度
（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま

で
）
の
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
支
給

が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
受
給
者
が
父
母
等
の
親
族
と
同

居
し
て
い
る
場
合
で
も
、
親
族
の
所
得
に

よ
っ
て
は
、
手
当
が
支
給
さ
れ
る
要
件
に

校
卒
業
前
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
手
当
支
給
要
件

　

日
本
国
民
で
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・  

父
母
の
一
方
が
死
亡
し
た
児
童
を
監
護

す
る
当
該
児
童
の
父
ま
た
は
母
で
、
現

に
配
偶
者
を
有
し
な
い
方

・  

父
母
の
一
方
が
死
亡
し
た
児
童
を
父
も

し
く
は
母
が
監
護
し
な
い
場
合
は
、
当

該
児
童
を
養
育
（
父
母
以
外
の
方
が
そ

の
児
童
と
同
居
し
て
、
こ
れ
を
監
護
し
、

か
つ
、
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
を

い
う
）
す
る
方
ま
た
は
当
該
児
童
を
養

育
す
る
方
が
い
な
い
場
合
は
、
当
該
児

童
の
う
ち
年
長
の
方

・  

父
母
が
死
亡
し
た
児
童
を
養
育
す
る
方

ま
た
は
当
該
児
童
を
養
育
す
る
方
が
い

な
い
場
合
は
、
当
該
児
童
の
う
ち
年
長

の
方

◎
手
当
の
額

　

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
３
千
円

　

た
だ
し
、
支
給
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

前
年
の
所
得
に
市
民
税
の
所
得
割
が
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
原
則
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
の
手
続
き
は
？

　

手
続
の
際
は
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
石
橋
庁
舎
こ
ど
も
福
祉
課
窓
口

に
認
定
請
求
書
及
び
戸
籍
謄
本
等
の
添
付

書
類
を
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
た
め
に

ご
存
知
で
す
か
？ 

児
童
扶
養
手
当
・
遺
児
手
当

児童扶養手当・遺児手当
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自治会長紹介

　

下
野
市
で
は
、
お
子
様
の
健
康
の
増
進

と
保
護
者
の
方
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

平
成
26
年
７
月
診
療
分
か
ら
県
内
の
医
療

機
関
等
に
お
い
て
、
現
物
給
付
の
対
象
年

齢
を
※
未
就
学
児
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

※ 

未
就
学
児
…
６
歳
の
誕
生
日
到
達
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
お
子
様

資
格
者
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　

助
成
制
度
の
変
更
に
よ
り
、
こ
ど
も
医

療
費
受
給
資
格
者
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
26
年
7
月
以
降
は
対
象
区
分
の
色
の

受
給
資
格
者
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
３
歳
以
上
の
場
合

　

平
成
26
年
７
月
以
降
、
年
齢
到
達
や
就

学
に
よ
り
対
象
区
分
が
変
わ
る
お
子
様
へ

は
、
随
時
、
該
当
す
る
色
の
受
給
資
格
者

証
を
郵
送
し
ま
す
。

○
３
歳
未
満
の
場
合

　

３
歳
未
満
の
お
子
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
ま
で
の
受
給
資
格
者
証
を
継
続
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

方
の
平
成
26
年
６
月
以
前
の
受
診
分

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
「
こ
ど

も
医
療
費
助
成
申
請
書
」
で
市
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

④  

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
災
害
共
済
制

度
に
該
当
す
る
け
が
に
つ
い
て
は
共

済
制
度
が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、

現
物
給
付
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

県
外
の
医
療
機
関
は
現
物
給
付

の
対
象
外
と
な
り
ま
す

　

〜
助
成
の
流
れ
〜

○
県
内
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場
合

　
「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」（
ピ

ン
ク
色
ま
た
は
オ
レ
ン
ジ
色
）
及
び
お
子

様
の
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
入
院
・
通
院
・
調
剤
に
か
か
る
保
険

診
療
負
担
の
窓
口
で
の
お
支
払
い
が
な
く

な
り
ま
す
。

○
県
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場
合

及
び
小
学
生
以
上
の
お
子
様
が
受
診
す
る

場
合

　

窓
口
で
保
険
診
療
分
の
金
額
を
お
支
払

い
い
た
だ
き
、
診
療
月
の
翌
月
か
ら
１
年

以
内
に
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
申
請
書
」

で
市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
上
の
注
意

①  「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
及

び
お
子
様
の｢

健
康
保
険
証
」
を
提

示
し
な
い
と
現
物
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②  

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
、

ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

を
受
け
て
い
る
未
就
学
の
お
子
様
は
、

こ
ど
も
医
療
費
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

③  

制
度
拡
大
で
現
物
給
付
対
象
と
な
る

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
が
知
り
た
い

子
育
て
支
援
サ
イ
ト

下
野
市「
マ
マ
フ
レ
」が
便
利
で
す
！

　

子
育
て
に
関
す
る
行
政
情
報
を
「
届

出
」「
健
康
」「
お
金
」
な
ど
分
け
、
分

か
り
や
す
く
探
し
や
す
い
サ
イ
ト
で
す
。

　

ス
マ
ホ
か
ら
も
利
用
で
き
て
便
利
。

い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ブ

ラ
ウ
ザ
の
「
お
気
に
入
り
」
な
ど
に
登

録
し
て
お
け
ば
、
困
っ
た
と
き
な
ど
す

ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

無
料
で
、
登
録
な
ど
の
手
続
き
も
不

要
で
す
。
マ
マ
も
パ
パ
も
今
す
ぐ
ア
ク

セ
ス
！

（
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
方
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
２

広
報
６
月
号
こ
ど
も
医
療
費
助
成
記
事
、
15
ペ
ー
ジ

１
段
目
最
後
段
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

正
）
年
齢
到
達
や
就
学
に
よ
り

誤
）
年
齢
到
達
や
就
労
に
よ
り

こども医療費助成

こ
ど
も
医
療
費
助
成

平
成
26
年
７
月
か
ら
現
物
給
付
の
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
し
た

未
就
学
児
ま
で
拡
大

■受給資格者証の色と助成方法

対象区分
受給資格
者証の色

助成方法

県内 県外

３歳未満 ピンク色 現物
給付 償還

払い
３歳～未就学児 オレンジ色

小学生～中学生 ベージュ色
償還
払い
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８
０
２
０
達
成
者
を

募
集
し
ま
す
！

　

満
80
歳
以
上
で
ご
自
分
の
歯

が
20
本
以
上
あ
る
方
を
表
彰
し

ま
す
。（
小
山
歯
科
医
師
会
が

該
当
者
を
募
集
し
、
表
彰
し
ま

す
。）

■
応
募
資
格

　

審
査
日
に
お
い
て
満
80
歳
以

上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ

る
方
（
過
去
の
表
彰
者
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。）

■
事
前
審
査

　

応
募
者
に
は
、事
前
審
査
（
無

料
）
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

必
ず
歯
科
医
院
に
予
約
し
て

か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
小
山
歯
科
医
師
会

会
員
の
歯
科
医
院
に
限
り
ま
す
。

※
「
８
０
２
０
達
成
者
の
審
査
」

と
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

７
月
１
日
㈫
〜
８
月
23
日
㈯

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

お　

知　

ら　

せ

７
月
は
「
愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動
」
月

間

○ 

成
分
献
血
・
４
０
０
㎖

　

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

夏
季
は
、
毎
年
血
液
が
不
足

し
が
ち
で
す
。
７
月
の
運
動
月

間
中
に
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
献

血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
成
分
献
血
＆

　

４
０
０
㎖
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
期
間

　

８
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

■
内
容

　

期
間
中
に
、
初
め
て
成
分
献

血
ま
た
は
４
０
０
㎖
献
血
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！

　

献
血
会
場
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
薬
務
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
１
９

歯
周
疾
患
検
診
実
施

医
療
機
関
の
追
加
に

つ
い
て

　

下
野
市
歯
周
疾
患
検
診
に
つ

い
て
、
６
月
に
開
院
し
た
「
と

み
ざ
わ
歯
科
」
で
も
受
診
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
追
加
医
療
機
関

　

と
み
ざ
わ
歯
科

　
（
下
野
市
文
教
三
丁
目
８

－

８
）

　

☎（
39
）６
３
０
８

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

小
山
地
区
フ
ッ
素
塗

布
・
歯
の
相
談
事
業

を
行
い
ま
し
た

　

６
月
１
日
、
き
ら
ら
館
に
お

い
て
小
山
地
区
フ
ッ
素
塗
布
・

歯
の
相
談
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
口
腔
衛
生
思
想

の
普
及
と
幼
児
の
健
康
保
持
増

進
の
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
年
は
、
６
２
５
人
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
フ
ッ
素
塗
布
は
10

月
19
日
㈰
、
平
成
27
年
2
月
15

日
㈰
で
す
。

　

年
中
児
か
ら
小
学
2
年
生
ま

で
が
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

保 

り 便 
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今
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
き
、

熱
中
症
の
発
生
が
連
日
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
に
対
す
る
備
え
を
十

分
に
し
て
、
今
年
の
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

■
熱
中
症
は
ど
の
よ
う
な
と
き

に
起
こ
る
の
？

　

熱
中
症
は
、
激
し
い
運
動
で

体
内
に
著
し
い
熱
が
発
生
し
た

と
き
、
暑
い
環
境
に
十
分
に
慣

れ
て
い
な
い
た
め
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

高
温
、
多
湿
、
風
が
弱
い
等

の
環
境
下
で
熱
中
症
は
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。（
運
動
場
、

体
育
館
、
一
般
家
庭
の
風
呂
場

な
ど
）

■
熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら

　

体
温
が
高
い
、頭
痛
、め
ま
い
、

吐
き
気
が
す
る
な
ど
は
熱
中
症

の
危
険
信
号
で
す
。

　

熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら
次

の
応
急
措
置
を
と
り
、
重
症
の

場
合
は
救
急
隊
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

⑴
風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
、

ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い
る
室
内

な
ど
に
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

⑵
衣
服
を
脱
が
せ
て
、
皮
膚
に

水
を
か
け
た
り
、
う
ち
わ
や
扇

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

風
機
な
ど
で
扇
ぎ
、
体
を
冷
や

し
ま
し
ょ
う
。
頭
や
脇
の
下
を

氷
の
う
で
冷
や
す
の
も
有
効
で

す
。

⑶
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の

摂
取
で
、
水
分
や
塩
分
を
補
給

し
ま
し
ょ
う
。

※
吐
い
た
り
、
意
識
障
害
が
あ

る
な
ど
、
自
分
で
摂
取
で
き
な

い
場
合
は
、
医
療
機
関
へ
の
搬

送
を
最
優
先
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
熱
中
症
を
防
ぐ
に
は

・ 

日
陰
を
歩
く
、
ブ
ラ
イ
ン
ド

や
す
だ
れ
を
垂
ら
す
、
日
傘
を

さ
す
な
ど
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ

う
。

・ 

帽
子
を
か
ぶ
る
、 

速
乾
素
材

の
も
の
を
着
る
な
ど
、
服
装
を

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。（
ア
ル
コ
ー
ル
は
尿

の
量
を
増
や
し
、
か
え
っ
て
水

分
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。）

（
参
考
：
環
境
省
携
帯
電
話
サ

イ
ト
）

予　

防　

接　

種

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し

ん
）
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

麻
し
ん
は
、
感
染
力
が
強
く

多
く
の
人
に
か
か
る
病
気
で
す
。

就
職
や
入
学
の
条
件
に
、
Ｍ
Ｒ

予
防
接
種
を
加
え
る
と
こ
ろ
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

風
し
ん
は
、
妊
婦
が
か
か
る
と

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
児
が

生
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ

り
予
防
で
き
ま
す
。
お
子
さ
ん

の
感
染
、
周
囲
へ
の
二
次
感
染

予
防
の
た
め
、
夏
休
み
な
ど
を

利
用
し
て
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
今
年
度
対
象
者

　

１
歳
児
（
生
後
12
〜
24
月
）、

　

年
長
児
（
小
学
校
就
学
前
の

年
度
内
）

■
接
種
費
用　

無
料

※
対
象
年
齢
を
外
れ
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。

　

海
外
で
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り

病
気
が
排
除
達
成
済
み
の
国（
合

衆
国
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
等
）が
あ

り
ま
す
。
日
本
は
先
進
国
な
の

に
排
除
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
、
平
成
27
年
度
ま
で

に
麻
し
ん
の
排
除
を
達
成
し
、

世
界
保
健
機
構
に
よ
る
麻
し
ん

排
除
の
認
定
を
受
け
、
そ
の
後

も
そ
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

相　
　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
８
日
㈫
、
９
月

２
日
㈫　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料
（
予
約
制
）

※
相
談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
心

理
士
・
保
健
師
・
保
育
士
な
ど

が
お
受
け
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　

7
月
11
日
㈮
・
8
月

29
日
㈮
・
9
月
12
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
10
月
以
降
も
毎
月
実
施
予
定

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

■
日
程　

7
月
24
日
㈭

※
奇
数
月
に
実
施
予
定

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
み
る
く
（
わ
か
ば
保
育
園

内
）

※
「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策

の
た
め
に
入
館
者
登
録
（
名
札

代
）
３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
、
保
育
士
が
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６
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相　
　
　

談

　

個
別
健
康
教
育

（
糖
尿
病
）

　

血
糖
値
が
気
に
な
る
方
や
生

活
習
慣
を
改
善
し
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

７
月
〜
平
成
27
年
３
月
の
う

ち
、
面
接
６
回
及
び
血
液
検
査

４
回
（
面
接
日
は
受
講
者
の
ご

都
合
に
合
わ
せ
た
日
程
、
血
液

検
査
は
指
定
日
と
な
り
ま
す
。）

■
対
象
者

　

健
康
診
断
を
受
診
し
た
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
空
腹
時
血
糖

　

１
１
０
〜
１
３
９
㎎
／
㎗

②
随
時
血
糖

　

１
４
０
〜
１
９
９
㎎
／
㎗

③
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

　

5
・
6
〜
5
・
9
％

（
た
だ
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射

及
び
血
糖
値
を
下
げ
る
薬
を
内

服
し
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
）

■
実
施
内
容

　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
食

生
活
や
生
活
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
で
血
糖

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

南
河
内
公
民
館　

資
料
室

受
付
：
午
前
9
時
30
分
〜
10
時

30
分

■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
ま
た
は

ス
ー
プ
（
１
０
０
㏄
以
上
を

タ
ッ
パ
ー
や
袋
に
入
れ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
）

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
小
さ
じ

セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に
つ
い

て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
29
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
〜
）

会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
25
年
12
月
・

平
成
26
年
１
月
生
ま
れ
の
、
生
後

６
〜
７
か
月
児
を
持
つ
保
護
者

■
定
員　

約
20
名

　

１
回
の
面
接
時
間
は
30
分
〜

１
時
間
程
度
で
す
。

※
血
液
検
査
は
石
橋
総
合
病
院

に
て
行
い
、
面
接
は
き
ら
ら
館

に
て
行
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
通
知
し
ま
す
。

■
初
回
面
接
日
時

　

７
月
28
日
㈪
ま
た
は
８
月
１

日
㈮

　

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
：

午
前
9
時
45
分
〜
10
時
）

■
会
場　

き
ら
ら
館

■
費
用

　

無
料
（
血
液
検
査
も
無
料
）

■
定
員　

10
名
程
度

■
申
込
締
切　

７
月
14
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎
（
52
）
１
１
１
６

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

　　

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

・
7
月
25
日
㈮

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

・
8
月
8
日
㈮

■
内
容

・  

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

・  

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
。）

・  

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
込
方
法

　

７
月
22
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま

た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・

パ
パ
教
室

　
　
　
（
両
親
学
級
）

　

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ

の
た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
を

迎
え
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
が

楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
ま
た
は
パ

パ
だ
け
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
１

■
日
時　

7
月
16
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
内
容　

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中

の
生
活
・
食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
２

■
日
時　

8
月
20
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
内
容　

お
産
の
経
過
・
安
産

の
コ
ツ
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

レ
ッ
ス
ン
３

■
日
時　

9
月
17
日
㈬

（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
内
容　

沐
浴
実
習
・
産
後
の

マ
マ
の
心
と
身
体
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
１
〜
３
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

※
開
始
15
分
前
か
ら
受
付

■
対
象
者　

出
産
予
定
日
が
平

成
26
年
10
月
〜
12
月
の
方

■
定
員　

レ
ッ
ス
ン
1
・
2
各

25
組
、
レ
ッ
ス
ン
3
午
前
・
午

後
各
16
組

■
申
込
締
切

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
1
週
間
前
ま

で（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
水
分
補
給
の
た
め

の
飲
み
物

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６
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ポ
イ
捨
て
は

　
　
　

犯
罪
で
す
！

　

市
で
は
、
下
野
市
環
境
美
化

条
例
に
よ
り
、
空
き
缶
や
タ
バ

コ
の
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
は
不
法
投
棄
で
あ

り
、
犯
罪
で
す
。
ま
た
、
歩
き

タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

は
、
火
傷
や
火
災
の
原
因
と

な
る
非
常
に
危
険
な
行
為
で
す
。

ご
み
は
責
任
を
持
っ
て
ゴ
ミ
箱

に
捨
て
、
タ
バ
コ
は
指
定
さ
れ

た
場
所
で
吸
い
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。使

い
終
わ
っ
た
花
火
を

ご
み
と
し
て
出
す
と
き

　

花
火
を
ご
み
と
し
て
出
す
と

き
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
南
河
内
地
区
・

　

国
分
寺
地
区
の
方
へ

　

使
い
終
わ
っ
た
花
火
を
ご
み

と
し
て
出
す
と
き
は
、
必
ず
分

別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
木

や
紙
で
で
き
た
も
の
は
「
燃
や

せ
る
ご
み
」
の
日
に
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
も
の
は
「
不
燃
ご

環
境
美
化
県
民
運
動

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

　

５
月
25
日
に
環
境
美
化
県
民

運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
多
く
の
自
治
会
や

事
業
所
の
皆
様
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
収
集
し
た
ご

み
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
も
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
引
き
続
き
市
内

の
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
市
内
の
参
加
団
体
数

（
都
合
に
よ
り
25
日
以
外
に
実

施
し
た
団
体
も
含
む
）

・
１
０
６
自
治
会
（
参
加
人
数
７
，

４
３
９
人
）

・
30
事
業
所
（
参
加
人
数

６
３
２
人
）

み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
使
っ
て
い
な
い
花
火

　

使
っ
て
い
な
い
花
火
を
ご
み

と
し
て
出
す
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
焼
却
場
の
破
損
や
、

火
災
の
原
因
と
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〝
と
ち
ぎ
発
〞
ス
ト
ッ

プ
温
暖
化
ア
ク
シ
ョ
ン

に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

家
族
み
ん
な
で
節
電
・
省
エ

ネ
・
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
を

実
践
！

　

栃
木
県
で
は
、
日
常
生
活
の

中
で
取
り
組
め
る
節
電
・
省
エ

ネ
・
温
暖
化
防
止
活
動
を
具
体

的
に
紹
介
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン

シ
ー
ト
を
作
成
・
配
布
し
、
県

民
の
皆
さ
ん
に
実
践
を
呼
び
か

け
る
「〝
と
ち
ぎ
発
〞
ス
ト
ッ

プ
温
暖
化
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
参
加
方
法

　

ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
入
手

し
、
シ
ー
ト
記
載
の
20
項
目

（
例
：
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
を

適
正
に
な
ど
）
を
実
践
し
、
１

週
間
分
の
取
組
結
果
を
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。

■
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト

　

入
手
方
法

　

環
境
課
、
栃
木
県
小
山
環
境

管
理
事
務
所
、
栃
木
県
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/d02/eco/kankyou/
ondanka/stop_ondanka_
action.htm

l

■
取
組
結
果
（
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

報
告
書
）
の
提
出

　

10
月
15
日
㈬
ま
で
に
ア
ク

シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
栃
木
県
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し

て
く
だ
さ
い
。

　

学
校
な
ど
団
体
単
位
で
取
り

組
ん
だ
際
は
、
依
頼
に
基
づ
き

回
収
に
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
力
で
き
ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
方
に
は
抽

選
で
記
念
品
が
当
た
る
な
ど
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
等
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８（
６
７
３
）９
１
０
１
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４
月
〜
９
月
は
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
対
策
期
間
で
す

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
風
が

弱
く
、
気
温
が
高
く
晴
れ
た
日

に
発
生
し
や
す
く
、
目
が
チ
カ

チ
カ
す
る
、
頭
痛
が
す
る
、
息

苦
し
い
な
ど
の
症
状
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
、
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
濃
度
が
一
定
基
準
値
以
上
と

な
り
、
そ
の
状
態
が
継
続
す
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
を
発
令
し

て
い
ま
す
。

■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が

　

発
令
さ
れ
た
ら
・
・
・

・  

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

・  

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の

ど
が
痛
く
な
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し

て
、
し
ば
ら
く
安
静
に
し
ま

し
ょ
う
。
洗
顔
や
う
が
い
を

し
て
も
症
状
が
治
ま
ら
な
い

と
き
は
、
す
ぐ
に
医
師
の
診

察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
・

Ｐ
Ｍ
2
・
5
に
つ
い
て

知
り
た
い

・
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
と

ち
ぎ
の
青
空
」

　

http://w
w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/d03/eco/kankyou/
hozen/aozora.htm

l

（
パ
ソ
コ

ン
）

・
栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
配
信

　

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と

登
録
画
面
へ
の
リ
ン
ク
Ｕ
Ｒ
Ｌ

が
付
与
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
返
送

さ
れ
ま
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
を
登
録
さ
れ
た

方
に
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注

意
報
ま
た
は
Ｐ
Ｍ
2
・
5
注
意

喚
起
情
報
が
出
さ
れ
る
と
そ
の

情
報
が
自
動
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

 bousai.tochigiken-
entry@

sg-m
.j

Ｐ
Ｍ
2
・
5
の

注
意
喚
起
に
つ
い
て

　

栃
木
県
で
は
、
県
内
の
Ｐ
Ｍ

2
・
5
濃
度
の
1
日
あ
た
り
の

平
均
値
が
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ

ム
（
1
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
）

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

に
、
注
意
喚
起
情
報
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

■
注
意
喚
起
情
報
が
出
た
ら
…

・  
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い

運
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・  

外
出
を
で
き
る
だ
け
控
え
ま

し
ょ
う
。

・  

屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓

の
開
閉
を
必
要
最
小
限
に
し

ま
し
ょ
う
。

※
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
方
や
子
ど
も
、
高
齢
の

方
な
ど
は
、
体
調
に
応
じ
て
、

よ
り
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

ＱＲコード

「
へ
ら
す
」

・  

冷
房
の
設
定
温
度
を
28
℃

に
す
る

・  

冷
房
を
使
う
時
間
を
で
き

る
だ
け
短
く
す
る
（
就
寝

前
１
時
間
に
電
源
オ
フ
）

・  

家
族
が
同
じ
部
屋
で
団
ら

ん
し
、
冷
房
と
照
明
を
２

割
オ
フ

「
ず
ら
す
」

・  

ご
は
ん
は
、
早
朝
に
タ
イ

マ
ー
機
能
で
一
日
分
ま
と

め
て
炊
い
て
冷
蔵
庫
や
冷

凍
庫
に
保
存
す
る

平
成
26
年
度
夏
の
節
電
の
お
願
い

　

こ
の
夏
は
安
定
供
給
に
必
要
な
最
低
限
の
電
力
を
確
保
で
き
る

見
込
み
で
す
が
、
電
力
供
給
は
昨
年
に
引
き
続
き
厳
し
い
見
込
み

で
す
。

　

エ
ア
コ
ン
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
多
く
な
る
季
節
で
す

が
、
生
活
や
健
康
等
に
支
障
が
出
な
い
範
囲
内
で
節
電
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

節
電
要
請
期
間

　

７
月
１
日
〜
９
月
30
日
の
平
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
８
月
13
日
〜
15
日
を
除
く
）

・  

掃
除
機
で
の
お
掃
除
は
朝

９
時
ま
で
に

「
替
え
る
」

・  

無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア

コ
ン
を
消
し
て
扇
風
機
へ

チ
ェ
ン
ジ

・  

白
熱
電
球
か
ら
蛍
光
灯
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
ど
、
よ
り
節

電
・
省
エ
ネ
効
果
の
高
い

機
器
へ
チ
ェ
ン
ジ

　

く
れ
ぐ
れ
も
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
節
電
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
エ
ア
コ
ン
の
控

え
す
ぎ
に
よ
る
熱
中
症
に
は
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

７
月
13
日
㈰
は
、
下
野
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
選
挙
の
投
票
に
行
く
と
き
に
持
っ
て
い
く
も
の
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
印
鑑　

②
身
分
証
明
書　

③
投
票
所
入
場
券

問
１
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ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

駆
除
業
者
に
よ
り
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
を
駆
除
し
た
方
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

　

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１
（
上
限
７
，
０
０
０
円
。

１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り

捨
て
。）

■
添
付
書
類

・  

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
領
収

書
・  

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
位
置
図

・  

写
真
（
駆
除
前
と
駆
除
後
）

・  

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

■
申
請
先

　

駆
除
後
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
環
境
課
・
南
河
内
庁
舎
市

民
課
窓
口
・
石
橋
庁
舎
市
民
課

窓
口
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
駆
除
業
者

　

市
内
で
主
に
駆
除
を
行
っ
て

い
る
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

㈱
県
南
環
境

　
　

☎（
44
）２
５
１
８

　

㈱
ス
マ
イ
テ
ッ
ク

　
　

☎（
44
）９
６
１
８

　

マ
コ
ト
技
研
㈱

　
　

☎（
53
）５
４
３
４

※
市
内
外
問
わ
ず
右
記
以
外
の

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
犬
に

と
っ
て
も
、
交
通
事
故
な
ど

危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

・  

家
の
中
や
サ
ー
ク
ル
で
飼
っ

て
い
る
犬
で
も
、
雷
や
花
火

な
ど
大
き
な
音
が
し
た
と
き

に
驚
い
て
外
に
飛
び
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・  

散
歩
の
時
は
リ
ー
ド
（
引
き

綱
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・  

ね
こ
は
、
ご
近
所
へ
の
ふ
ん

尿
等
の
被
害
防
止
の
ほ
か
、

交
通
事
故
や
感
染
症
の
危
険

か
ら
守
る
た
め
に
も
、
屋
内

飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■『
鳴
き
声
』、『
に
お
い
』、

　
『
こ
う
傷
事
故
』に

　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

・  

鳴
き
声
が
近
所
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、
し
つ
け
を
し

ま
し
ょ
う
。

・  
飼
っ
て
い
る
場
所
、
そ
の
周

辺
を
常
に
清
潔
に
す
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・  

飼
い
犬
が
人
に
危
害
（
人
に

か
み
つ
く
等
）
を
加
え
た
場

合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

■ 

犬
・
ね
こ
に
エ
サ
だ
け
与
え

る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

業
者
で
も
、
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。あ

な
た
の
犬
・
ね
こ
が

ご
近
所
か
ら
好
か
れ
る
た
め
に

　

誰
も
が
犬
・
ね
こ
を
好
き
と

は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
飼
い
方
は
誰
も
が
不

快
で
す
。

　

み
ん
な
か
ら
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
飼
い
主
は
責
任
と
自

覚
を
も
っ
て
犬
・
ね
こ
を
飼
い

ま
し
ょ
う
。
近
隣
や
周
囲
の

人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、

楽
し
く
快
適
に
ペ
ッ
ト
と
暮
ら

し
ま
し
ょ
う
。

■『
ふ
ん
』の
処
理
は

　

飼
い
主
の
責
任
で
す
！

・  

散
歩
中
は
「
ふ
ん
」
を
片
付

け
る
道
具
を
携
帯
し
、
自
宅

で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
道

路
や
公
園
な
ど
、
公
共
の
場

所
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・  

ね
こ
は
専
用
の
ト
イ
レ
を
用

意
し
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

■
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

・  

放
し
飼
い
を
す
る
と
、
人
に

か
み
つ
い
た
り
、
物
を
壊
し

て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
危
険

性
が
あ
り
、
み
ん
な
の
迷
惑

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て
く

だ
さ
い
』情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
・
第
二
中

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ（
22
・
5
㎝
記
名
有
）・

小
学
校
赤
白
帽
子（
記
名
有
）・
ス
キ
ー

ウ
ェ
ア
女
子（
１
５
５
㎝
、
二
組
）・
発

表
会
用
女
児
靴（
19
㎝
、
20
㎝
、
黒
）・

冷
蔵
庫　

２
ド
ア　

グ
レ
ー
・
新
生
児

ミ
ト
ン
・
新
生
児
ソ
ク
ッ
ス
・
ベ
ビ
ー

用
品
ポ
ン
プ
式
鼻
吸
い
器
・
ベ
ビ
ー
用

品
腹
巻（
ピ
ン
ク
、
ブ
ル
ー
）・
ベ
ビ
ー

用
品
ベ
ス
ト（
50
〜
80
㎝
）×
２
・
ベ

ビ
ー
用
品
手
袋
・
帽
子（
48
㎝
）・
女
児

用
は
ん
て
ん（
赤
）・
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ（
黒

70
、
１
０
０
㎝
）・
ロ
ン
グ
Ｔ
シ
ャ
ツ（
紺
、

黒
）・
冬
用
ボ
ト
ム（
黒
、
80
㎝
）・
カ
バ
ー

オ
ー
ル（
赤
70
、
80
、
90
㎝
）（
黄
50
〜

60
㎝
）（
グ
レ
ー
70
㎝
）・
く
し
・
シ
ル

バ
ー
カ
ー
・
第
二
中
制
服（
女
子
用
Ｍ
）・

電
子
ピ
ア
ノ

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
お
は
な
し
チ
ャ
イ
ル
ド
リ
ク
エ
ス
ト

シ
リ
ー
ズ
・
男
児
服
90
㎝
、
１
０
０
㎝

（
夏
用
冬
用
不
問
・
薬
師
寺
幼
稚
園
の
制

服（
女
児
１
１
０
㎝
以
上
）・
薬
師
寺
幼

稚
園
の
体
操
着（
女
児
１
１
０
㎝
以
上
）・

自
転
車
・
礼
服（
女
性
用
Ｍ
、
Ｌ
）・
國

學
院
栃
木
高
校
カ
バ
ン（
女
子
用
）・
抱
っ

こ
紐
・
エ
ル
ゴ
ベ
ビ
ー
抱
っ
こ
紐
・
冬

服（
女
児
用
95
㎝
）・
冬
服（
男
児
用
90

㎝
）・
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル

情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

「
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
よ

う
！
身
近
な
と
こ
ろ
の
リ
サ

イ
ク
ル
バ
ス
ツ
ア
ー
」
開
催

　

市
内
の
ご
み
処
理
施
設
の
ゴ

ミ
処
理
の
実
態
と
企
業
に
お
け

る
徹
底
し
た
ご
み
の
分
別
と
再

資
源
化
、
環
境
負
担
軽
減
へ
の

取
組
み
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

８
月
７
日
㈭

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
頃

■
対
象

　

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

※
保
護
者
同
伴
の
場
合
に
限
り
、

小
学
１
〜
３
年
生
の
弟
・
妹
参

加
可

■
受
付
期
間

　

７
月
７
日
㈪
午
前
９
時
か
ら

電
話
に
て
受
付
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

60
名

■
見
学
場
所

・  

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原

・  

道
の
駅
し
も
つ
け
（
休
憩
）

・  

ウ
ィ
ズ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ

イ
ク
ル
㈱

・  

㈱
シ
ジ
シ
ー
ジ
ャ
パ
ン

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課

　

☎（
40
）５
５
５
９

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】  

立
候
補
届
出
日
の
翌
日
（
今
回
の
市
長
選
挙
は
、
７
月
７
日
）
か
ら
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
投
票
所
入
場
券
は
投
票
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
の
も
の
で
、
忘
れ
た
場
合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
。
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入
の
う
え
次
の
い
ず
れ
か
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
入
会
申
込
書
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
等
に
よ
り
送
付
し
、

所
定
の
口
座
に
会
費
を
お
振
込

み
く
だ
さ
い
。

②
入
会
申
込
書
と
会
費
を
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
（
下
野
市

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
）
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

■
入
会
申
込
書
の
送
付
先

　

〒
３
２
９

－

０
５
１
９

　

下
野
市
大
松
山
１

－

７

－

1

　

下
野
市
体
育
協
会
事
務
局

　

（
52
）１
１
６
０

　

 sports@
city.

shim
otsuke.lg.jp

※
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
情

報
は
、
本
会
の
運
営
の
み
に
使

用
し
ま
す
。

■
会
費
振
込
先
口
座

足
利
銀
行　

石
橋
支
店

普
通
口
座　

５
０
２
１
７
６
９

名
義
：
髙
藤
直
寿
選
手
下
野
市

後
援
会　

会
長　

秋
山
幸
男

■
問
い
合
わ
せ
先

　

髙
藤
直
寿
選
手
下
野
市
後
援

会
事
務
局
（
下
野
市
体
育
協
会

事
務
局
）

　

☎（
52
）１
１
２
４

　

６
月
１
日
に
「
髙
藤
直
寿
選

手
下
野
市
後
援
会
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
（
設
立
総
会
の
様
子

は
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）。

　

髙
藤
選
手
を
応
援
し
て
く
れ

る
個
人
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

世
界
で
活
躍
す
る
高
藤
選
手
を

皆
さ
ん
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

■
会
員
区
分

　

個
人
ま
た
は
団
体

■
年
会
費

　

個
人
１
口
１
，
０
０
０
円

　

団
体
１
口
５
，
０
０
０
円

　

※
い
ず
れ
も
１
口
以
上
で
す
。

■
会
員
特
典

１
．
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

２
．
会
報
誌
を
送
付
し
ま
す
。

３
．
応
援
観
戦
や
壮
行
会
等
に

参
加
で
き
ま
す
。
※
参
加
人
数

を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
入
会
申
し
込
み
方
法

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
で
配
布
す

る
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
会
則
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ

き
、
本
会
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

う
え
、
目
的
に
ご
賛
同
く
だ
さ

い
。

　

入
会
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

下
野
市
教
育
委
員
会

下
野
市
体
育
協
会
表
彰

　

５
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
下

野
市
体
育
協
会
総
会
に
お
い
て
、

平
成
25
年
中
に
各
種
競
技
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た

競
技
者
及
び
指
導
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
更
な
る
ご

活
躍
を
ご
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・

順
不
同
）

■
個
人
表
彰

○ 

平
成
25
年
度
栃
木
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競
技

・ 

一
般
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー

　

優
勝　

 

枝
松
真
紀
・
富
澤
洋

子
・
杉
山
捺
希
・
木

幡
奈
央

・
一
般
女
子
走
り
幅
跳
び

　

優
勝　

木
幡
奈
央

・
壮
年
Ｂ
女
子
１
５
０
０
ｍ

　

優
勝　

福
永
真
弓

○ 

第
19
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

全
国
選
抜
野
球
大
会

第
３
位　

 

藤
沼
竜
矢
・
岡
田
光

生
・
橋
本
康
太
郎
・

保
坂
龍
平
・
御
田
智

大
・
山
谷
将
生
・
中

井
康
奨

柔
道　

髙
藤
直
寿
選
手　

後
援
会
員
募
集

○ 

第
68
回
国
民
体
育
大
会
テ
ニ

ス
競
技
成
年
女
子

　

出
場　

阿
部
美
貴

○ 

第
68
回
国
民
体
育
大
会
ボ
ク

シ
ン
グ
競
技
少
年
男
子（
監

督
）

　

出
場　

篠
崎
和
郎

○ 

第
68
回
国
民
体
育
大
会
体
操

競
技
少
年
男
子

　

出
場　

山
口
敬
史

○ 

第
68
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
女
子

（
監
督
）

　

第
３
位　

濱
中
武
直

○ 

第
68
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
少
年
女
子

（
監
督
）

　

出
場　

遠
藤
敦
史

○ 

第
68
回
国
民
体
育
大
会
剣
道

競
技

・
成
年
男
子

　

出
場　

佐
藤
哲
通

・
成
年
女
子

　

出
場　

鈴
木
瞳

○ 

第
38
回
関
東
少
年
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
小
学
生
の
部

　

優
勝　

澤
田
侑
玖

■
団
体
表
彰

○ 

平
成
25
年
度
栃
木
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技

　

優
勝　

 

下
野
市
体
育
協
会
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
内
の
公
園
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で
き
る
公
園
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

問
２
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下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

竹
の
子
ク
ラ
ブ（
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
）木
島
・
須
藤
ペ

ア
関
東
大
会
出
場
！

　

５
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
第

33
回
関
東
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
県
予
選
会
に

お
い
て
、
低
学
年
男
子
の
部

で
、
木
島
凛
翔
（
薬
師
寺
小
４

年
）
さ
ん
・
須
藤
漱
太
（
吉
田

西
小
４
年
）
さ
ん
ペ
ア
が
優
勝

し
、
７
月
５
日
㈯
に
神
奈
川
県

厚
木
市
で
開
催
さ
れ
る
関
東
大

会
に
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

両
選
手
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

竹
の
子
ク
ラ
ブ　

中
西

　
☎
０
９
０（
９
１
５
５
）５
２
１
２

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

体
験
会

　

ゴ
ル
フ
未
経
験
で
も
Ｏ
Ｋ
！

家
族
み
ん
な
で
ゴ
ル
フ
場
を
満

喫
！

■
日
時

　

８
月
４
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■
場
所

　

鹿
沼
72
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
鹿
沼
市
楡
木
町
１
４
７
５
）

■
対
象
者

　

幼
稚
園
児
〜
中
学
生

■
定
員　

20
名

■
内
容

　

９
ホ
ー
ル
貸
し
切
り
で
ゴ
ル

フ
体
験
。

　

ク
ラ
ブ
が
無
く
て
も
大
丈
夫
、

同
伴
の
ご
父
兄
も
コ
ー
ス
に
出

ら
れ
ま
す
。

■
参
加
費

　

２
，
０
０
０
円
（
昼
食
代

込
み
）
同
伴
の
父
兄
は
１
，

０
０
０
円
（
昼
食
代
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

Let’s SPORTS

の
国分寺Ｂ＆Ｇ

海洋センタープール
７月５㈯　午前9時オープン

■開園日
　7月5日㈯～ 13日㈰…土・日のみ
　7月19日㈯～ 8月31日㈰…毎日開園
　火・木・土曜は夜間開園
■開園時間
　入替え制になります。
　午前…午前9時～ 11時30分
　午後…午後1時～ 4時30分
　夜間…午後6時～ 8時30分
■入場料　
　幼児　　　　　無料
　中学生以下　　１００円
　一般　　　　　２００円
　　　　　　お得な回数券あります。
　※幼児のオムツ着用不可
■問い合わせ先　海洋センター☎（44）5131

大松山
運動公園プール

７月19日㈯　午前9時オープン

■開園日
　7月19日㈯～ 8月31日㈰
　…毎日開園（天候による閉鎖あり）。
■開園時間
　午前９時～午後５時
■入場料
　幼児　　　　　無料
　小・中学生　　２００円
　一般　　　　　５００円
　　　　　お得な回数券あります。
　※幼児のオムツ着用不可

■問い合わせ先　プール直通☎（52）0163
（7月19日からつながります。）

プールオープンプールオープン
お知
らせ

■問い合わせ先　スポーツ振興課　☎（52）1124

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
蔓つ

る

巻ま
き

公
園
】
公
園
内
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
有
料
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。
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下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

第
二
回
下
野
市
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

■
開
催
日

　

７
月
31
日
㈭

■
場
所

　

栃
木
ヶ
丘
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
（
栃
木
市
細
堀
町
３
７
６
）

■
対
象
者

　

市
内
在
住
・
在
勤
者
及
び
市

民
の
紹
介
者

■
定
員　

１
５
０
名

■
内
容

　

18
Ｈ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
ペ

リ
ア
方
式
、
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

有
名
プ
ロ
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
開
催
！

■
参
加
費

　

プ
レ
ー
代
７
，
０
０
０
円

（
昼
食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
込
み
）、

参
加
費
２
０
０
０
円
（
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
代
含
む
）

■
申
し
込
み

　

７
月
21
日
㈪
ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

平
野
長
一
郎
☎
（
53
）
２
７
３
２

日
向
野
貴
志
雄
☎（
53
）０
３
５
９

伊
藤
弘
毅　

☎（
53
）２
１
１
０

大
森
義
之　

☎（
53
）６
８
４
５

大
根
田
重
美
☎（
44
）２
６
９
１

海
老
原
博　

☎（
44
）１
５
３
４

生
以
下
女
子

■
試
合
方
法

・  

中
学
生
：
６
ゲ
―
ム
マ
ッ
チ

タ
イ
ブ
レ
ー
ク

・  

小
学
５
・
６
年
：
６
ゲ
ー
ム

先
取

・  

小
学
生
４
年
生
以
下
：
４

ゲ
ー
ム
先
取

※
各
部
門
と
も
ノ
ー
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
方
式

※
参
加
申
込
み
人
数
に
よ
っ
て

は
予
選
リ
ー
グ
方
式
や
コ
ン
ソ

レ
マ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費

　

１
名
に
つ
き
１
，
０
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

■
申
し
込
み

　

７
月
10
日
㈭
〜
27
日
㈰
に
次

の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

①
申
込
書
に
記
入
し
て
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
に
提
出

②
井
上
宅
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

（
53
）７
１
１
５

③
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
（
本

文
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
か
、

申
込
書
を
添
付
。）

　

 tennis_m
urao@

nifty.
com

■
そ
の
他

　

ド
ロ
ー
は
当
日
発
表

■
問
い
合
わ
せ
先

矢
野　

洋　

☎（
44
）３
１
６
６

岩
淵
利
次　

☎（
44
）１
４
０
０

館
野
嘉
宣　

☎（
48
）０
１
９
１

伊
澤
喜
一　

☎（
48
）１
４
４
７

伊
澤
健
二　

☎（
48
）１
０
５
３

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

■
問
い
合
わ
せ
先

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

第
９
回
下
野
市
ジ
ュ
ニ

ア
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス

大
会
参
加
者
募
集

■
日
時　

８
月
２
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
集
合
、
９
時

試
合
開
始

　

予
備
日　

８
月
９
日
㈯

■
場
所

　

国
分
寺
運
動
公
園
、
大
松
山

運
動
公
園

■
対
象
者

　

市
内
在
住
・
在
学
ま
た
は
下

野
市
テ
ニ
ス
協
会
が
参
加
を
認

め
た
者

■
種
目

　

中
学
生
男
子
、
中
学
生
女
子
、

小
学
生
５
・
６
年
男
子
、
小
学

生
５
・
６
年
女
子
、
小
学
生
４

年
生
以
下
男
子
、
小
学
生
４
年

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

　

井
上
和
宏

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
南
河
内

一
切
経
山
・
東
吾
妻
山

の
高
層
湿
原
と
美
し
い

火
口
湖
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

福
島
県
と
山
形
県
の
県
境
に

あ
る
吾
妻
連
峰
は
、
高
層
湿
原

と
火
山
荒
原
、
美
し
い
火
口
湖

な
ど
、
景
観
の
変
化
に
富
ん
で

い
ま
す
。

　

特
に
一
切
経
山
か
ら
見
下
ろ

す
神
秘
的
な
五
色
沼
は
絶
景
で

す
。

■
日
時

　

７
月
20
日
㈰
午
前
５
時
下
野

市
役
所
南
河
内
庁
舎
南
ロ
ー
タ

リ
ー
出
発
（
小
雨
決
行
）

■
場
所

　

吾
妻
連
峰
の
一
切
経
山
・
東

吾
妻
山

■
コ
ー
ス

　

浄
土
平
↓
一
切
経
山
↓
酸
ヵ

平
↓
姥
ケ
原
↓
東
吾
妻
山
↓
姥

ケ
原
↓
浄
土
平

■
対
象
者

　

小
学
４
年
生
以
上
で
５
時
間

以
上
の
山
歩
き
が
で
き
る
方

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費

・
会
員　
　

４
，
０
０
０
円

・
非
会
員　

４
，
５
０
０
円

（
保
険
料
、
バ
ス
代
、
諸
経
費

含
む
）

※
参
加
者
が
20
名
に
満
た
な
い

場
合
は
、
料
金
が
上
が
る
か
中

止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
定
員　

38
名

■
申
し
込
み

　

７
月
７
日
㈪
〜
16
日
㈬
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
、
参
加
費

を
添
え
て
南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー
内
ク
ラ
ブ
事
務
局
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内

　

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局

　

☎（
48
）５
４
０
１

Let’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

２
０
１
４
年
度
医
師
国
家
試
験
の
合
格
率
が
最
も
高
い
の
は
？

①
自
治
医
科
大
学　

②
筑
波
大
学　

③
福
島
県
立
医
科
大
学

問
３
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「
看
護
師
」を
目
指
す

　

わ
た
し
は
昨
年
、
看
護
師
と
し
て
自
治

医
科
大
学
附
属
病
院
に
就
職
し
ま
し
た
。

今
回
、〝
新
人
看
護
師
〞
の
枠
で
当
コ
ラ

ム
に
掲
載
さ
れ
る
お
話
を
突
然
い
た
だ
き

ま
し
た
。
文
章
に
し
て
伝
え
る
と
い
う
の

は
あ
ま
り
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
１
年
間
で
感
じ
た
こ
と
を
思
い
の
ま
ま

に
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

20
歳
の
と
き
、
小
学
生
の
時
に
書
い
た

未
来
の
自
分
へ
の
手
紙
が
郵
送
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
大
き
く
な
っ
た
ら

人
を
助
け
る
お
医
者
さ
ん
に
な
り
た
い
。」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
自
治
医

科
大
学
看
護
学
部
に
通
っ
て
い
た
わ
た
し

は
、
小
さ
い
頃
か
ら
心
の
ど
こ
か
に
医
療

に
対
す
る
夢
が
あ
っ
た
の
だ
と
、
自
分
で

も
忘
れ
て
い
た
夢
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
看
護
師
を
意
識
し
た
の
は
高

校
生
の
時
で
す
。
わ
た
し
は
短
期
間
で

す
が
入
院
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
当
時
、

毎
日
元
気
に
テ
ニ
ス
の
部
活
動
に
取
り
組

み
、
病
気
と
は
ま
る
で
無
縁
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
た
め
、
ま
さ
か
自
分
が
…
と

信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
入
院
、
手
術
と
い
う
事
実
を
伝
え
ら

れ
、
う
ま
く
状
況
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
ま
ま
、
入
院
の
日
と
な
り
ま
し

た
。
手
術
の
痛
み
っ
て
ど
れ
く
ら
い
な
の

か
な
、
も
し
失
敗
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
…

深
い
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
当
院
は
大
学
に
併
設
さ
れ
て

い
る
た
め
、
学
生
時
代
か
ら
病
院
に
慣
れ

親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。〝
人
に
も
環

境
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
自
治
医
大
で
仕
事

を
し
た
い
〞
そ
れ
が
、
当
院
に
就
職
を
決

め
た
理
由
の
１
つ
で
す
。
そ
れ
に
、
最
も

大
き
な
理
由
は
、
新
人
看
護
師
へ
の
研
修

制
度
が
魅
力
的
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

当
院
で
は
、
就
職
し
て
１
年
目
に
３
つ

の
部
署
を
回
る
３
部
署
異
動
研
修
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
外
科
・
内
科
・
単
科

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
を
３
〜
４
か
月
か
け
て

回
り
、
各
部
署
特
有
の
看
護
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
制

度
で
の
経
験
に
よ
り
、
幅
広
く
患
者
さ
ん

と
、
マ
イ
ナ
ス
な
考
え
ば
か
り
浮
か
ん
で

き
ま
す
が
、
感
情
を
う
ま
く
表
す
こ
と
が

で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
看
護
師

さ
ん
は
わ
た
し
の
様
子
に
敏
感
に
気
づ
き
、

「
手
術
初
め
て
だ
も
の
ね
、
不
安
な
の
は

当
た
り
前
だ
よ
。
眠
れ
な
い
な
ら
、
も
う

少
し
話
聞
く
か
ら
こ
っ
ち
へ
お
い
で
」
と

部
屋
の
外
に
連
れ
出
し
、
話
を
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
。
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と

で
気
持
ち
が
す
っ
と
軽
く
な
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
の
入
院
中
、
様
々
な
医

療
職
の
方
と
関
わ
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
で

連
携
し
て
、
多
角
的
に
患
者
を
捉
え
て
関

わ
る
姿
は
と
て
も
頼
も
し
く
思
え
、
わ
た

し
も
細
や
か
な
気
配
り
や
声
掛
け
を
し
な

が
ら
患
者
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う

な
看
護
師
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
治
医
大
へ

　

看
護
師
に
な
る
に
は
い
く
つ
か
の
教
育

課
程
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
、
専

門
学
校
で
３
年
間
、
も
し
く
は
大
学
で
４

年
間
学
び
、
国
家
試
験
に
合
格
し
た
後
に

初
め
て
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

わ
た
し
の
場
合
は
、
自
治
医
科
大
学
看
護

学
部
で
4
年
間
学
び
ま
し
た
。
学
生
時
代

は
、
寮
に
入
り
集
団
生
活
を
す
る
こ
と

で
、
友
人
と
多
く
の
時
間
を
共
有
し
ま
し

た
。
敷
地
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
み
ん
な
で

流
星
群
を
見
に
行
っ
た
り
、
毎
日
の
よ
う

に
部
活
動
に
打
ち
込
ん
だ
り
と
、
思
い
出

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

笑
顔
で
向
き
合
う

　

当
初
は
患
者
さ
ん
と
普
通
に
会
話
す
る

余
裕
も
な
く
、「
ち
ょ
っ
と
大
丈
夫
？
先

輩
呼
ん
で
き
て
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
徐
々
に
業
務
に
も
慣

れ
、
現
在
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
日
々

働
い
て
い
る
中
で
自
分
は
ど
ん
な
看
護
を

し
た
い
の
か
、
ど
ん
な
看
護
師
に
な
っ
て

い
き
た
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
わ
た
し
は
現
在
、
血
液
内
科
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
当
科
に
は
化
学
療
法
や
骨

髄
移
植
を
行
い
、
長
期
に
渡
り
闘
病
生
活

を
送
る
患
者
さ
ん
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
難
し
い
治
療
の
効
果
に
期
待
し
つ

つ
、
日
々
の
入
院
生
活
を
過
ご
す
患
者
さ

ん
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
少
し
で
も
患

者
さ
ん
が
、
不
安
な
想
い
を
表
出
で
き
る

よ
う
に
関
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う

と
迷
い
な
が
ら
も
、
毎
日
笑
顔
で
患
者
さ

ん
に
向
き
合
い
、
患
者
さ
ん
の
話
に
耳
を

傾
け
、
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
2
年
目
で
経
験
は
浅
い
の
で
す
が

こ
れ
か
ら
も
そ
の
モ
ッ
ト
ー
を
忘
れ
ず
に

〝
こ
の
人
に
な
ら
話
し
て
み
よ
う
〞と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
看
護
師
に
な
っ
て

い
け
る
よ
う
日
々
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

自治医科大学附属病院　連携協働コラム

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　
　
　
　
　
　

４
階
西
病
棟　

看
護
師

関せ
き　

陽は
る

香か

血液内科の先輩方と。頼もしく優しい先輩のようになれるよう
日々奮闘中です

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
①
】
自
治
医
科
大
学
の
合
格
率
は
99
・
１
％
で
、
国
公
私
立
あ
わ
せ
て
１
位
。
２
位
：
筑
波
大
学
、
３
位
：
福
島
県
立
医
科
大
学

Shimotsuke
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連載vol.5 ： ねんりんピック栃木２０１４

■問い合わせ先　高齢福祉課　☎（５２）１１１５

　ねんりんピック栃木 2014 が「咲かせよう！長寿の花を 栃木路で」を合言葉に、下野市で囲碁交流大会が
開催されます。20世紀は前半の戦乱の時代から、後半は戦後の復興から経済成長へと移り変わっていきました。
21世紀はというと、スピードと便利さを求める動きがさらに深まると思いますが、一方では心のゆとりや安
らぎの必要性を訴え、人間性を求める機運が高まるに違いありません。国内には約１千万人の囲碁愛好者がい
ます。対局的な視点で盤面をとらえ、戦略を立てて先を読む、実に奥の深いゲームです。まさに、21世紀の
我が国を展望するに、囲碁の極意が役に立つのではないでしょうか。囲碁の魅力が認識され、ますます囲碁ファ
ンが増えることを期待しています。
　季秋の下野市石橋体育センターに、全国の囲碁愛好者の皆さまの活気と感動が満ちあふれ、意義ある祭典に
なるものと期待して止みません。
 ねんりんピック栃木２０１４下野市実行委員会
 副会長兼競技最高顧問　戸塚 和夫（日本棋院栃木県本部長）

　ねんりんピック栃木 2014囲碁交流大会（10/5・6開催）特別ゲストに、日本を代表するプロ棋士５名が
決定しました。大会当日は、プロ棋士との指導対局や公開対局（大盤解説）などを予定していますので、ぜひ
石橋体育センターにご来場ください！

６月号の正解は、
　☆第１問＝Ｂ
　☆第２問＝Ｂ
　☆第３問＝Ｂ

でござる！

～囲碁コラム～

◆三択問題、各問次の一手（白番）をA・B・Cの中から選んでください。
◆応募方法は、住所・氏名・電話番号・解答を記入して、ハガキまたはFAXで送付願います。
　◎ハガキ：下野市高齢福祉課 〒329-0502 下野市下古山1220
　◎FAX：52-3712（高齢福祉課あて）　◎応募期限：７月3１日必着
◆正解者多数の場合は、抽選にて決定します。
◆当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

〔白番〕 第 1問 第 2問 第 3問

AA

BB

CC

AA BB

CC

AA

BB

CC

ねんりんピック栃木2014囲碁交流大会 特別ゲストが決定しました！

◇金川 正明　七段（かながわ まさあき）
　第 1期棋聖戦二段戦 準優勝
　第 4期棋聖戦四段戦 準優勝
　第 8期棋聖戦五段戦 準優勝

◇武宮 正樹　九段（たけみや まさき）
　「宇宙流」と呼ばれる棋風で「世界最強の男」
の異名を取り、数々のビッグタイトルを奪取。
平成 18 年には、通算 1000 勝を達成している。
趣味はゴルフ、バックギャモン、歌、麻雀など
多彩で、いずれもプロ級の腕前。

◇高梨 聖健　八段（たかなし せいけん）
　精悍なルックスとユーモア溢れる語り口で、
現在最も人気の高いプロ棋士の一人。第 31 回新
鋭トーナメントを制している。平成 18 年には、
通算 400 勝を達成している。

◇知念 かおり　四段（ちねん かおり）
　女流本因坊戦 3連覇
　女流棋聖戦 4連覇
　平成 16 年女流賞金ランキング 1位
　平成 22 年、通算 300 勝達成

◇井澤 秋乃　四段（いざわ あきの）
　第 6期テレビ大阪杯・
　関西女流トーナメント 優勝
　　平成 20 年、通算 200 勝達成

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

「
広
報
し
も
つ
け
」
は
、
２
０
１
４
年
5
月
号
で
１
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。
で
は
、
１
０
０
０
号
が
出
る
の
は
い
つ
？

①
２
０
４
８
年　

②
２
０
８
９
年　

③
２
１
０
１
年

問
４

Shimotsuke
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太
平
少
年
自
然
の
家
主
催
事
業

太
平
山
ハ
イ
ク
と

　
　
　

ぶ
ど
う
狩
り

　

太
平
山
の
初
秋
の
自
然
に
触

れ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
と
ぶ
ど
う
狩

り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

■
実
施
日　

８
月
30
日
㈯

（
日
帰
り
）

■
対
象

　

栃
木
県
内
の
５
歳
以
上
の
子

と
保
護
者
等　

１
０
０
名

■
費
用　

一
人
５
０
０
円

■
申
し
込
み
期
間

　

７
月
31
日
㈭
〜
８
月
13
日
㈬

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

太
平
少
年
自
然
の
家

　

〒
３
２
８

－
０
０
５
４

　

栃
木
市
平
井
町
６
３
８

　

☎
０
２
８
２（
24
）８
５
５
１

　

０
２
８
２（
24
）８
５
６
９

親
子
で
浴
衣
を
着
て
み
よ
う

　

夏
祭
り
や
花
火
の
季
節
で
す
。

今
年
こ
そ
、
浴
衣
で
出
か
け
た

い
け
ど
、
着
付
け
が
大
変
！
と

思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

浴
衣
の
着
装
を
無
料
で
学
べ

ま
す
。

■
日
時

　

7
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

　

国
分
寺
公
民
館　

和
室
（
梅
）

■
講
師

　

横
溝　

ト
シ
子
さ
ん

■
定
員

　

10
組
（
大
人
の
み
の
参
加
可
）

■
持
ち
物

　

浴
衣
、
帯
、
紐
２
本

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

横
溝　

ト
シ
子
さ
ん
ま
で

　

☎（
40
）６
５
７
８

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

■
出
願
期
間

　

８
月
31
日
㈰
ま
で

　

資
料
は
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
２

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

し
も
つ
け
大
人
塾
26

開
講
し
ま
し
た

　

し
も
つ
け
大
人
塾
26
の
第
１

回
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
の
目
的
は
、
ず
ば

り
「
地
域
と
つ
な
が
る
、
自
分

魅
せ
」
で
す
。
こ
の
講
座
で
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
、
地
域
の

人
と
つ
な
が
っ
て
、自
分
の
「
魅

力
」
を
再
発
見
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
東
北
芸
術
工
科

大
学
の
松
田
道
雄
教
授
を
講
師

に
迎
え
、「
ま
ち
づ
く
り
の
手

法
」
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
座
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
る

今
回
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
、

自
分
の
特
技
や
趣
味
を
披
露
し

合
い
ま
し
た
。「
特
技
・
趣
味

は
特
に
な
い
か
も
・
・
・
」
と

い
う
参
加
者
も
、
こ
の
講
座
の

中
で
仲
間
と
一
緒
に
み
つ
け
て

い
き
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
素
敵
な
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

興
味
を
持
た
れ
た
方
、
ぜ
ひ

一
緒
に
「
自
分
魅
せ
」
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

講座の様子

受講生が描いた松田先
生の似顔絵（これも素
敵な自分魅せ）

講座のようす

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】
毎
月
１
冊
ず
つ
発
行
す
る
と
２
０
８
９
年
5
月
号
が
１
０
０
０
号
と
な
り
ま
す
。
皆
様
に
読
ま
れ
る
広
報
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

Shimotsuke
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平
成
26
年
度

16
ミ
リ
映
写
機
技
術
者

養
成
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

本
講
習
を
受
講
し
当
日
の
試

験
に
合
格
す
る
と
、
証
明
書
が

発
行
さ
れ
、
県
や
下
都
賀
地
区

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会

（
栃
木
市
栃
木
図
書
館
内
）
が

所
有
す
る
16
ミ
リ
映
写
機
や
16

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
無
料
で
借
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

8
月
10
日
㈰

　

講
習
等
：
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
５
時

　

受
付
：
午
前
９
時
10
分
〜

■
会
場　

栃
木
市
栃
木
図
書
館

　
（
栃
木
市
旭
町
12

－

2
）

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

７
月
１
日
㈫
〜
24
日
㈭

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食

は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
都
賀
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
２
８
２（
21
）２
４
８
７

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

■
日
時　

７
月
25
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
〜　

■
費
用　

無
料

■
場
所　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
２
階

■
申
し
込
み　

当
日
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

Ｐ
Ｃ
ワ
ー
ド
２
０
１
０

基
礎
講
座
が
人
気
で
す

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
、

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
慣
れ
親
し

む
と
と
も
に
、
操
作
に
習
熟
す

る
た
め
、
下
野
市
生
涯
学
習
情

報
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
で
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
講
師
の
下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好

「
い
い
こ
み
」開
催
の

お
知
ら
せ

　

社
会
福
祉
課
と
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
者
を
交
え

て
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

後
半
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
で
の

懇
談
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

7
月
11
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所　

南
河
内
公
民
館 

和
室

■
対
象　

下
野
市
内
に
在
住
の

障
が
い
児
を
お
持
ち
の
保
護
者

■
参
加
費

　

１
０
０
円
（
菓
子
代
）

　

会
場
準
備
の
都
合
上
、
参
加

希
望
者
は
で
き
る
だ
け
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

粥か
ゆ
み見　

☎（
44
）７
２
８
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

「
ゆ
ー
こ
の
部
屋
」ご
案
内

「
川
上
さ
ん
の
天
気
の
お
話
２

〜
雲
の
不
思
議
と
ミ
ニ
実
験
〜
」

　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

川
上
政
弘
さ
ん
（
気
象
予
報
士
）

が
、
今
年
も
知
っ
て
得
す
る
天

気
の
お
話
と
雲
の
発
生
ミ
ニ
実

験
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の

夏
休
み
理
科
実
験
の
参
考
に
し

８
１

会（
パ
ソ
コ
ン
を
愛
す
る
グ
ル
ー

プ
）
は
、
平
成
21
年
６
月
８
日

に
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
本
年
度
も
火
曜
日
コ
ー
ス
・
土

曜
日
コ
ー
ス
（
各
コ
ー
ス
と
も
10

回
の
講
座
）
を
設
け
５
月
13
日
よ

り
始
め
て
い
ま
す
。
両
コ
ー
ス
と

も
申
し
込
み
初
日
で
定
員
に
達
す

る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
主
企
画
講
座

「
ア
ー
ト
プ
リ
ン
ト
を
楽
し
も
う
」

を
開
催
し
ま
し
た

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
先
生
の

指
導
の
も
と
、
転
写
シ
ー
ト
を

使
っ
て
趣
の
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

イ
ン
テ
リ
ア
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

小
物
の
数
々
を
つ
く
り
ま
し
た
。

と
て
も
簡
単
に
作
品
が
仕
上
が

り
、
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
参

加
者
も
和
や
か
に
お
し
ゃ
べ
り

を
交
え
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」

情
報
発
信
会
員
募
集
中

　

こ
の
サ
イ
ト
は
、
情
報
発
信

会
員
と
な
っ
た
市
民
活
動
団
体

な
ど
が
、
同
サ
イ
ト
か
ら
イ
ベ

ン
ト
や
参
加
者
募
集
情
報
な
ど

の
情
報
を
発
信
で
き
ま
す
。
情

報
は
イ
ベ
ン
ト
や
団
体
な
ど
目

的
別
に
検
索
で
き
、
誰
も
が
全

国
ど
こ
か
ら
で
も
24
時
間
利
用

で
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
情
報
発
信
会
員
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
情
報
発
信
会

員
と
し
て
登
録
す
る
た
め
に
は
、

「
市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト
利
用

登
録
申
請
書
」
及
び
「
活
動
の

実
態
が
わ
か
る
資
料
」
を
運
営

管
理
者
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
下
野
市
市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
が
お
ネ
ッ
ト

　

運
営
管
理
者

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

講座の様子

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

平
成
25
年
１
月
に
本
市
初
の
市
民
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
本
市
出
身
の
柔
道
選
手
は
？

問
５

講座の様子
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　困ったときにはいつでも先生がいます。
少ない人数だからこそ、教師の目が行き
届きます。教え込む指導ではなく、温か
く見守る指導を行います。
　英語活動も充実しています。わくわく
タイムには，ALTさんと一緒に歌やゲー
ムをして英語に親しんでいます。

日々の授業では、細かい見取りを行い、一人一人の確実な成長を目指します

「オカリナ演奏」や「琴の演奏」などの活
動を教育課程に位置づけ練習をしていま
す。オカリナは、練習の成果を下野市学
校音楽祭や、老人福祉施設などでも発表
しています。また、草花等の栽培活動も
行い、体験を通すことで確かな学びや心
の成長を促します。

たくさんの体験を通して、心の成長を育みます

活動の中心は縦割り班活動で行います。
わくわくタイム（昼休み）や全校校外活
動などでも縦割り班で活動し、上級生か
ら下級生へ細谷小の伝統を受け継いでい
きます。下級生は、上級生の優しさやが
んばりを、目を輝かせて見ています。

日々の縦割り班活動を通して、自己有用感を育てます

Check!

細
谷
小
学
校

　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　

細
谷
小
学
校　

☎（
52
）１
１
３
３

小
規
模
特
認
校
と
は

　

通
常
、
児
童
の
通
う
学

校
は
、
教
育
委
員
会
が
定

め
た
通
学
区
域
に
よ
り
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
特
認
校
と
は
そ

の
通
学
区
域
を
広
げ
、
地

域
と
の
交
流
や
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
等
、
特
色
あ
る

教
育
環
境
の
中
で
、
子
ど

も
を
学
ば
せ
た
い
と
い
う

保
護
者
、
学
び
た
い
と
い

う
児
童
に
対
し
、
一
定
の

条
件
の
も
と
、
市
内
全
域

か
ら
特
別
に
入
学
・
転
入

学
を
認
め
、
児
童
数
の
増

加
を
図
る
も
の
で
す
。

○
小
規
模
特
認
校
制
度
を
活

用
し
て
、
現
在
5
名
の
児
童

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

○
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
11
月
８
日
㈯
に
学
校
祭
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
校
く
だ
さ
い
。

小規模特認校による取り組み紹介

小
規
模
特
認
校
に
よ
る

　
　

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

〜
少
な
い
人
数
だ
か
ら
こ
そ
誰
も
が
主
役
に
な
れ
る
〜

○
教
育
目
標

　
「
豊
か
な
創
造
力
と
強
い
実
践
意
欲
を
も
ち
、

　
　
　
　
　
　
　

自
己
実
現
す
る
子
の
育
成
」

○
め
ざ
す
児
童
像　

１　

自
ら
学
ぶ
子

　
　
　
　
　
　
　
　

２　

思
い
や
り
の
あ
る
子

　
　
　
　
　
　
　
　

３　

健
康
で
、
働
く
子

○
学
校
長　

上
野　

一
成

○
児
童
数　

30
名

○
学
級
数　

４
ク
ラ
ス

○
職
員
数　

13
名

○
所
在
地　

下
野
市
細
谷
６
９
３
番
地

道徳の授業

オカリナの演奏

わくわくタイムでの共遊

※ＡＬＴとは英語の授業で日本人教師を補助する外国語指導助手のことをいいます。

ALTとの英語活動

お琴教室

学校祭での群読

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
髙
藤
直
寿
選
手
】
平
成
25
年
９
月
に
は
市
長
特
別
賞
も
受
賞
さ
れ
、

本
年
６
月
に
は
市
内
に
後
援
会
が
設
立
し
ま
し
た
。
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「
大た

い
ほ
う宝

律り
つ
り
ょ
う

令
」
が
制
定
さ
れ
た
頃
か
ら
、

畿き
な
い内

（
現
在
の
近
畿
地
方
）
と
連
動
し
て
地

方
で
も
畿
内
同
様
の
政
策
推
進
や
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
な
ど
様
々
な
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

下
野
国
で
は
、
東と
う
さ
ん
ど
う

山
道
な
ど
の
道
路
網
整

備
や
下
野
国
府
（
栃
木
市
・
現
在
の
県
庁
の

よ
う
な
機
能
）
や
郡ぐ
う
け家
（
現
在
の
市
役
所
や

町
役
場
的
な
機
能
）
の
修
理
や
増
改
築
が
各

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

七
三
〇
年
代
は
、
下
野
薬
師
寺
が
東
国
の

一
氏
族
で
あ
る
下
毛
野
氏
の
氏
寺
か
ら
東
国

随
一
の
規
模
を
誇
る
公
立
の
大
寺
院
へ
と
大

改
修
が
行
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
現

在
の
下
野
市
域
周
辺
の
古
代
の
様
相
を
概
観

す
る
と
下
野
国
府
が
思
川
の
西
に
設
置
さ
れ
、

河か
わ
ち内

郡ぐ
ん
が衙

（
河
内
郡
の
役
所
）
が
石
橋
駅
の

東
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
市
内
に
は

東
山
道
が
通
過
し
、
下
野
薬
師
寺
、
下
野
国

分
寺
・
尼
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か

50
年
程
度
の
期
間
に
古
代
に
お
け
る
大
規
模

公
共
事
業
が
現
在
の
下
野
市
周
辺
で
連
綿
と

行
わ
れ
、
開
発
に
よ
る
槌つ

ち
お
と音

が
あ
ち
こ
ち
か

ら
聞
こ
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な

大
土
木
工
事
は
、
当
時
の
最
先
端
技
術
保
持

者
で
あ
る
渡
来
系
の
氏
族
や
都
か
ら
派
遣
さ

れ
た
工
人
の
指
揮
下
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
こ
の
地
域
は
人
口
も
増
え
続
け
、

他
地
域
か
ら
の
移
住
者
に
よ
る
大
規
模
な
新

興
集
落
が
次
々
と
つ
く
ら
れ
、
著
し
い
発
展

を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、

下
野
国
は
当
地
域
を
選
定
し
て
下
野
国
分
寺
・

尼
寺
を
建
立
し
た
わ
け
で
す
。

　

国
分
寺
・
尼
寺
と
は

　

国
分
二
寺
（
国
分
寺
と
尼
寺
を
指
し
ま
す
）

は
、
金
光
明
経
の
四
天
王
﹇
持じ

国こ
く
て
ん天

（
東
）・

広こ
う
も
く
て
ん

目
天
（
西
）・
増ぞ
う
ち
ょ
う
て
ん

長
天
（
南
）・
多た
も
ん
て
ん

聞
天
（
北
）﹈

に
よ
る
護
国
と
法
華
経
に
よ
る
滅
罪
（
人
の

救
済
）
の
た
め
の
経
典
を
収
め
た
寺
院
（
金こ
ん

光こ
う
み
ょ
う明

四し
て
ん
の
う

天
王
護ご
こ
く
の
て
ら

国
之
寺
・
法ほ
っ
け華

滅め
つ
ざ
い
の
て
ら

罪
之
寺
）

を
全
国
各
地
に
建
立
し
、
仏
教
の
力
に
よ
っ

て
全
国
が
安
寧
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
鎮ち

ん
ご護

国こ
っ
か家

思
想
が
根
幹
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

特
に
僧
寺
に
建
立
さ
れ
た
七
重
塔
に
は
、

特
別
な
金
光
明
最
勝
王
経
が
安
置
さ
れ
ま
し

た
。「
造
塔
は
国こ
っ

華か

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
変

革
期
の
国
家
が
地
方
に
威
信
を
示
す
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
国

分
寺
と
い
う
名
称
か
ら
仏
教
に
関
す
る
こ
と

の
み
を
お
こ
な
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
当
時
の
僧
は
土
木
技
術
や
、
暦
、

言
語
、
数
学
、
医
学
、
行
政
関
係
の
知
識
を

習
得
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
総
合
大
学
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
良
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

下
野
市
域
周
辺
の
古
代
の
様
相

新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
課

　

ま
た
、
寺
院
の
建
立
場
所
は
、「
好よ

き
と
こ
ろ処」

を

選
び
、
周
辺
に
人
家
が
無
く
、
自
然
災
害
等

が
お
き
な
い
適
当
な
場
所
を
選
ぶ
よ
う
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
下
野
国
内
に
お
い
て
良
い

場
所
と
し
て
現
在
の
国
分
寺
地
区
が
選
ば
れ

た
訳
で
す
。

用
語
解
説

郡
家
・
郡
衙
…
…

　

郡
の
役
所
。
当
時
の
行
政
機
構
は
、
国
（
国

府
）

－

郡
（
郡
家
・
郡
衙
）

－

里
﹇
郷
﹈
と
な

り
、五
十
戸
を
も
っ
て
一
里
（
郷
）
と
さ
れ
ま
し
た
。

郷
ご
と
に
郷
家（
役
所
の
出
先
機
構
）を
兼
ね
た（
里

長
）
郷
長
が
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

僧
寺
に
は
金こ
ん

光こ
う
み
ょ
う明
最さ
い
し
ょ
う勝
王お
う

経き
ょ
うを
尼
寺
に
は

妙み
ょ
う
ほ
う法
蓮れ
ん
げ華
経き
ょ
う（
法
華
経
）
を
安
置
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
教
え
を
学
ぶ
た
め
、
僧
寺
に
は
二
〇
人
の

僧
と
尼
寺
に
は
一
〇
人
の
尼
僧
が
お
か
れ
ま
し
た
。

下野国分寺跡南大門推定復元図
東大寺（奈良県）に現存する転害
門（てがいもん・国宝）を参考に
復元しました。

Shimotsuke
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　南河内図書館　
■読書会
7月12日㈯　午前10時～正午
テキスト／村岡恵理 著「アンのゆりかご」
■夏のお楽しみパネルシアター
7月12日㈯午前10時30分～正午
・ホワイトシアター　「みんなのひろば」ほか
・ブラックシアター　「おりひめとひこぼし」
「赤ずきんちゃん」「おばけなんてないさ」ほか
場　所　南河内公民館　１階視聴覚室
入場料　無料　※事前申込み不要
■手づくり絵本教室
7月24日㈭午前10時～午後3時
場　所　南河内公民館　1階会議室
定　員　15名（市内小学3年生～中学生）
参加費　350円（材料費・当日集金します）
用意するもの　えんぴつ、消しゴム、クリップ
大、弁当等（詳細はチラシまたは職員に確認し
てください）※お話しを考えてきてください。
※7月1日㈫から受付開始
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
7月26日㈯　①午後2時～　②午後3時～
①絵本「どすこい！むしずもう」　ほか
②絵本「かぶとむしはどこ？」　ほか
■星に願いを… 短冊に願いごとを書こう！
短冊配布：7月12日㈯～ 8月7日㈭
笹飾り：7月26日㈯～ 8月7日㈭
※笹の状態によって変更することがあります

　石橋図書館　
■読書会　2階研修室
7月9日㈬　午前10時～正午
テキスト／フランチェスコ・アルベローニ著

「借りのある人・貸しのある人」
■おはなし会　1階おはなしコーナー
7月5日㈯　午後2時～
絵本「どろんこハリー」　ほか
7月19日㈯　午後2時～
絵本「たこなんかじゃないよ」　ほか
■映画会　2階視聴覚室 
7月12日㈯・26日㈯　午前10時30分～
■調べる学習講座　2階研修室
7月26日㈯　午前10時30分～正午
対象：小学4年生～中学3年生
定員：15名　※要申込み
詳しい内容は図書館にお問い合わせください。
■本のアルバム
今年も夏休み期間中に実施します。
おはなし会が選んだ本をたくさん読んでくれた

子にはプレゼントがあります。
詳しくは石橋図書館まで。

　国分寺図書館　
■七夕まつり　入場無料※要申込み
7月6日㈰　2階視聴覚室
午前11時～　第1部『星の海でおはなし会スペ
シャル』　出演：お話ポケットの会
午後5時30分～ 第2部『星の海で音楽会』
演奏：フルート奏者　伊東真理子さん
※プラネタリウムの部屋でお楽しみください。
■お話ポケットの会のおはなし会
7月12日㈯　午後2時～
大型絵本「せんたくかあちゃん」ほか
■読書会　2階視聴覚室
7月19日㈯　午前10時～
テキスト／井上ひさし 著「家庭口論」
■スタッフによるお楽しみ会　
7月26日㈯　午前10時30分～
内容：おはなし会
■調べる学習講座　2階視聴覚室
7月27日㈰　午前11時～正午
図書館を使って調べる学習をしよう！夏休みの
課題にもどうぞ。
対象：小・中学生（低学年は保護者同伴）
定員：10名　※要申込み
詳しい内容は図書館にお問い合わせください。
■7月！ランチタイム始めます
正午から午後1時30分の間、視聴覚室を開放し
ます。※視聴覚室で講座等がある時は、１階の
ドリンクコーナーをご利用ください。

ＱＲコード

利用案内
■7月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
初恋は坂道の先へ（国） … 藤石　波矢

一冊の本が届いたある夏の日、恋人が本とともに失踪
した。なぜ？どこに？贈り主は誰？第１回ダ・ヴィン
チ「本の物語」大賞受賞作。著者は栃木県出身。

ごめんなさいといえる（国） … 三浦　綾子
それでも僕は夢を見る（南） … 鉄拳
「刑事ドラマあるある」はウソ?ホント?（南）
 …小川　泰平
風（石） … 青山　七恵
迷子の王様（石） … 垣根　涼介

＜児童書＞　
草原の少女プージェ（南） … 関野　吉晴
あいたい友だち（南） … 小林　豊
江戸の象吉（石） … 太田　大輔
コロッケくんのぼうけん（石） …  二宮由紀子
ぽんちんぱん（国） …  柿木原政広
昔のくらしと道具（国） … 大角　修

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこで
も貸出（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
ation

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.7
32

図書館インフォメーション



図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ
2014年度　青少年読書感想文
全国コンクール課題図書

もうすぐ夏休みが始まります。夏休み
といえば読書感想文!? ということで、
今回は全国コンクールの課題図書を紹
介します。学生の皆さんは、どの本に
惹かれますか？
課題図書は市内全館でご用意しま
すが、人気のある本は常に貸出中
になることもありますので、お早
目にご来館ください。

ふたり

福田 隆浩 著
講談社

ひまわり

荒井真紀 文・絵
金の星社

星空ロック

那須田 淳 著
あすなろ書房

ともだちは、
サティー！

大塚 篤子 作
タムラフキコ 絵
小峰書店

路上の
ストライカー

マイケル ･ウィ
リアムズ 作
岩波書店

同じミステリー作家のファンだと知って仲良
くなる准一と佳澄。本の中に隠された作家の
秘密を探すふたりの友情冒険物語。

◇課題図書は、限られた期間に多くのお子さんが読めるよう特別ルールを設けています。①市内在住の対象学年のみ
②ひとり一冊　③期限は一週間（延長不可）④貸出館に返却厳守  ご協力よろしくお願いします。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

美しい細密画で描かれたひまわりの一生。ひ
まわりの観察に役立つヒントがいっぱいつ
まった絵本です。

14 歳のレオは夏休みに両親とドイツを旅す
るはずだった。先に現地入りしていたお父さ
んが急病になり、お母さんも急きょ出発。レ
オは後から一人ベルリンに向かうことに…。

夏休みにお父さんの仕事にくっついてネパー
ルにやってきた 5年生のツトム。お父さん
の突然の宣言で、村で仕事をするはめに！

年の離れた兄とともに、故郷ジンバブエで虐
殺を生き延びたデオは、見知らぬ父のいる南
アフリカを目指す。過酷な運命に翻弄されな
がらも、サッカーで人生を切り拓いていく。

小学校低学年

中学校

小学校中学年

高等学校

小学校高学年

読書人

《小学生向け課題図書一覧》
【小学校低学年】
　・まよなかのたんじょうかい／西本 鶏介　作
　・どこかいきのバス／井上よう子　作
　・ミルクこぼしちゃだめよ！／スティーヴン・デイヴィーズ　文
　・ひまわり／荒井 真紀　文・絵★
【小学校中学年】
　・ともだちは、サティー！／大塚 篤子　作★
　・ただいま！マラング村：タンザニアの男の子のお話

／ハンナ・ショット　作
　・ちきゅうがウンチだらけにならないわけ／松岡たつひで　さく
　・よかたい先生：水俣から世界を見続けた医師－原田正純

／三枝三七子　文・絵
【小学校高学年】
　・ふたり／福田 隆浩　著★
　・マッチ箱日記／ポール・フライシュマン　文
　・時をつなぐおもちゃの犬／マイケル・モーパーゴ　作
　・カブトムシ山に帰る／山口　進　著

★のついた本についてご紹介しています

《中学・高校生向け
課題図書一覧》

【中学校】
　・星空ロック／那須田 淳　著★
　・語りつぐ者
　　／パトリシア・ライリー・ギフ　著
　・ ホタルの光は、なぞだらけ：
光る生き物をめぐる身近な大
冒険／大場 裕一　著

【高等学校】
　・ アヴェ・マリアのヴァイオリ
ン／香川 宜子　著

　・路上のストライカー
　　／マイケル・ウィリアムズ　作★
　・ 生命とは何だろう？

／長沼　毅　著

Shimotsuke
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イ
ベ
ン
ト

 

シ
ル
バ
ー
大
学
校
・
南
校

 

第
35
回
学
校
祭

7/29○
演
芸
会

■
日
時　

7
月
29
日
㈫

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
４
時

15
分

■
会
場　

栃
木
市
栃
木
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
（
栃
木
市
旭
町
12

－

16
）

■
内
容　

ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果

を
中
心
に
し
た
演
芸
、
演
舞
の

披
露
（
太
極
拳･

コ
ー
ラ
ス･

民

舞･

カ
ラ
オ
ケ
・
ダ
ン
ス
・
民

話
語
り
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
34
期
生
、

35
期
生
の
発
表
等
）

○
学
校
祭

■
日
時　

8
月
2
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
会
場　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大

学
校
南
校
（
栃
木
市
神
田
町
9

－

40
）

■
内
容　
「
ふ
れ
あ
い
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
や
「
体
験
教
室
」「
模
擬

店
コ
ー
ナ
ー
」「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
」「
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

な
ど
を
運
営
、
実
施

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

　

☎
０
２
８
２（
22
）５
３
２
５

 

親
子
で
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ

 

in 

Ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
ｇ
ｉ

7/28
　

子
ど
も
が
主
役
の
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！

　

美
術
・
音
楽
・
デ
ザ
イ
ン
・

工
芸
・
ク
ラ
フ
ト
・
フ
ー
ド
な

ど
、
創
造
性
豊
か
な
、
親
子
で

楽
し
め
る
モ
ノ
づ
く
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
集
結
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
子
様
と
一
緒
に
夏

休
み
の
豊
か
な
時
間
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

７
月
28
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
（
宇
都
宮

市
元
今
泉
６

－

１

－

37
）

■
費
用　

入
場
無
料

　

た
だ
し
、
各
ブ
ー
ス
に
お
い

て
、
参
加
費
が
か
か
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

■
対
象　

幼
稚
園
〜
小
学
生

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
ー
ト
キ
ッ
チ
ン

　

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

　

 http://artkitchen.w
ix.

com
/oyako

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

詳しくは36ページ ➡

詳しくは37ページ ➡

詳しくは38ページ ➡

詳しくは38ページ ➡

見逃せない！今月特に注目情報5つ！

5

4

3

2

1

詳しくは35ページ ➡

イベント
下野薬師寺歴史館
夏休みイベント

イベント
第4回
しもつけ
かんぴょうまつり

お知らせ
７月13日㈰は
市長選挙の
投票日です

お知らせ
『栃木県・下野市総合
防災訓練』実施の
お知らせ

イベント
しもつけの夏
花火・まつり

Shimotsuke
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

しもつけの夏
花火・まつり

 

第
29
回 

国
分
寺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

盆
踊
り
・
花
火
大
会

8/2
　

夏
の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
「
国
分
寺

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
盆
踊
り
・
花
火
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

8
月
2
日
㈯

　

午
後
６
時
30
分
〜

※
雨
天
翌
日
順
延

（
3
日
雨
天
の
場
合
、
花
火
大
会
の
み
開
催
）

■
開
催
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園

※
大
会
当
日
、
交
通
規
制
等
が
あ
り
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
は
相
乗
り
で

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
盆
踊
り
・

花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
生
活
安
全
課
内
）☎（
40
）５
５
５
５

◎
ゆ
う
ゆ
う
館
営
業
時
間
変
更
の
ご
案
内

　

盆
踊
り
・
花
火
大
会
の
開
催
に
よ
り
、

ゆ
う
ゆ
う
館
「
天
平
乃
湯
」
及
び
「
レ
ス

ト
ラ
ン
て
ん
ぴ
ょ
う
」
の
営
業
時
間
を
次

の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
8
月
2
日
㈯　

営
業
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
【
予
備
日　

3
日
㈰
】

 

第
24
回

 

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り

7/19■
日
時　

７
月
19
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
８
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

祇
園
原
公
園

（
自
治
医
大
駅
東
口　

東
へ
徒
歩
８
分
）

■
内
容　

各
自
治
会
・
事
業
所
模
擬
店
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
（
お
囃
子
・
バ
ン
ド
演
奏
・

和
太
鼓
ほ
か
）

■
主
催

　

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

■
そ
の
他

・ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
方
は
お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

・ 

ご
み
の
持
ち
帰
り
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

☎（
44
）６
３
０
１

 

い
し
ば
し

 

納
涼
踊
り
・
花
火
大
会

8/9
　

夏
の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
「
い
し
ば

し
納
涼
踊
り
花
火
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

花
火
も
多
数
打
ち
上
げ
ま
す
の
で
、
皆

様
お
誘
い
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

8
月
9
日
㈯

　

午
後
7
時
〜
9
時

　
（
雨
天
の
場
合
10
日
に
順
延
）

■
場
所　

き
ら
ら
館
前
特
設
会
場

■
募
集
案
内

　

踊
り
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
個
人
・

団
体
の
方
は
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
、
踊
り
団
体
・
個
人
賞
あ
り
。

※
当
日
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、車
は
相
乗
り
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

納
涼
踊
り
花
火
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局　

石
橋
商
工
会

　

☎（
53
）０
４
６
３

◎
き
ら
ら
館
営
業
時
間
変
更
の
ご
案
内

　

納
涼
踊
り
・
花
火
大
会
開
催
に
よ
り
、

８
月
9
日
㈯
（
予
備
日
10
日
㈰
）
き
ら
ら

館
「
き
ら
ら
の
湯
」
及
び
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
」
の
営
業
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

●
営
業
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

りり

1

ShimotsukeShimotsuke
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

●申し込み
　7月1日（火）から
　受付開始
※定員になり次第、締め切ります。

●定員　各回10名

または

うえ、

2

Shimotsuke
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道
の
駅
し
も
つ
け

 
食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

 
実
施
中
！

7/24 ～
　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
体

験
学
習
室
を
利
用
し
た
料
理
教

室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
し
も
つ
け
の
新
鮮
食
材

を
使
っ
て
、簡
単
！
お
い
し
い
！

調
理
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

簡
単
で
、
家
で
も
実
践
し
や

す
い「
料
理
＆
お
菓
子
」の
セ
ッ

ト
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
市
内
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
の
方
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
道
の
駅
し
も
つ

け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
定
員　

１
回
32
名

■
募
集　

そ
の
回
毎
に
募
集

　

先
着
順
（
開
催
日
の
５
日
前

ま
で
）

※
小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

　

１
，
０
０
０
円
程
度

（
当
日
集
金
）
※
メ
ニ
ュ
ー
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

料
理
研
究
家

　

臼
居
芳
美 

先
生

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
き
ょ
う
の
料
理
」

か
ん
ぴ
ょ
う
生
産
日
本
一
！

第
４
回
し
も
つ
け

か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ
り

　
　

7/26

■
日
時

　

７
月
26
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
場
所　

道
の
駅
し
も
つ
け

■
主
催

　

し
も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ

り
実
行
委
員
会

■
内
容

　

か
ん
ぴ
ょ
う
む
き
の
体
験
、

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
ク
イ
ズ
や

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
干
瓢
の
こ

と
を
学
べ
ま
す
。
ま
た
、
干
瓢

製
品
・
農
産
物
加
工
品
・
農
産

物
の
販
売
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

☎（
48
）２
１
４
３

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
現

在
は
料
理
教
室
を
主
宰
。

　

栃
ナ
ビ
「
栃
木
っ
て
う
ま
か

ん
べ
？
」
レ
シ
ピ
連
載
や
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
も
料
理
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
ン
ル
は
和
食
・
洋
食
は

も
ち
ろ
ん
、
世
界
の
料
理
や
お

菓
子
作
り
ま
で
幅
広
く
精
通
し

て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運

営
事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
３
５
）２
５
７
７

※
受
付
は
、
平
日
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時

お
知
ら
せ

寄
贈
・
寄
付
の
お
礼

　

し
も
つ
け
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
会
長　

山
本
郁
夫
）
様
か

ら
、
宿
泊
用
テ
ン
ト
10
張
り
及

び
マ
ッ
ト
レ
ス
15
セ
ッ
ト
ほ
か

付
属
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

リ
ー
ダ
ー
養
成
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
な
ど
で
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

高
野
和
子
様
（
東
京
都
中
央

区
在
住
）
か
ら
、
金
３
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
選
出
監
査
委
員
に

岡
本
鉄
男
議
員
を
選
任

　

５
月
15
日
、
市
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
、
岡
本
鉄
男
議
員
が

監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
任
期

　

平
成
26
年
５
月
15
日
〜
平
成

30
年
4
月
30
日
（
議
員
の
任
期
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
監
査
委
員
事
務
局

　

☎（
40
）５
５
６
２

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

3

食のオープンスクールスケジュール
月日 曜日 時間 テーマ（メニュー） 申込受付

7/24 木

午前
10時30分
～
午後
1時30分

しもつけカフェ　かんぴょうレシピ
（かんぴょうキッシュ・焼きとうもろこ
しスープ・夕顔のコンポート）

受付中

8/18 月
先生と選ぶ地場野菜　世界のベジタブ
ルレシピ
（かじきマグロのラタトゥユソース・桃
のスープ・クスクスサラダ）

7/18 ～

9/18 木
昔なつかしの故郷ごはん
（おはぎ（あんこ・黒ゴマ・きなこ）・が
んもどき・けんちん汁）

8/19 ～

※内容は、変更になる場合がございます。※10月以降のスケジュールは、
随時お知らせいたします。
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７
月
13
日
㈰
は

市
長
選
挙
の

投
票
日
で
す

　
　

　

下
野
市
の
市
長
を
決
め
る
大

切
な
選
挙
で
す
。
み
な
さ
ん
必

ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
日

　

7
月
13
日
㈰

　

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

■
投
票
所

　

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ

た
投
票
所
へ
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
投
票
所
の
案
内
地

図
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
投
票
所
を
一
部
変
更
し
て
い

ま
す

・  

第
２
投
票
区
南
河
内
庁
舎

（
別
館
会
議
室
）
は
、
南
河

内
公
民
館
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

・  

第
11
投
票
区
古
山
小
学
校
は
、

西
側
昇
降
口
か
ら
体
育
館
へ

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

・  

第
20
投
票
区
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

は
、
こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー

へ
名
称
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

（
投
票
所
の
場
所
は
変
わ
り

ま
せ
ん
）

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
（
7
月
13
日
）

に
予
定
が
あ
り
、
投
票
で
き
な

い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
期
間
・
時
間
】

7
月
7
日
㈪
〜
12
日
㈯
の
毎
日
、

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

【
期
日
前
投
票
所
】

・  

国
分
寺
公
民
館

・  

石
橋
庁
舎
（
駐
車
場
内
プ
レ

ハ
ブ
室
）

・  

南
河
内
公
民
館

※
期
日
前
投
票
は
、
右
記
の
3

施
設
ど
こ
で
も
投
票
で
き
ま
す

が
、
投
票
日
当
日
は
、
投
票
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
開
票

　

7
月
13
日
㈰
午
後
8
時
50
分

か
ら
、
石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
。

　

下
野
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、

参
観
は
自
由
で
す
。

　

ま
た
、
開
票
速
報
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
行
政
委
員
会
事
務
局
内
）

　

☎（
40
）５
５
６
２

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

ゆうゆう館

国分寺運動公園

市役所

通行止め区間

『栃木県・下野市総合防災訓練』実施のお知らせ
　栃木県と下野市の共催による総合防災訓練を実施します。消防・警察・自衛隊などの防災機関や民間
団体、そして地域の皆様のご参加により、一体となった訓練を実施し、地域の防災力を高めていきます。

【日　時】８月３１日㈰午前９時～正午頃まで
【会　場】 国分寺運動公園（小金井２８０番地）
※訓練種目、訓練内容及び展示内容等の詳細については、広報しもつけ８月号に掲載予定です。

～皆様のご協力をお願いいたします～

■問い合わせ先　
　生活安全課　☎（４０）５５５５

栃木県・下野市総合防災訓練開催による
交通規制・市内公共施設の営業時間変更、
利用中止について

①車両通行止め
　訓練会場東側の道路（右図をご覧くださ
い）は、8月 31 日㈰午前中、車両通行止め
の予定です。また、訓練会場付近の一部道
路も迂回となります。
②ゆうゆう館
　8月 31 日㈰は午後１時からの営業となり
ます。
③蔓巻公園
　蔓巻公園駐車場全面使用のため、8月 30
日㈯午後 1 時より 8 月 31 日㈰終日の間、
施設及び、駐車場の利用はできません。

4
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街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

　

犯
罪
の
起
き
に
く
い
ま
ち
づ

く
り
と
地
域
防
犯
力
の
向
上
を

目
的
に
、
自
治
会
・
商
店
街
等

の
地
域
団
体
及
び
商
業
施
設
等

が
新
設
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
団
体
等

① 

下
野
市
内
の
自
治
会
、
商
店

街
、
地
域
防
犯
団
体
等
の
一

定
地
域
の
住
民
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
る
団
体
（
地
域
団

体
）

② 

下
野
市
内
の
小
売
店
、
金
融

機
関
、
事
業
所
、
ホ
テ
ル
、

　

② 

防
犯
カ
メ
ラ
の
管
理
責
任

者
及
び
取
扱
者
を
定
め
た

書
類

　

③ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
誓
約

書

　

④ 

防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
等
に

要
す
る
費
用
の
見
積
明
細

書

　

⑤ 

設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の

仕
様
を
明
ら
か
に
す
る
カ

タ
ロ
グ
類

　

⑥ 

防
犯
カ
メ
ラ
の
撮
影
対
象

区
域
を
明
ら
か
に
し
た
写

真

　

⑦ 

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

場
所
を
表
示
し
た
見
取
り

図

　

⑧ 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
場
所
所

有
者
の
許
可
書

を
添
え
て
、
生
活
安
全
課
窓
口

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
機

器
購
入
前
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。）

　

申
請
内
容
に
基
づ
き
審
査
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
審

査
結
果
に
よ
り
、
不
交
付
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

旅
館
、
駅
、
駐
車
場
等
の
経

営
者
（
商
業
施
設
等
）

※ 

補
助
対
象
と
な
る
防
犯
カ
メ

ラ
は
屋
外
に
設
置
す
る
も
の

の
み
と
な
り
ま
す
。

※ 

地
域
の
防
犯
の
た
め
に
設
置

す
る
防
犯
カ
メ
ラ
が
補
助
対

象
と
な
る
た
め
、
地
域
の
防

犯
に
協
力
い
た
だ
け
る
団
体

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
経
費

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
係
る

　

①
機
器
購
入
費

　

②
工
事
費

　

③ 

「
防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
」

等
の
看
板
作
製
費

※
保
守
、
修
理
、
電
気
料
金
等

の
維
持
管
理
費
は
含
み
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
の
額

　

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
・

設
置
等
に
要
し
た
費
用
の
2

分
の
1
（
上
限
30
万
円
、
１
，

０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り

捨
て
）

■
申
請
方
法

　

補
助
対
象
と
な
る
防
犯
カ
メ

ラ
を
購
入
す
る
前
に
、
申
請
書

（
生
活
安
全
課
窓
口
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）
に

　

① 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
団

体
の
総
意
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
書
類

人
権
擁
護
委
員
表
彰

　

６
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
平

成
26
年
度
栃
木
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
総
会
に
お
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
の
お
二
方
が
人
権

擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
、
高

揚
に
努
め
ら
れ
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○ 

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰

　

海
老
原　

冨
美
男
氏

○ 

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
長
表
彰

　

生
澤　

里
美
氏

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
頃
地

域
の
皆
さ
ん
の
中
に
あ
っ
て
、

人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害

が
起
き
な
い
よ
う
、
相
談
事

業
を
中
心
に
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
１
〜
３
週
の

月
曜
日
、
火
曜
日
、
金
曜
日
そ

れ
ぞ
れ
き
ら
ら
館
、
ゆ
う
ゆ
う

館
、
ふ
れ
あ
い
館
に
て
常
設
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。（
詳

し
い
相
談
日
等
は
毎
月
広
報
の

巻
末
「
心
配
ご
と
相
談
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

行
政
相
談
委
員
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
平

成
26
年
度
行
政
相
談
委
員
全
体

会
議
に
お
い
て
、
国
民
の
行
政

に
対
す
る
苦
情
の
解
決
に
特
に

尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
行
政
相

談
委
員
の
野
澤
洋
子
氏
と
手
塚

英
男
氏
に
、
栃
木
行
政
評
価
事

務
所
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ま

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
し
く
み
や
手
続
き
な
ど

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、

そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や
関

係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な

ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
３
週
の
月
曜

日
、
火
曜
日
、
金
曜
日
に
、
そ

れ
ぞ
れ 

き
ら
ら
館
、
ゆ
う
ゆ
う

館
、
ふ
れ
あ
い
館
に
て
相
談
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
詳

し
い
相
談
日
等
は
毎
月
広
報
の

巻
末
「
心
配
ご
と
相
談
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報
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■
社
会
を
明
る
く
す
る

　

運
動
っ
て
？

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い

地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

■
地
域
の
チ
カ
ラ
が
犯
罪
や

　

非
行
を
防
ぐ

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日

の
よ
う
に
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
は
す
べ
て
の
人

の
願
い
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り

を
み
ん
な
で
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

し
ょ
う
か
。

 

取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
、

あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
を
処
罰

す
る
。

　

し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決

意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ

て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行

を
す
る
人
を
生
み
出
さ
な
い
家

庭
や
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
も
ま
た
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
な
の
で
す
。

■
み
ん
な
で
参
加
を

　

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
。
あ

や
ま
ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支

え
て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
部
の
人
た

ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
す
べ

て
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
今
年
で
64
回
目
を
迎
え
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を

つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を

金
婚
夫
婦
を
祝
福
し
ま
す

〜
申
込
期
間
延
長
し
ま
す
〜

　

結
婚
以
来
50
年
の
永
き
に
亘

り
、
お
互
い
に
い
た
わ
り
合
い
、

励
ま
し
合
い
、
苦
楽
を
共
に
し
、

家
庭
の
隆
昌
に
尽
力
し
、
社
会

に
貢
献
し
て
き
た
ご
夫
婦
を
祝

福
し
、
慶
祝
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

■
日
程　

９
月
19
日
㈮

　

敬
老
会
式
典
時

■
会
場　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

次
の
要
件
を
満
た
す
方

① 

住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
本

市
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て

い
る
方

② 

平
成
26
年
1
月
1
日
〜
12
月

31
日
ま
で
に
結
婚
50
年
を
迎

え
る
方（
昭
和
39
年
1
月
1

日
〜
12
月
31
日
に
婚
姻
届
を

提
出
し
継
続
し
て
50
年
を
迎

え
る
夫
婦
が
対
象
で
す
）

③ 

市
が
行
う
金
婚
夫
婦
へ
の
祝

福
を
希
望
す
る
方

■
申
込
締
切　

7
月
31
日
㈭

※
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
高

齢
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課（
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
５

南
河
内
庁
舎
解
体
の

お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
平
成
23
年
７
月
か
ら
閉
鎖

さ
れ
て
い
る
南
河
内
庁
舎
の
解

体
工
事
と
解
体
後
の
跡
地
を
駐

車
場
と
す
る
整
備
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

■
工
事
期
間
（
予
定
）

　

平
成
26
年
７
月
中
旬
〜
平
成

27
年
１
月
下
旬

※
工
事
期
間
中
、
南
河
内
図
書

館
、
南
河
内
公
民
館
駐
車
場
の

一
部
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。（
図
書
館
、
公
民
館
は
従

来
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。）

　

近
隣
市
民
、
図
書
館
・
公
民

館
利
用
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
安
全
性
確

保
の
た
め
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

管
財
課　

☎（
40
）５
５
５
３

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

７月は
社会を明るくする
運動強調月間です

街頭活動（JR小金井駅）

Shimotsuke
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納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

■
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通

知
書

　

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険

税
（
当
初
・
過
年
度
）
の
納
税

通
知
書
を
7
月
15
日
㈫
に
発
送

し
ま
す
。

　

7
月
以
降
に
加
入
・
脱
退
等

の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
へ
は
8

月
以
降
に
税
額
変
更
の
通
知
書

を
発
送
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・

脱
退
に
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は

お
早
め
に
市
民
課
各
窓
口
へ
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
入
通
知
書

　

平
成
26
年
度
保
険
料
の
納
入

通
知
書
を
7
月
15
日
㈫
に
発
送

し
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
を
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方

へ
の
お
知
ら
せ
（
10
月
か
ら
翌

年
8
月
ま
で
の
金
額
）
は
、
9

月
に
発
送
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
所
得
の
更
正
に
よ
り

保
険
料
が
減
額
に
な
っ
た
時
や
、

転
入
・
転
出
な
ど
に
よ
り
、
納

付
方
法
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
際
は
随
時
お
知
ら
せ
し

「
領
収
証
」等
に
係
る

印
紙
税
の
非
課
税
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

事
業
者
の
皆
様
が
平
成
26
年

４
月
１
日
以
降
に
作
成
す
る

領
収
証
や
レ
シ
ー
ト
な
ど
の

「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取

書
」
に
係
る
印
紙
税
に
つ
い
て

は
、
記
載
さ
れ
た
受
取
金
額
が

こ
れ
ま
で
の
３
万
円
未
満
の
も

の
（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

か
ら
拡
大
さ
れ
、
５
万
円
未
満

の
も
の
に
つ
い
て
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
、

領
収
証
等
を
作
成
す
る
際
に
は
、

受
取
金
額
を
確
認
の
う
え
、
納

付
す
る
印
紙
税
額
に
誤
り
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
税
務
署

　

☎
０
２
８
２（
22
）０
８
８
５

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎（
40
）５
５
５
４

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証（
保
険
証
）が
更
新
さ

れ
ま
す

　

現
在
、
お
使
い
の
保
険
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
7
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
１

日
以
降
は
今
回
お
送
り
す
る
新

し
い
保
険
証
を
医
療
機
関
等
の

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

児
童
館
で
遊
ぼ
う
！

　
「
児
童
館
」
と
は
、「
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
」
で
す
。

　
「
あ
そ
び
」
を
通
し
て
健
康
な

体
と
豊
か
な
心
、
社
会
性
を
身

に
つ
け
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
小
学
生
対
象
の

行
事
で
は
、
製
作
、
児
童
館
ま

つ
り
、
ク
ッ
キ
ン
グ
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
対
象
の
活
動

も
あ
り
ま
す
。
親
子
ビ
ク
ス
で
は
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
体
を
動
か

し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
り
、
季

節
の
行
事
で
は
、
七
夕
ま
つ
り
、

ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会
な
ど
お
母
さ

ん
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。（
乳
幼

児
に
は
、
保
護
者
の
方
の
付
き

添
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

・  

行
事
の
参
加
料
は
無
料
で
す
。

・ 

定
員
が
あ
る
行
事
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
各
児
童
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
児
童
館

　
　

☎（
44
）８
４
２
０

　

石
橋
児
童
館

　
　

☎（
52
）１
１
２
９

　

国
分
寺
駅
西
児
童
館

　
　

☎（
44
）０
７
８
６

　

国
分
寺
姿
西
児
童
館

　
　

☎（
44
）９
３
１
８

　

国
分
寺
東
児
童
館

　
　

☎（
44
）２
６
０
４

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報
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平
成
26
年
全
国
消
費
実
態

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

■
全
国
消
費
実
態
調
査
と
は

　

家
計
の
構
造
を
「
所
得
」、「
消

費
」、「
資
産
」
の
３
つ
の
側
面

か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
家
計
の
収
入
・

支
出
及
び
貯
蓄
・
負
債
、
耐
久

消
費
財
、
住
宅
・
宅
地
な
ど
の

家
計
資
産
を
５
年
ご
と
に
調
査

し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
全
国
や
都

道
府
県
な
ど
の
詳
細
な
統
計

デ
ー
タ
と
し
て
国
や
地
域
社
会

に
密
着
し
た
消
費
者
行
政
、
福

祉
行
政
な
ど
に
役
立
つ
資
料
と

な
り
ま
す
。

■
調
査
実
施
方
法

　

全
国
の
世
帯
の
中
か
ら
一
定

の
統
計
上
の
抽
出
方
法
に
基
づ

い
て
選
ば
れ
た
約
５
万
６
千
世

帯
に
つ
い
て
、
９
月
か
ら
11
月

の
３
か
月
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
ら
れ
た
世

帯
に
は
、
県
知
事
よ
り
任
命
を

受
け
た
統
計
調
査
員
が
４
種
類

の
調
査
票
に
つ
い
て
調
査
の
ご

協
力
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

な
も
の

・  

き
の
こ
類　
（
別
途
相
談
）

■
検
査
申
込
方
法

①
検
査
は
予
約
制
の
た
め
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
来
庁
の
う

え
、
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
検
査
受
付
に
あ
た
り
、
事
前

説
明
を
受
け
、
ご
理
解
の
う
え

で
、
検
査
日
の
予
約
を
決
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
電
話
で

の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

③
検
査
予
約
日
に
、「
放
射
性

物
質
簡
易
検
査
の
同
意
及
び
検

査
依
頼
書
」
と
「
検
体
」
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
検
査
結
果

①
検
査
終
了
後
に
検
体
を
返
却

す
る
と
と
も
に
、
検
査
依
頼
者

に
口
頭
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
検
査
結
果
に
基
づ
く
、
証
明

書
等
の
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

③
検
査
結
果
の
公
表
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
関
係
機
関
に
情
報
提

供
し
ま
す
。

■
予
約
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
下
野
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
44
）４
８
８
３

食
品
等
の
放
射
性
物
質

簡
易
検
査
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
健

康
及
び
消
費
生
活
の
安
全
・
安

心
の
確
保
を
図
る
た
め
、
独
立

行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
放
射
性
物
質
検
査
機
器

（
簡
易
型
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト

ロ
メ
ー
タ
ー
）
１
台
の
貸
与
を

受
け
、
食
品
等
の
放
射
性
物
質

の
簡
易
検
査
（
無
料
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
検
査
内
容

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（Cs-134

・

Cs-137

）

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
成
人

の
方
（
身
分
証
（
免
許
証
等
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

■
検
査
で
き
る
数

　

１
人
１
回
あ
た
り
１
検
体

■
検
査
対
象
品

　

販
売
用
農
産
物
を
除
く
食
品

及
び
農
産
物
（
主
に
自
家
消
費

野
菜
等
）

■
検
査
対
象
外
品

・  

水
・
落
ち
葉
、
堆
肥
、
土
壌
、

飼
料
、
稲
わ
ら
等
の
食
品
以
外

・  

県
外
製
造
品
及
び
原
産
地
が

県
外
の
も
の

・  

販
売
、
製
造
元
、
原
材
料
の

産
地
、
採
取
場
所
等
が
不
明

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
・
商
業
統
計
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す

■
経
済
セ
ン
サ
ス
と
は

　

日
本
全
国
に
あ
る
す
べ
て
の

事
業
所
及
び
企
業
を
対
象
と
し

て
実
施
さ
れ
る
調
査
で
あ
り
、

「
経
済
の
国
勢
調
査
」
と
い
わ

れ
ま
す
。

　

事
業
所
・
企
業
の
基
本
的
構

造
を
明
ら
か
に
す
る
「
経
済
セ

ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
」
と
、
事

業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
の
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
「
経
済
セ

ン
サ
ス

－

活
動
調
査
」
の
２
つ

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

■
商
業
統
計
調
査
と
は

　

国
内
に
お
け
る
商
業
活
動
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

日
本
全
国
に
あ
る
す
べ
て
の
商

業
事
業
所
（
卸
売
業
、
小
売
業
）

を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
調
査

で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種

行
政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の

産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性
化

な
ど
の
地
域
域
行
政
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ

ま
す
。

■
調
査
実
施
方
法

　

統
計
調
査
員
が
直
接
、
企
業

及
び
事
業
所
へ
直
接
訪
問
し
調

査
票
を
配
付
し
ま
す
。
調
査
票

に
回
答
を
記
入
後
、
統
計
調
査

員
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
支
社
等
を
有
す
る
企
業
へ
は

国
、
都
道
府
県
が
民
間
事
業
者

を
通
じ
て
本
社
等
に
調
査
票
が

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

平
成
25
年
中
に
家
屋
を
新
築

等
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方
へ

　

平
成
25
年
中
に
家
屋
を
新
築
、

増
築
及
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ

れ
た
方
に
対
し
、
7
月
に
不
動

産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
送

付
さ
れ
た
方
は
、
納
期
限
7
月

31
日
㈭
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所
窓

口
に
て
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
税
事
務
所

　

不
動
産
取
得
税
担
当

　

☎
０
２
８
２（
23
）３
４
１
３

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職
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県
制
度
融
資「
中
小
企
業
季

節
資
金（
夏
季
資
金
）」融
資

利
用
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
本
年
度
も
、
中
小

企
業
の
皆
様
に
夏
季
の
運
転
資

金
の
融
資
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
融
資
対
象
者

　

県
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を

有
し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
中

小
企
業
及
び
事
業
協
同
組
合
等

■
資
金
の
使
い
み
ち

　

商
品
仕
入
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の

支
払
い
な
ど
の
季
節
的
な
運
転

資
金

■
融
資
条
件

・
融
資
額

　
　

企
業　

１
千
万
円
以
内

　
　

団
体　

１
億
円
以
内

・
融
資
利
率　

年
２
・
０
％
以
内

　
（
保
証
付
責
任
共
有
制
対
象

外
の
場
合
は
１
・
５
％
以
内
、

保
証
付
責
任
共
有
制
対
象
の
場

合
は
１
．
７
％
以
内
）

・
融
資
期
間

　

６
月
２
日
㈪
〜
11
月
４
日
㈫

■
申
込
先

　

県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
、

信
用
金
庫
及
び
信
用
組
合
の
営

業
店

■
申
込
締
切　

７
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先

■
対
象
者

　

現
在
こ
の
資
格
を
有
し
、
有

効
期
限
が
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
の
方
。

　

ま
た
は
、
有
効
期
限
が
平
成

26
年
３
月
31
日
で
切
れ
、
現
在

資
格
が
失
効
し
て
い
る
方
。

■
申
込
書
類

　

申
込
書
類
は
、
公
益
財
団
法

人
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

か
ら
本
人
あ
て
に
送
付
し
ま
し

た
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー　

研
修
課

　

☎
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７

平
成
26
年
度
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
の
お
知
ら
せ

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　

10
月
29
日
㈬

　

午
後
２
時
〜
４
時

　

栃
木
県
自
治
会
館

　

宇
都
宮
市
昭
和
１

－

２

－

16

■
申
込
受
付
期
間

　

８
月
31
日
㈰
ま
で

　
（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
込
書
類
の
配
布
場
所

　

及
び
場
所

　

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
県
経

営
支
援
課（
☎
０
２
８（
６
２
３
）

３
１
８
１
）

　

県
制
度
融
資
で
は
、
ほ
か
に

も
、
使
い
道
に
応
じ
て
各
種
資

金
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
更

新
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
の
更
新
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間　

７
月
31
日

㈭
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

回 日時 会場

第１回 10月１日㈬

午
後
２
時
〜
４
時

宇都宮市文化会館

第２回 10月７日㈫ 佐野市文化会館

第３回 10月12日㈰ 宇都宮市文化会館

第４回 10月15日㈬ 那須野が原ハーモニーホール
（大田原市）

第５回 10月21日㈫ 佐野市文化会館

第６回 10月22日㈬ 宇都宮市文化会館

　

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
及
び
下
水
道
課

（
☎（
48
）２
１
２
３
）で
配
布
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー　

研
修
課

　

☎
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７

　

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
試

験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試

験
講
習
会
及
び
模
擬
試
験

の
お
知
ら
せ

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
講
習
会
及
び
模
擬

試
験
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　

９
月
26
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

栃
木
県
自
治
会
館

　

宇
都
宮
市
昭
和
１

－

２

－

16

■
申
込
受
付
期
間

　

８
月
31
日
㈰
ま
で

　
（
当
日
消
印
有
効
）

■
試
験
講
習
会
申
込
書

　

申
込
書
類
は
、
公
益
財
団

法
人
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
及
び
下
水
道
課（
☎（
48
）

２
１
２
３
）で
配
布
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー　

研
修
課

　

☎
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７

　

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
試

験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ン
ト
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「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」

資
格
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

　
「
消
費
生
活
相
談
員
」
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
で
相
談

に
応
じ
る
た
め
に
必
要
な
知
識

と
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

こ
と
を
、
独
立
行
政
法
人
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
が
認
定
す
る
資

格
で
す
。

　

今
年
の
第
一
次
試
験
は
9
月

27
日
㈯
に
行
わ
れ
ま
す
。
年
齢
、

性
別
、
学
歴
等
を
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
受
験
で
き
ま
す
。
受
験

申
し
込
み
は
8
月
4
日
㈪
ま
で

で
す
。

　

受
験
要
綱
は
、
返
信
用
封

筒
（
長
形
3
号
の
封
筒
に
92
円

切
手
貼
付
、
宛
先
明
記
）
を
同

封
の
う
え
、
郵
便
に
て
左
記
宛

先
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
な

お
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
い
た
だ
け
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.kokusen.

go.jp/shikaku/shikaku.
htm
l

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
１
０
８

－
８
６
０
２

　

東
京
都
港
区
高
輪3-13-22

　

独
立
行
政
法
人　

国
民
生
活

セ
ン
タ
ー　

資
格
制
度
室

　
☎
０
３（
３
４
４
３
）７
８
５
５（
直
通
）

「
県
産
石
材
利
活
用
事
業
」

の
ご
案
内

　

県
で
は
、
県
産
石
材
の
需
要

拡
大
を
目
的
と
し
て
、
中
小
企

業
者
等
が
事
務
所
、
店
舗
等
の

新
築
、
増
改
築
ま
た
は
模
様
替

な
ど
に
県
産
石
材
を
利
活
用
す

る
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
県
産
石
材

　

県
内
で
産
出
さ
れ
た
大
谷
石
、

芦
野
石
ま
た
は
深
岩
石
が
対
象

■
申
請
対
象
者

　

県
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
、
店
舗
が
あ
る
次
の
方

（
１
）中
小
企
業
者

（
２
）商
店
街
振
興
組
合
又
は
商

店
会
等
の
団
体

（
３
）商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

■
補
助
要
件

　

中
小
企
業
者
等
が
行
う
事
務

所
等
の
新
築
、
増
改
築
ま
た
は

模
様
替
（
外
構
工
事
を
含
む
）、

そ
の
他
県
産
石
材
を
利
活
用
す

る
工
事
等
で
あ
っ
て
、
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
事
業

（
１
）
事
業
は
県
内
で
新
た
に

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

（
２
）
20
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
た

は
２
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
県

産
石
材
を
使
用
す
る
こ
と

停
電
後
の
水
の
濁
り
や

水
圧
低
下
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

夏
に
な
る
と
落
雷
に
よ
る
停

電
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

各
配
水
場
に
は
、
自
家
用
発

電
機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
停

電
に
な
っ
て
も
水
を
送
り
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
停
電

し
て
か
ら
発
電
機
の
電
源
に
切

り
替
わ
る
ま
で
多
少
の
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
は
停
電

直
後
か
ら
水
の
出
が
弱
く
な
っ

た
り
、
復
旧
後
に
水
が
濁
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

水
が
濁
っ
た
場
合
、
通
常
は

し
ば
ら
く
水
を
流
し
続
け
る
と

き
れ
い
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
き
れ
い
に
な
ら
な
い
場
合

は
、
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課

　

☎（
48
）２
１
２
１

（
３
）
補
助
対
象
工
事
が
、
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

（
４
）
県
産
石
材
の
一
般
へ
の

普
及
啓
発
効
果
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と

■
補
助
対
象
経
費

　

県
産
石
材
の
利
活
用
に
係
る

材
料
費
と
工
事
に
要
す
る
経
費

■
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
１
０
０
万
円
、
下

限
10
万
円
）

■
補
助
対
象
事
業
の
決
定

　

申
請
書
の
内
容
を
審
査
の
う

え
、
原
則
と
し
て
受
付
順
に
よ

り
決
定

■
申
請
方
法

①
補
助
金
交
付
要
領
及
び
申
請

書
の
様
式
を
県
工
業
振
興
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
添
付
書
類
と
と
も
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
額
の
合
計
額
が

予
算
額
に
達
し
た
と
き
は
、
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
産
業
労
働
観
光
部

　

工
業
振
興
課　

地
域
産
業
担
当

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
９
８

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
コ
ー
ナ
ー

　

市
で
は
、
定
期
的
に
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
大
松
山

公
園
ラ
ジ
オ
体
操
同
好
会
の
方

を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
認
知
症

の
方
へ
の
接
し
方
が
分
か
っ
た

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　　
　
　
　

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
受
講
者
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
と
な
り
ま
す
。
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か
特
別
な

こ
と
を
す
る
方
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
認
知
症
の
方
と
家
族
の
地

域
の
理
解
者
に
な
っ
て
頂
く
こ

と
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５
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ほ
っ
と
♥
介
護
教
室
の
ご
案
内

楽
ら
く
介
護

〜
プ
ロ
の
技
術
を
学
ぼ
う
〜

　

力
任
せ
の
介
護
は
、
介
護
さ

れ
る
人
も
介
護
を
す
る
人
も

…
。
今
回
は
、
機
能
回
復
の
専

門
家
で
あ
る
作
業
療
法
士
と
福

祉
用
具
の
専
門
家
が
タ
ッ
グ
を

組
み
、
楽
に
で
き
る
移
動
＆
移

乗
（
ベ
ッ
ト
か
ら
車
い
す
に
移

る
な
ど
）
の
方
法
や
最
新
の
福

祉
用
具
事
情
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

■
日
時　

８
月
７
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
参
加
対
象
者

　

市
内
在
住
で
、
興
味
の
あ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

い
し
ば
し

　
　

☎（
51
）０
６
３
３

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

み
な
み
か
わ
ち

　
　

☎（
44
）３
０
０
２

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

こ
く
ぶ
ん
じ

　
　

☎（
43
）１
２
２
９

が
ん
患
者
と
家
族
の

サ
ロ
ン
開
催（
８
月
）

　

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学

ん
だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を

持
っ
た
り
す
る
場
で
す
。

　

が
ん
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・

管
理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・

理
学
療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・

事
務
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
14
日
㈭

　

午
後
2
時
〜
4
時

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

新
館
２
階
会
議
室

■
テ
ー
マ

　

生
活
の
支
援
に
つ
い
て
①

　

〜
医
療
費
〜

■
内
容

　

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
、
リ
ラ

ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験
、・
自
由

な
語
り
合
い

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が

ん
相
談
支
援
室

　

☎（
58
）７
１
０
７

第
３
回
つ
る
カ
フ
ェ

市
民
講
座

　

地
域
包
括
ケ
ア
、
特
に
訪
問
看

護
の
可
能
性
を
、
市
民
と
一
緒
に

考
え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
13
日
㈰

　

開
演
午
後
２
時
〜

■
テ
ー
マ

　

地
域
を
た
が
や
す
訪
問
看
護

■
会
場

　

自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
情

報
研
修
セ
ン
タ
ー
大
講
堂

■
参
加
費

　

無
料（
事
前
申
込
不
要
）

■
内
容

・
第
1
部

　

 

講
演「
ど
ん
な
と
き
で
も
命

は
輝
く
」

　

 

演
者
：
秋
山
正
子
氏（
白
十

字
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

統
括
所
長
）

・
第
2
部

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
私
が
訪
問

看
護
に
魅
力
を
感
じ
る
理

由
」

・
第
3
部

　

気
軽
な
お
茶
会

　

 

ス
イ
ー
ツ
＆
飲
み
物
の
寄
付
、

大
歓
迎
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

つ
る
か
め
診
療
所

　
☎
０
８
０（
５
５
１
３
）６
０
１
１

募
集

交
通
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

　

下
野
市
で
は
、
児
童
等
の
通

行
の
安
全
確
保
の
た
め
交
通
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

2
名

■
勤
務
条
件

・  

賃
金
：
月
額
６
０
，
０
０
０

円
・  

勤
務
日
数
等
：
日
曜
、
休
日

を
除
く
毎
日
（
1
日
1
時
間

程
度
）

　

そ
の
他
、
交
通
安
全
啓
発
活

動
、
各
種
行
事
の
交
通
誘
導
、

研
修
、
会
議
等
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・  

採
用
時
期
：
平
成
26
年
9
月

〜
（
任
期
2
年
・
再
任
可
）

・  

立
哨
場
所
：

　

祇
園
小
学
校
学
区
内　

１
名

　

薬
師
寺
小
学
校
学
区
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名

■
仕
事
の
内
容

・  

児
童
、
園
児
等
の
登
校
時
の

安
全
な
誘
導

・  
歩
行
者
、
自
転
車
通
行
者
に

対
す
る
正
し
い
交
通
の
指
導

・  

交
通
安
全
に
関
す
る
啓
発
活

動
の
推
進

・  

催
し
物
等
の
各
種
行
事
に
お

け
る
交
通
の
整
理
誘
導

■
応
募
期
間

　

７
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮

■
応
募
資
格

・  

祇
園
小
学
校
学
区
内
・
薬
師

寺
小
学
校
学
区
内
ま
た
は
そ

の
付
近
に
居
住
す
る
者

・  

身
体
強
健
で
あ
っ
て
、
交
通

に
関
す
る
法
令
に
通
じ
、
か

つ
、
指
導
力
を
有
す
る
者

・  

交
通
安
全
活
動
に
関
心
が
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に

富
ん
で
い
る
者

・  

市
が
指
定
す
る
場
所
で
街
頭

交
通
指
導
が
で
き
る
者

・  

毎
日
の
立
哨
活
動
の
他
、
各

種
行
事
等
に
積
極
的
に
参
加

で
き
る
者

・  

平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
で

満
75
歳
未
満
の
者
（
75
歳
定

年
制
）

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
書

類
選
考
の
う
え
、
面
接
を
実
施

し
ま
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５
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平
成
27
年
度
下
野
市
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す

【
高
等
学
校
・
大
学
】

無
利
子
の
貸
付
で
す

■
受
付
期
間

　

9
月
1
日
㈪
〜
30
日
㈫

■
申
請
資
格

　
（
1
）
〜
（
6
）
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
す
方

（ 

１
）
高
等
学
校
（
高
等
専
門

学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後

期
課
程
及
び
専
修
学
校
の
高

等
課
程
を
含
む
）、
大
学
（
短

期
大
学
及
び
専
修
学
校
の
専

門
課
程
を
含
む
）
に
在
学
、

ま
た
は
入
学
し
よ
う
と
す
る

方
（ 

２
）
学
業
成
績
が
優
秀
で
意

欲
が
あ
り
、
品
行
方
正
な
方

（ 

３
）
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
方

（ 

４
）
確
実
な
連
帯
保
証
人
を

2
名
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

方
（
保
護
者
及
び
県
内
在
住

者
1
名
）

※
連
帯
保
証
人
は
、
独
立
の
生

計
を
営
ん
で
い
る
満
20
歳
以
上

の
方
で
、
市
税
を
完
納
し
て
い

る
方

（ 

５
）
保
護
者
が
下
野
市
に
１

年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

（ 

６
）
他
の
機
関
か
ら
奨
学
金

平
成
26
年
度
下
野
市
緊
急
在

学
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

【
高
等
学
校
・
大
学
】

無
利
子
の
貸
付
で
す

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り

家
計
に
著
し
い
影
響
を
受
け
た

た
め
、
修
学
が
困
難
に
な
っ
た

方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

７
月
１
日
㈫
〜

　
　
　

平
成
27
年
2
月
27
日
㈮

■
申
請
資
格

　
（
1
）
〜
（
6
）
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方

（ 

１
）
申
請
日
前
の
1
年
以
内
に
、

次
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が

発
生
し
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
修
学
の
継
続
が
困
難
な

方
　 　

主
た
る
家
計
支
持
者
が
、

死
亡
・
疾
病
・
失
職
・
被
災

等
に
よ
り
、
家
計
に
著
し
い

影
響
を
受
け
た
場
合

（ 

２
）
高
等
学
校
（
高
等
専
門

学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後

期
課
程
及
び
専
修
学
校
の
高

等
課
程
を
含
む
）、 
大
学
（
短

期
大
学
及
び
専
修
学
校
の
専

門
課
程
を
含
む
）
に
在
学
し

て
い
る
方

（ 

３
）
学
業
成
績
が
優
秀
で
意

欲
が
あ
り
、
品
行
方
正
な
方

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

の
給
付
ま
た
は
貸
付
を
受
け

て
い
な
い
方

■
貸
付
額（
無
利
子
）・

　

予
定
人
数

・
高
等
学
校
奨
学
生

　

月
額　

１
５
，
０
０
０
円

（
5
名
程
度
）

・
大
学
奨
学
生

　

月
額　

３
０
，
０
０
０
円

　
（
10
名
程
度
）

※
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、

3
月
に
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
貸
付
期
間

　

正
規
の
修
業
期
間

※
本
人
名
義
の
口
座
に
半
年
分

ま
と
め
て
年
2
回
振
込
み
ま
す
。

■
償
還
方
法

　

卒
業
後
1
年
間
据
置

　

据
置
期
間
後
、
貸
付
期
間
の

2
倍
の
期
間
内
に
償
還
（
年
賦

ま
た
は
半
年
賦
）

■
募
集
要
項
等
配
布
場
所

　

教
育
総
務
課
（
石
橋
庁
舎
2

階
）、
各
市
民
課
窓
口
、
各
図

書
館
、
各
公
民
館
、
生
涯
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
館

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

☎（
52
）１
１
１
７

（ 

４
）
確
実
な
連
帯
保
証
人
を

2
名
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

方
（
保
護
者
及
び
県
内
在
住

者
1
名
）

※
連
帯
保
証
人
は
、
独
立
の
生

計
を
営
ん
で
い
る
満
20
歳
以
上

の
方
で
、
市
税
を
完
納
し
て
い

る
方

（ 

５
）
保
護
者
が
下
野
市
に
1

年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

（ 

６
）
他
の
機
関
か
ら
奨
学
金

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

の
給
付
ま
た
は
貸
付
を
受
け

て
い
な
い
方

■
貸
付
額（
無
利
子
）

・
高
等
学
校
奨
学
生

　

月
額　

１
５
，
０
０
０
円

・
大
学
奨
学
生

　

月
額　

３
０
，
０
０
０
円

■
貸
付
期
間

　

正
規
の
修
業
期
間

※
本
人
名
義
の
口
座
に
半
年
分

ま
と
め
て
年
2
回
振
込
み
ま
す
。

■
募
集
要
項
等
配
布
場
所

　

教
育
総
務
課
、
各
市
民
課
窓

口
、
各
図
書
館
、
各
公
民
館
、

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

☎（
52
）１
１
１
７

動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　

子
犬
の
し
つ
け
や
シ
ャ
ン

プ
ー
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
〝
犬
〞
に
つ
い

て
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

７
月
23
日
㈬
ま
た
は
25
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
開
催
場
所

　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン

タ
ー

■
対
象
者

　

小
学
４
年
生
〜
中
学
２
年
生

の
方
と
そ
の
家
族
な
ど
（
小
学

生
は
原
則
と
し
て
親
子
２
〜
３

名
１
組
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。）

■
定
員

　

各
回
10
組
（
20
名
）
程
度

■
申
込
期
間

　

７
月
７
日
㈪
〜
11
日
㈮

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。（
な
お
、
初

回
受
講
者
を
優
先
と
し
ま
す
。）

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン

タ
ー
普
及
指
導
課

　

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８
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下
野
市
文
化
芸
術
活
動
拠

点
整
備
検
討
委
員
会
の
委

員
を
公
募
し
ま
す

■
委
員
の
内
容

　

文
化
芸
術
施
設
整
備
に
関
し

て
検
討
す
る
た
め
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
審
議
が
終
了

す
る
ま
で

■
会
議
開
催
回
数

　

年
４
回
程
度

■
報
酬

　

日
額　

６
，
０
０
０
円

■
公
募
人
数　

３
名

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原

則
と
し
て
20
歳
以
上
の
方

② 

原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設

置
す
る
他
の
審
議
会
等
の
委

員
で
な
い
こ
と

③ 

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

④
任
期
中
継
続
で
き
る
方

⑤ 

下
野
市
の
議
員
及
び
職
員
で

な
い
こ
と

■
応
募
方
法

　

下
野
市
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
で
配
布
し
て
い
る
応
募
用

紙
、
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・ 

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・ 

保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

・ 

保
育
士

 

時
給
１
，
０
５
０
円

・ 

保
健
師

 

時
給
１
，
１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う

ち
７
時
間
45
分
（
休
憩
時
間
60

分
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休

み※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

り■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資

格
証
の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

－

０
５
９
４

　

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

　

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

７
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

　
（
た
だ
し
郵
送
に
よ
る
場
合

は
当
日
消
印
有
効
。
教
育
総
務

課
窓
口
受
付
は
土
・
日
・
祝
祭

日
を
除
く
、
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
）

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結

果
は
ご
本
人
あ
て
直
接
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

－

０
５
９
４

　

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
4

　

下
野
市
教
育
委
員
会

　

教
育
総
務
課

　

☎（
52
）１
１
１
７

　

（
52
）２
６
２
４

　

 kyouikusoum
u@
city.

shim
otsuke.lg.jp

下
野
ブ
ラ
ン
ド
カ
フ
ェ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
「
下
野
市
を
も
っ
と
盛
り
あ

げ
て
い
き
た
い
」と
い
う
思
い

の
あ
る
人
が
出
会
い
、
つ
な
が

る
き
っ
か
け
と
し
て
、
下
野
ブ

ラ
ン
ド
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
の
よ
う
な
気
軽
な
雰

囲
気
の
中
、
お
茶
や
お
菓
子
を

口
に
し
な
が
ら
自
由
に
話
し
合

い
等
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
６
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
会
場

　

道
の
駅
し
も
つ
け

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

■
参
加
費

　

１
０
０
円（
お
茶
代
）

■
定
員　

40
名（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
直
接
持
参

も
し
く
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
、
商
工
観
光
課

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

　

☎（
48
）２
１
１
２

　

（
48
）１
４
２
４

　

 syoukoukankou@
city.

shim
otsuke.lg.jp
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下
野
ス
イ
ー
ツ
＆

ブ
レ
ッ
ド
グ
ル
メ
フ
ェ
ア

出
店
者
の
募
集

　

下
野
市
は
特
産
品
の
か
ん

ぴ
ょ
う
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
や

和
菓
子
を
は
じ
め
、
市
内
外
の

方
々
に
人
気
の
高
い
和
洋
菓
子
、

パ
ン
が
数
多
く
揃
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
下
野
市
の
ス
イ
ー

ツ
の
魅
力
を
市
内
外
に
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
「
下
野
ス
イ
ー
ツ

＆
ブ
レ
ッ
ド
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
」

を
年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
く
だ
さ
る
お
店
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
自
慢
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し

て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

11
月
15
日
㈯
〜
16
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
会
場　

道
の
駅
し
も
つ
け
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

■
主
催　

下
野
市
、
㈱
道
の
駅

し
も
つ
け

■
販
売
品
目

　

和
洋
菓
子
、
パ
ン

■
出
店
条
件

　

下
野
市
内
で
和
洋
菓
子
ま
た

は
パ
ン
を
製
造
し
て
い
る
事
業

者■
出
店
料　

売
上
の
５
％

橋
庁
舎
市
民
課
窓
口

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（

 http://w
w
w
.city.

shim
otsuke.lg.jp

）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

下
野
市
都
市
計
画
審
議
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

■
審
議
会
の
内
容

　

下
野
市
都
市
計
画
審
議
会
条

例
の
規
定
に
よ
り
、
市
長
等
か

ら
諮
問
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

調
査
審
議
を
し
ま
す
。

■
委
員
の
任
期

　

平
成
26
年
11
月
１
日
〜
平
成

30
年
10
月
31
日
（
４
年
間
）

■
会
議
開
催
回
数

　

年
２
、３
回
程
度

■
報
酬

　

日
額
６
，０
０
０
円
（
た
だ
し
、

委
員
長
は
７
，
０
０
０
円
）

■
応
募
資
格

1
． 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、

20
歳
以
上
の
方

2
． 

下
野
市
で
設
置
す
る
他
の

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ

と
。

3
． 

開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席

で
き
る
こ
と
。

（
当
日
の
売
上
金
は
、
終
了
時

に
店
舗
毎
に
ま
と
め
て
い
た
だ

き
、
道
の
駅
し
も
つ
け
に
入
金

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
こ
か

ら
出
店
料
及
び
振
込
手
数
料
を

差
し
引
い
た
金
額
を
各
店
の
口

座
に
後
日
振
込
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

■
備
品
等

　

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
イ
ベ
ン
ト

ワ
ゴ
ン
（
原
則
ど
ち
ら
か
１
台
）

及
び
店
舗
表
示
の
看
板
は
用
意

し
ま
す
。
そ
の
他
、
ケ
ー
キ

ト
レ
イ
、
価
格
表
示
の
ポ
ッ
プ
、

釣
り
銭
、
ケ
ー
キ
箱
、
袋
等
は

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
決
定
に
つ
い
て

　

事
務
局
で
審
査
の
う
え
決
定
。

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
事

務
局
で
審
査
の
う
え
抽
選
に
よ

り
決
定

■
応
募
方
法

　

出
店
要
項
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添

付
し
、
商
工
観
光
課
へ
直
接
持

参
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分■
応
募
締
切　

８
月
22
日
㈮

■
出
店
要
項
等
配
布
場
所

　

商
工
観
光
課
（
南
河
内
図
書

館
２
階
）、
国
分
寺
庁
舎
・
石

4
． 

下
野
市
議
会
議
員
及
び
下

野
市
の
職
員
で
な
い
こ
と
。

■
募
集
人
数　

3
名

■
応
募
方
法

　

都
市
計
画
課
で
配
付
し
て
い

る
応
募
用
紙
、
も
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
都
市
計
画

課
ま
で
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
期
間

　

７
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

　

午
後
5
時
15
分
ま
で
（
必
着
）

※
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合

は
当
日
消
印
有
効
、
都
市
計
画

課
窓
口
受
付
は
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分

■
選
考
結
果

　

選
考
の
結
果
は
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課

　

☎（
48
）２
１
１
４

栃
木
県
芸
術
祭

文
芸
賞
作
品
募
集

　

平
成
26
年
度
第
68
回
栃
木
県

芸
術
祭
文
芸
賞
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
作
品

　

創
作
、
随
筆
、
詩
、
短
歌
、

俳
句
、
川
柳

■
応
募
条
件

　

高
校
生
以
上
の
県
内
在
住
者
、

勤
務
（
通
学
）
者
及
び
本
県
出

身
者
で
未
発
表
の
作
品

■
応
募
締
切　

7
月
18
日
㈮

　

当
日
消
印
有
効

■
募
集
要
項

　

県
文
化
協
会
、
各
市
町
教
育

委
員
会
、
図
書
館
、
公
民
館
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
市
町
文

化
協
会
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
０

－

８
５
３

　

宇
都
宮
市
本
町
1

－

8
栃
木

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　

栃
木
県
文
化
協
会
事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
４
３
）５
２
８
８
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平
成
26
年
度
統
計
グ
ラ
フ

栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
募
集

　

県
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
及
び
一
般
の

方
を
対
象
に
統
計
グ
ラ
フ
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

■
課
題

　

自
由
。
た
だ
し
、
小
学
校
４

年
生
以
下
の
児
童
の
応
募
に
つ

い
て
は
、
児
童
が
自
ら
観
察
ま

た
は
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ

に
し
た
も
の
と
す
る
。

■
用
紙
の
大
き
さ

　

Ｂ
２
判
（
仕
上
げ
寸
法
72
・

８
㎝
×
51
・
５
㎝
）
縦
・
横
ど

ち
ら
で
も
可
。（
貼
り
合
わ
せ

で
も
Ｂ
２
判
で
あ
れ
ば
可
）

■
紙
質
・
色
彩

　

自
由
。
た
だ
し
、
裏
面
の
板

張
り
（
パ
ネ
ル
仕
上
げ
）、
表

面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
は
不
可
。

■
応
募
点
数

　

１
人
で
何
点
で
も
応
募
可
。

た
だ
し
、
２
枚
以
上
に
わ
た
る

「
シ
リ
ー
ズ
作
品
」
は
不
可
。

■
合
作
の
人
数

　

１
つ
の
作
品
に
つ
い
て
５
人

以
内
。

■
そ
の
他

　

第
三
者
が
作
成
し
た
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
な
ど
は
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

■
送
り
先

　

栃
木
県
統
計
課

　

〒
３
２
０

－

８
５
０
１

　

宇
都
宮
市
塙
田
１

－

１

－

20

■
締
切
日

　

９
月
３
日
㈬
栃
木
県
統
計
課

必
着

※
入
賞
作
品
の
発
表
は
９
月
下

旬
に
行
い
、
12
月
17
日
開
催
の

「
栃
木
県
統
計
大
会
」
に
お
い

て
表
彰
し
ま
す
。

　

な
お
、
優
秀
作
品
は
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
ま
す
。

■
主
催

　

栃
木
県
、
栃
木
県
教
育
委
員

会
、
栃
木
県
統
計
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
統
計
課

　
☎
０
２
８（
６
２
３
）２
２
４
２ 

※
詳
し
く
は
栃
木
県
統
計
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://w
w
w
.pref.

tochigi.lg.jp/c04/pref/
toukei/toukei/top.htm

l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

自
治
医
科
大
学
第
43
回
薬く
す
師し

祭さ
い
の
お
知
ら
せ

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

　

は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
自
治

医
科
大
学
医
学
部
5
年
の
谷
勇

輝
と
申
し
ま
す
。
第
43
回
自
治

医
科
大
学
薬
師
祭
実
行
委
員
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
、「
薬
師

祭
」
と
は
自
治
医
科
大
学
で
毎

年
開
催
し
て
い
る
学
園
祭
で
あ

り
、
今
年
は
10
月
10
日
㈮
、
11

日
㈯
、
12
日
㈰
の
３
日
間
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。
毎
年
医
療

展
や
花
火
、
模
擬
店
、
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
な
ど
を
企
画
し
、
学
生
や
教

職
員
の
み
な
ら
ず
地
域
の
皆
様

方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
の
薬
師
祭
の

テ
ー
マ
は
『
一
蓮
托
笑
〜
寝
て

も
覚
め
て
も
お
祭
り
騒
ぎ
〜
』

で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
は
３
日
間

全
日
が
楽
し
く
、
皆
が
笑
顔
に

な
る
薬
師
祭
を
目
指
し
た
い
と

い
う
も
の
で
、
第
43
回
薬
師
祭

実
行
委
員
会
一
同
、
日
々
模
索

し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

記
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
参
加

申
し
込
み
期
限
は
７
月
５
日
㈯

ま
で
と
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

方
の
ご
参
加
、
ご
来
場
を
学
生

一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

○
一
般
企
画
部
門
長

　

医
学
部
４
年　

内
田 

晃
史

　
☎
０
７
０（
２
１
５
２
）２
９
３
２

　

 ippann-kikaku@
jichi.

ac.jp

■
協
賛
店
の
募
集

　

毎
年
薬
師
祭
に
て
、
多
く
の

企
業
、
市
民
の
皆
様
方
か
ら
協

賛
金
・
協
賛
品
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
今
年
度
も
協
賛
店

を
募
集
し
ま
す
。
協
賛
し
て
い

た
だ
い
た
方
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
ご
協
賛
い
た
だ
け
る

場
合
は
左
記
連
絡
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
資
料
を

お
送
り
し
ま
す
。
皆
様
の
絶
大

な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

○
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
部
門
長

　

医
学
部
５
年　

青
木 

優
一

　
☎
０
９
０（
８
５
８
９
）８
２
４
４

　

 ya31012@
gm
ail.com

■
バ
ザ
ー
物
品
提
供
の
お
願
い

　

今
年
度
も
薬
師
祭
で
は
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
利
益
は
全
額
、
福
祉
・

医
療
関
係
団
体
等
へ
の
寄
付
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
バ
ザ
ー
物
品
の
提
供
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ご
都
合

が
合
う
日
時
に
こ
ち
ら
か
ら
回

収
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
バ
ザ
ー
部
門
長

　

医
学
部
2
年　

小
川　

誠

　
☎
０
７
０（
２
１
５
２
）３
０
０
２

　

 kusushibazaar43@
gm
ail.com

■
一
般
企
画
参
加
団
体
募
集
の

　

お
知
ら
せ

　
「
一
般
企
画
」
に
参
加
し
て

く
だ
さ
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

「
一
般
企
画
」
と
は
、
自
治
医

科
大
学
内
外
の
方
か
ら
募
集
す

る
企
画
で
、
申
請
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
10
月
11
日
・
12
日
の
2

日
間
に
つ
い
て
の
参
加
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
場
合
は
、
左

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集
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石
橋
地
区
消
防
組
合

職
員
募
集

　

詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
採
用
予
定
職
種　

消
防
吏
員

（
消
防
・
救
急
救
命
士
）

■
採
用
予
定
人
員　

８
名
程
度

■
受
験
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

○
消
防

　

平
成
１
年
４
月
２
日
〜
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

○
救
急
救
命
士

　

平
成
１
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
救
急
救
命
士

の
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し
、

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い

方〈欠
格
条
項
〉

・ 

成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保

佐
人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

・ 

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
の
方

ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

・ 

石
橋
地
区
消
防
組
合
職
員
と

し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経

過
し
な
い
方

部※
第
1
次
試
験
合
格
者
に
第
2

次
試
験
の
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部　

総
務
課

　

☎（
53
）０
５
０
９

　

 http://w
w
w
.119-ifd.

or.jp/

集
ま
れ
!!

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

〜
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
提
供
会
員
の
募
集
〜

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
援

助
を
受
け
た
い
「
依
頼
会
員
」

と
援
助
を
行
う
「
提
供
会
員
」

に
よ
る
、
子
育
て
を
支
え
あ
う

会
員
組
織
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
会
員
募
集
を
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

・ 

依
頼
会
員
…
下
野
市
に
在
住

ま
た
は
在
勤
者
で
、
生
後
６
か

月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

・ 

提
供
会
員
…
下
野
市
内
に
在

住
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
積

極
的
に
援
助
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
20
歳
以
上
の
方
（
提

供
会
員
は
次
の
研
修
会
の
受
講

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

・ 

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破

壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党

そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま

た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

※
緊
急
時
の
出
動
に
対
応
す
る

た
め
、管
内
（
下
野
市
・
壬
生
町
・

上
三
川
町
）
に
住
所
を
有
す
る

か
、
採
用
後
に
管
内
に
転
居
で

き
る
方
の
応
募
を
希
望
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

７
月
31
日
㈭
ま
で

　

申
込
書
は
、
消
防
本
部
・
石

橋
消
防
署
・
壬
生
分
署
・
上
三

川
分
署
・
安
塚
分
遣
所
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

返
信
用
封
筒
（
Ａ
4
対
応
角
２

封
筒
に
宛
先
を
明
記
し
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
。）
を

同
封
し
、
封
筒
の
表
に
「
試
験

案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
1
次
試
験
（
日
時
・
会
場
）

　

９
月
21
日
㈰

　

教
養
試
験
：

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜

　

白
鷗
大
学
（
小
山
市
）

　

体
力
試
験
：

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

セ
ン
タ
ー
で
は
提
供
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
研
修

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
基
礎
研
修

・
日
程

　

７
月
29
日
、
８
月
18
日
、

　

９
月
18
日
、
10
月
20
日
、

　

11
月
17
日
、
12
月
18
日
、

　

１
月
28
日
、
２
月
27
日
、

　

３
月
２
日

　

の
内
い
ず
れ
か
1
日

・
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

・
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

・
参
加
費　

無
料

・
定
員　

10
名
程
度

・
申
込　

随
時
受
付

　

基
礎
研
修
会
の
他
に
、
実
習

を
行
い
ま
す
。
日
程
や
時
間
は

人
数
に
よ
り
調
整
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う
ゆ

う
館
内
）

　

☎（
44
）１
１
７
６

エ
ン
ジ
ョ
イ
ネ
イ
チ
ャ
ー

初
心
者
の
た
め
の
登
山
教
室

　

初
心
者
を
対
象
に
、
登
山
の

基
礎
知
識
・
基
礎
技
術
の
習
得

を
目
的
に
那
須
登
山
を
実
施
し

ま
す
。
今
回
は
南
月
山
方
面
を

歩
く
予
定
で
す
。

■
主
催　

な
す
高
原
自
然
の
家

■
実
施
日

　

９
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰

　

１
泊
２
日

■
場
所　

な
す
高
原
自
然
の
家

■
対
象

　

県
内
在
住
の
成
人
（
健
康
に

不
安
の
な
い
方
、
登
山
経
験
の

少
な
い
方
）

■
定
員　

25
名
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費　

７
，
５
０
０
円

■
申
込
期
間

　

７
月
20
日
㈰
〜
８
月
20
日
㈬

必
着

■
申
込
方
法

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で

〔
参
加
者
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

性
別
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
〕
を
明
記
し
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
５

－

０
３
０
１

　

那
須
郡
那
須
町
湯
本
１
５
７

　

な
す
高
原
自
然
の
家

　

☎
０
２
８
７（
76
）６
２
４
０

　

０
２
８
７（
76
）６
２
４
１
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《
お
こ
と
の
一
日
体
験
》

参
加
者
募
集

（
市
民
活
動
補
助
事
業
）

　

あ
な
た
も
繊
細
で
美
し
い
和

の
響
き
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

だ
れ
に
で
も
弾
け
ま
す
。

■
日
程
・
募
集
人
数

　

８
月
２
日
㈯

・
午
前
の
部　

10
名

　

小
・
中
・
高
校
コ
ー
ス

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

・
午
後
の
部

　

一
般
コ
ー
ス

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
会
場

　

国
分
寺
公
民
館

■
対
象

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

■
講
師

　
《
山
田
流
》

　

近
藤　

美
智
子　

氏

■
参
加
費　

無
料

　

琴
爪
貸
与
、
楽
譜
プ
レ
ゼ
ン

ト■
申
込
締
切

　

７
月
31
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

樹
陽
会

　
☎
０
８
０（
１
１
６
８
）１
９
５
２

相
談

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、

嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
専
用
電
話

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０（
７
７
１
）２
０
８

■
受
付
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
（
日
曜
、
祝
日
、
8
月
10
日

〜
8
月
17
日
、
12
月
27
日
〜
1

月
4
日
を
除
く
）

■
費
用　

無
料

■
そ
の
他

　

匿
名
可
、
秘
密
厳
守

※
本
相
談
事
業
は
、
厚
生
労
働

省
の
平
成
26
年
度
社
会
福
祉
推

進
事
業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人

　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
３（
５
７
７
７
）１
８
０
２

カ
カ
シ
を
作
成
し
て

み
ま
せ
ん
か

　

古
山
の
か
か
し
祭
り
実
行
委

員
会
が
開
催
す
る
「
古
山
の
か

か
し
祭
り
」
で
は
、
カ
カ
シ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
８
回
目
を
迎
え
、
８

月
24
日
に
は
、
皆
様
の
投
票
に

て
各
賞
が
決
定
し
、
賞
金
等
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
模

擬
店
も
出
店
し
、
午
後
２
時
か

ら
は
嵐
除
け
の
お
祭
り
を
子
ど

も
た
ち
の
参
加
に
よ
り
行
い
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
参
加
さ
れ
た
子
ど
も
達
に

は
、
お
守
り
・
菓
子
等
を
配
付

し
ま
す
。

■
カ
カ
シ
作
品
募
集
期
間

　

８
月
８
日
㈮
〜
16
日
㈯

　

下
古
山
星
宮
神
社
社
務
所
へ

　
（
期
間
外
の
搬
入
も
可
能
）

■
展
示
期
間

　

８
月
18
日
㈪
〜
９
月
下
旬

■
本
祭
り
日
時
・
場
所

　

８
月
24
日
㈰　

午
前
10
時
〜

　

星
宮
神
社
境
内

■
問
い
合
わ
せ
先

　

事
務
局
（
星
宮
神
社
）

　

☎（
53
）１
７
０
６

無
料
調
停
相
談
会

■
日
時

　

７
月
７
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所

　

宇
都
宮
市
役
所
14
階
大
会
議

室■
相
談
内
容

　

交
通
事
故
、金
銭
の
貸
借
（
消

費
者
金
融
、
そ
の
他
）、
土
地
・

建
物
の
問
題
、
相
続
、
離
婚
、

扶
養
、
そ
の
他
民
事
・
家
事
に

関
す
る
一
切
の
相
談

■
問
い
合
わ
せ
先

○
民
事
に
関
す
る
こ
と

　

宇
都
宮
簡
易
裁
判
所

　

☎
０
２
８（
３
３
３
）０
０
３
０

○
家
事
に
関
す
る
こ
と

　

宇
都
宮
家
庭
裁
判
所

　

☎
０
２
８（
３
３
３
）０
０
４
２

借
金
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

借
金
問
題
で
お
困
り
の
方
か

ら
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

　

個
人
の
秘
密
は
必
ず
守
り
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
受
付
日
時

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
５
時

■
相
談
方
法

　

電
話
ま
た
は
面
談

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
２
８（
６
３
３
）６
２
９
４

（
多
重
債
務
相
談
専
用
電
話
）

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、

開
発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す

る
書
類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。

ま
た
成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い

て
の
相
談
な
ど
。

■
日
時　

７
月
24
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

4
名

　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分

間■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

高
山　

久

　

☎（
53
）１
６
７
２
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司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、

売
買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登

記
関
係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁

判
手
続
き
関
係
（
１
４
０
万
円

を
超
え
な
い
簡
易
裁
判
所
の
民

事
裁
判
手
続
き
）、
成
年
後
見

関
係

■
日
時

　

７
月
23
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
厚
生
室

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分

間
（
予
約
制
）

■
予
約
先

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
21
）６
３
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
３
３
１
１

－

23
　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支

部　

監
事　

小
杉
孝
一

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
21
）６
３
１
２

○
下
野
市
医
大
前
３

－

10

－

13

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支

部　

支
部
長　

飯
島
陽
子

　

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
44
）４
９
１
７

就
職

裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職

試
験（
高
卒
者
試
験
）

　

平
成
26
年
度
裁
判
所
職
員
採

用
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
）
を

実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以
内

の
方
及
び
平
成
27
年
３
月
ま
で

に
高
等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
方
（
平
成
26
年
４
月
１

日
に
お
い
て
中
学
校
卒
業
後
２

年
以
上
５
年
未
満
の
方
も
受
験

可
）

■
受
付
期
間

　

７
月
15
日
㈫
〜
24
日
㈭

■
試
験
日

　

９
月
14
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
人
事
第
一
係

　

☎
０
２
８（
３
３
３
）０
０
０
５

「
動
く
知
更
相
」を

実
施
し
ま
す

　

遠
隔
地
等
の
た
め
、
と
ち
ぎ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
に
対
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
来
所
し
、
療
育
手
帳
の
再
判

定
を
行
う
ほ
か
、
本
人
や
保
護

者
の
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
必

要
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
等
に
は
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

８
月
８
日
㈮
午
前
10
時
〜

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

き
ら
ら
館

■
内
容

　

①
療
育
手
帳
の
再
判
定

　

②
そ
の
他
生
活
相
談
等

※
新
規
の
療
育
手
帳
の
判
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

　

18
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者

及
び
そ
の
保
護
者
、
関
係
機
関

等
で
相
談
を
必
要
と
す
る
方

■
申
込
締
切

　

7
月
30
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

県
南
産
業
技
術
専
門
校

「
技
能
講
習
会
」の
開
催

■
申
込
締
切

　

各
講
座
開
催
日
の
１
週
間
前

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専

門
校
（
足
利
市
多
田
木
町
76
）

　

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

「
若
年
求
職
者
バ
ウ
チ
ャ
ー

事
業
」利
用
者
募
集

　

県
で
は
、「
若
年
求
職
者
バ

ウ
チ
ャ
ー
（
職
業
訓
練
利
用

券
）」
の
利
用
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
35
歳
未
満
の
若
者
及

び
35
歳
以
上
45
歳
未
満
の
就
労

不
安
定
な
方
を
対
象
に
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、

職
業
訓
練
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
た
場
合
、
訓
練
費
用
の
２
分

の
１
（
上
限
７
５
．
０
０
０
円
）

を
助
成
す
る
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
交

付
し
、
若
者
が
自
ら
コ
ー
ス
を

選
択
し
て
民
間
職
業
訓
練
を
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
雇
用

保
険
に
お
け
る
教
育
訓
練
給
付

金
制
度
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
等
い
く
つ
か
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ

モ
ー
ル
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
６

「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
と
ち
ぎ
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://w
w
w
.tochigi

‐

w
ork2.net/

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

講座名 定員 実施期間 受講料

アーク溶接特別教育① 20
７月 23 日㈬～ 25 日㈮
午前９時～午後５時

4,950 円

オフィス２０１３への
乗り換えガイド

14
８月５日㈫～６日㈬
午前９時～午後４時

3,520 円

※受講料は栃木県収入証紙でお支払いください。
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
一
度
入
力

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
が

一
定
時
間
有
効
な
ま
ま
に
な
っ
て

い
て
、
子
ど
も
が
ゲ
ー
ム
の
有
料

ア
イ
テ
ム
を
購
入
で
き
て
し
ま
っ

た
、
ま
た
子
ど
も
が
大
人
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
勝
手
に
持
ち
出

し
て
番
号
を
入
力
し
て
し
ま
っ
た

な
ど
、
16
歳
未
満
の
子
ど
も
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
関
す
る

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理
に

は
十
分
注
意
を
し
、
子
ど
も
に
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
し
く
み
等
を

教
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

　

下
野
市
絹
板
の
観
音
堂
に

安
置
さ
れ
て
い
る
百
体
の
観

音
菩
薩
は
、
子
授
け
、
安
産
、

子
育
て
の
観
音
様
で
す
。

　

昔
か
ら
、
月
の
19
日
に
女

性
が
集
ま
り
、
安
産
を
祈
願

し
た
十
九
夜
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
観
音
像
は
、

西
国
、
秩
父
、
坂
東
の
霊
場

1
0
0
か
所
の
観
音
像
を
模

造
し
た
も
の
で
、
中
尊
十
一

面
観
音
立
像
墨
書
銘
に
よ
る

と
、
江
戸
時
代
末
期
の
嘉
永

元
年
の
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
毎
年
8
月
9
日
堂

内
に
お
い
て
護
摩
焚
き
を
行

い
無
病
息
災
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

　

参
拝
者
は
こ
の
護
摩
焚
き

の
風
に
あ
た
り
無
病
息
災
を

祈
り
ま
す
。　

　

ま
た
特
に
妊
婦
は
こ
の
風

に
あ
た
る
と
お
産
が
軽
く
て

す
む
と
言
わ
れ
て
お
り
、
観

音
の
前
に
灯
さ
れ
短
く
な
っ

た
ロ
ー
ソ
ク
を
い
た
だ
い
て

帰
り
、
お
産
の
お
守
り
と
し

て
い
ま
す
。

　

十
一
面
観
音
の
両
側
に
並

ぶ
聖
観
音
・
如
意
輪
観
音
・

馬
頭
観
音
は
安
産
・
子
育
て

の
守
護
仏
と
し
て
信
仰
を
集

め
て
い
る
よ
う
で
す
。

※
資
料　

公
益
社
団
法
人　

栃
木
県
観
光
物
産
協
会

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
ひ
」で
す

くらしの情報くらしの情報

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の

決
済
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
い
ま
す
!

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階

生
活
安
全
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２枚の写真には違っている

ところが３つあります。

見つけてみてください。

（印刷の汚れは除く。）

※答えは 55ページ

トウサワトラノオ保全地の様子▶

まちがいさがし

わかるかな？

「
14
％
」

科
学
技
術
研
究
者
に
占
め
る

女
性
の
割
合

　

リ
ケ
ジ
ョ
と
呼
ば
れ
る
理
工

系
の
女
性
の
活
躍
は
、
大
学
・

研
究
所
等
の
研
究
機
関
に
加
え

て
、
民
間
企
業
や
起
業
に
よ
る

活
躍
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

科
学
技
術
分
野
は
、
女
性
の

活
躍
が
進
ん
で
い
な
い
分
野
の

一
つ
で
す
。
研
究
者
の
う
ち
女

性
の
占
め
る
割
合
は
、
20
年
間

で
約
２
倍
に
は
な
っ
た
も
の
の
、

平
成
24
年
で
14
・
０
％
で
あ
り
、

先
進
国
の
中
で
も
低
い
割
合
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
産
自
動
車
の
例
で
は
、
平

成
25
年
入
社
の
技
術
系
新
卒
採

用
の
女
性
比
率
は
20
％
で
あ
り
、

取
組
の
結
果
、
活
躍
す
る
女
性

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
増
加
傾
向
に
あ

る
よ
う
で
す
（
内
閣
府
「
共
同

参
画
」
に
よ
る
）。

　

女
性
研
究
者
に
現
在
の
職
業

を
選
ん
だ
理
由
を
尋
ね
た
結
果

に
よ
る
と
、「
そ
の
職
業
で
活

躍
す
る
身
近
な
知
人
に
あ
こ
が

れ
た
」
と
い
う
回
答
が
20
代
女

性
で
突
出
し
て
お
り
、
女
性
研

究
者
や
技
術
者
が
増
え
る
こ
と

で
相
乗
効
果
的
に
女
性
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

男
女
共
同
参
画
社
会
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

６ ７ ８ ９ 10 11 12
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
13 14 15 16 17 18 19
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
20 21 22 23 24 25 26
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
27 28 29 30 31
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　毎日、18時～23時
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平　日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

８日(火) 旧石橋町建設課車庫（石橋841-3）
15日(火) 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
16日(水) ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
　7月1・8・15日、8月5・12日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談　7月22日㈫
法律相談　7月10日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
　7月7・14日・8月4・11日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　7月28日㈪
法律相談　8月7日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
　7月4・11・18日、8月1・8日

　（いずれも金曜日）
児童母子相談　7月25日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

７
月 花広場 下野市商工会

８
月
天平公園

下野市職員組合
花広場

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　７月31日(木)
固定資産税・都市計画税 第2期
国民健康保険税 第1期
介護保険料 第1期
後期高齢者医療保険料 第1期
■納期　７月31日(木)
国民年金保険料 6月分

　メールで気象情（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情
報などを配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

くらしの情報

日時 12 ･ 26日㈯
場所 12 日　南河内児童館

26日　ゆうゆう館　

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
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市
内
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中
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は
こ
ち
ら
か
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h
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tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

7
July



2

平成26年度
第1次市民活動補助事業が
決定しました

今年度の補助決定事業は、11 事業です。昨年度より 4
事業増加しており、まちづくりの原動力となる市民活
動が活発になっています。

4
6
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金のご案内
「下野市」がもっと愛されるように
第３回下野ブランド認定品を募集します
7
8
10

下野市職員採用試験のご案内　平成 27年４月採用
まちの話題
地域で活躍している自治会長さんを紹介します

11
12
13

国際交流員ザブリーナ・リンのコラム
教えて！ 自治基本条例「基本理念及び基本原則」
7月～8月は市町村税徴収強化月間です

14
15
国民年金だより
ひとり親家庭等のために
ご存知ですか？ 児童扶養手当・遺児手当

16

17

こども医療費助成
平成 26年７月から現物給付の対象年齢を拡大しました
保健便り

20

23 Let’s SPORTS

26
27
28

自治医科大学附属病院　連携協働コラム
連載vol.3　ねんりんピック栃木2014

30
31

小規模特認校による取り組み紹介「細谷小学校」
新・下野市風土記

32
33
34

図書館 Library Information
読書人
くらしの情報

56 下野国分寺跡保存整備完成記念行事
能　楽　　体験教室／鑑賞講座

今月
の

表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
看
板
の
上
の
柱　

②
真
ん
中
の
人
の
影　

③
左
上
の
雲

今月の何の日

７
月
21
日

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ルの

日

　
「
こ
の
お
魚
新
鮮
ね
！
」
新
鮮
な
海
の
魚

を
運
ぶ
の
に
欠
か
せ
な
い「
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
」。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
協
会
で
は
海
の
恵

み
に
感
謝
す
る
「
海
の
日
」
を
「
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
「
断
熱
性
」「
緩
衝

性
」「
軽
量
」「
水
を
通
さ
な
い
」「
成
形
し

や
す
い
」
と
い
っ
た
特
徴
か
ら
、
食
品
の

鮮
度
を
保
つ
だ
け
で
な
く
、
建
築
の
材
料

な
ど
に
ま
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
料
は
中
に
発
泡
剤
が
入
っ
た
直
径
１

ミ
リ
程
度
の
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
の
粒
で
、
蒸

気
で
加
熱
し
約
50
倍
に
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

全
体
の
98
％
は
空
気
で
で
き
て
い
ま
す
。

　

使
い
終
わ
っ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
高
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
中
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
再
生
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の

原
材
料
と
な
る
ほ
か
、
燃
焼
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
塩

素
等
を
含
ん
で
い
な
い
の
で
、
燃
焼
の
際

に
有
害
物
質
が
発
生
せ
ず
、
循
環
型
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
素
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　泥に素足を沈め、初めての感覚に歓喜の声を
上げる子どもたち。
　第７回となる下野市農業公社の田植え体験が
行われました。
　慣れない作業に、懸命に頭をさげて苗を植え
る参加者の姿は、豊かな実をつけた稲穂のよう
でした。

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.7
55



■人口と世帯（6月 1日現在）
　　人口／ 60,162 人（-8）、男性／ 29,959 人（-4）、女性／ 30,203 人（-4）、世帯数／ 22,484 世帯（+11）

（最大4人まで可）

1 2 3 4 5 6 7
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